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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　子供の頃ころ、いい加減な親おや父じの話を真に受けて、みんなに笑われた。

　ペンギンは夜だけ空を飛ぶとか、祖父母の家の裏山には埋まい蔵ぞう金が眠ねむっているとか。

　真しん剣けんな顔で語るから何度も騙だまされた。中でも一番ひどいのは、大人になれば今悩なやんでる事は総すべて解決するって話だ。

　大おお噓うそだった。

　───あの頃、怖こわくて避さけていた苛いじめっ子とは、大人になった現在も目が合わせられない。

　どれだけ悲ひ惨さんな偶ぐう然ぜんが重なって、地元から離はなれた東京の地で再会する羽目になったのか。

　恐きよう怖ふに竦すくむ俺の前で、赤あか坂さか誠せい吾ごは姪めいに縋すがりつかれながら簡単な自己紹しよう介かいをしてお辞じ儀ぎをした。

「本当にありがとうございました」

　約十三年前に天使のように愛らしいと評された顔は、少し面おも影かげを残して精せい悍かんに造り変わっていた。彫ほりは深いが高すぎない鼻と、形の良い薄うすい唇くちびる、長い睫まつげに縁ふち取どられた切れ長な目。

　西洋と東洋の良い処ところだけを集めた顔は、今も人々の羨せん望ぼうの的になっているに違ちがいない。

　当時も高かった身長は、今では日本人の平均を悠ゆう々ゆうと超こえている。恐おそらくズボンの購こう入にゆう時に「裾すそをつめますか？」なんて訊きかれないんだろうな、と高い位置にあるベルトの留め具を見ながら思う。

「い、い、いえ、その……どう、いたしまして」

　俺は体中に嫌いやな汗あせを搔かきつつ、この突とつ発ぱつ的な緊きん急きゆう事態を切り抜ぬける方法を探す。

　赤坂が同どう姓せい同名の別人である確率は低いだろうが、それに縋りたくなった。しかしちらりと見えた右の生え際ぎわにある小さな傷が、その可能性を否定する。

　幸いにも赤坂はまだ、俺が小学校時代に苛めていた相手だとは気付いていないようだ。

　これに関しては激げき瘦やせした自分と、見合いだからという名目で嬉き々きとして俺の外見を弄いじった幼おさな馴な染じみに感謝したい。けれどばれるのも時間の問題だ。何とか上手うまく切りあげて、一刻も早くここから脱だつ出しゆつする必要がある。

「ほら、雛ひな子こも御お礼れいを言いなさい」

　小学校二年生ぐらいの可愛かわいらしい少女が、濡ぬれた目で俺を見上げる。

　バス停から家に帰る途と中ちゆう、中型犬を抱だいて泣いている子供を見つけたのは一時間半前の事だった。不ふ審しん者扱あつかいされる覚かく悟ごで事情を尋たずねると、女の子は『ユメが倒たおれたの』としゃくり上げながら答えた。俺は子供と犬を連れて、慌あわてて近所の動物病院に飛び込んだ。

　診しん察さつを待つ間に患かん者じや登録用紙と問もん診しん票に記入するように言われたが、泣きじゃくる女の子から聞き出せたのは、犬の名前がユメだという事だけだった。

　ようやく彼女が涙なみだを止めたのは、獣じゆう医いから『今のところ、命の危険はないよ』と言われた時だった。ほっとして待合室に戻もどると、女の子のポケットから音楽が流れ出す。その時初めて存在を思い出したのか、彼女は急いで携けい帯たいを取り出して、電話の相手に事情を説明する。

　しかし気が動転して再び泣き出してしまったので、俺が電話を代わった。その携帯の向こうにいるのが赤坂だなんて、夢にも思わなかった。

　───むしろ、姪の電話に出た見知らぬ男に対しても、丁てい寧ねいな口調で御礼を言うまともな人間だと好感を持った程ほどだ。

　だけど、中学時代に父親の都合で海外に転校していった同級生が、助けた子供の身内だなんて偶然を、想像しろという方が無理だ。分かっていたら「すぐに向かいます」と言われた時点で、無責任だとしても子供を受付のスタッフに預けて、病院から走って逃にげていただろう。

「おじちゃん、ありがと」

　お礼を言った女の子に曖あい昧まいな笑え顔がおを返して、赤坂に視線を戻す。目が合うとかつての苛めっ子は、異性だったら幼よう稚ち園えん児じから死にかけの老人まで赤面する類たぐいの笑顔を俺に向ける。

　半分入った外国の血のせいか、髪かみと同じで明るい茶色の瞳ひとみには俺が映し出されていた。

　直視できずに、うろうろと視線を彷徨さまよわせていると、カラーを巻いて床ゆかに伏ふせていた細長い犬と目が合う。しかし犬はすぐに俺から視線を逸そらして飼い主の老人にすり寄った。

　犬にすら見捨てられた気分で、視線をもう一度赤坂のネクタイの結び目辺りに戻した。

「こんな時間までお手間を取らせてしまってすみませんでした。診察がありますので本日はお礼ができませんが、ご連れん絡らく先を教えて頂けたら後日改めてお礼に伺うかがいます」

　淀よどみない敬語は記き憶おくの中にある男の話し方とは全く違う。もしかして本当に別人だろうか。

　いや、ここまで顔の良い人間がそんなにごろごろ居るわけがない。

「あ、いえ、その、診断はもう、す、すんでいて」

　気付けば大学時代に直した筈はずの、ぎこちない話し方が再発する。舌が縺もつれるのがもどかしくて、いつも嫌で仕方なかった。赤坂を前にして情けない子供時代に引き戻される。

　犬はタマネギ中毒であり、食事には充分注意するようにと獣医に指導された診断内容を嚙かみながら赤坂に伝え、スタッフから貰もらった犬の飼い方について分かりやすく書かれた冊子を渡す。

　まるで卒業証書でも渡すように、両りよう腕うでを限界まで伸のばして出来る限り距きよ離りをとる。

　赤坂が冊子を受け取るまでの時間が永遠に感じられた。不意にパンドラの箱に隙すき間まができて、子供の頃に「高たか木ぎ菌きんがうつる」と言われ、配布物を受け取って貰えなかった悲しい記憶が蘇よみがえる。

「診察室まで姪に同行して下さったんですね」

「え、あ、はい」

「姪を見つけて下さったのが、優やさしい方で本当に良かった」

　再度微笑ほほえんだ赤坂を、何故なぜか遠く感じた。無意識にじりじりと後ずさりしていたらしい。

　背中に壁かべが触ふれて、その事にようやく気付く。体が拒きよ否ひ反応を示しているのだろう。

　出来る限り穏おん便びんかつ俊しゆん敏びんに逃げ出す算段をしていると、丁度会計の案内パネルにユメという犬の名前が表示された。

「あ、会計、ユメちゃんの番です！」

　幸いとばかりにパネルを指差す。

　赤坂はそれを見て姪に待っているように伝え、会計カウンターに向かう。

　ここからは目と鼻の先だが赤坂は背を向けているし、自動ドアは三歩先だ。今なら気付かれずに立ち去れる。

「あの、雛子ちゃん？　ユメちゃん、平気で良かったね」

　伯お父じが現れた事でほっとしたのか、初めて笑顔を見せて頷うなずいた後で、「でもユメは男の子だからちゃんじゃないよ」と訂てい正せいした。

「そっか。とにかく、伯父さんが来て良かったね。じゃあ、俺はかえ……」

「ユメはね、学校の前に捨ててあってね、先生がホケンジョに連れて行くって言うから、うちに連れて帰ってきたの。ホケンジョだとね、殺されちゃうって友達のお兄ちゃんがね……」

　早く切り上げたかったが、一いつ生しよう懸けん命めい話しているのを遮さえぎる事も出来ずに、一応頷きながら話を聞く。話の切れ目に「ところでお兄ちゃんはそろそろ」「ごめんね、お兄ちゃんもう」と何度か口を挟はさんだが、「帰らなきゃ」と言う前に女の子は「それでね」と話を続けてしまう。

「あの」

「ひっ……」

　話の切れ目を必死で探しているときに、背後から急に声を掛けられて飛び上がった。　>>>♥

　振ふり返ると、俺の悲鳴に驚おどろいている赤坂が目に入る。細長い犬も怪け訝げんな顔をしていた。

　脱出失敗だ。悲ひ哀あいに満ちた俺の頭の中で葬そう送そう行進曲が鳴り響く。

「いきなり声を掛けてすみません。迷めい惑わくを掛けたお詫わびに食事をご馳ち走そうさせてください」

「け、結構です。そういう、そういうつもりじゃないですから」

　慌てて首を振る。赤坂と食事なんて勘かん弁べんして欲ほしい。想像しただけで心臓が口から出そうだ。

　嫌な記憶を許容量一いつ杯ぱいまで詰つめ込んだパンドラの箱が、軋きしむ音が聞こえた。中身が漏もれ出す前に逃げなければと足を踏ふみ出せば、ぎゅっと手を握にぎられる。

　相手が赤坂なら反射的に振り払はらえただろうが、それは柔やわらかく温かい子供の手だった。

　視線を落とすと、円つぶらな瞳がこちらに向けられていた。

「あのね、牛さんちのグラタン、すごく美味おいしいんだよ。かぼちゃが入ってるの」

　にっこりと微笑まれて、「か、かぼちゃ？」と訊き返す。

「うん。あとね、ココアも美味しくてね、マシュマロが入ってるんだよ」

　マシュマロと苛いじめっ子との食事は天てん秤びんで量るまでもないので、必死に断り文句を考えていると、赤坂が「行きましょう」と口にして、俺の背中にさりげなく手を当てる。

　女性か老人をエスコートするような所作に、ぎょっとした。

「で、でも、ユ、ユメ君を家に置いたままにするのは心配だし、今日は付いていてあげた方が良いんじゃないかな……？　ね？」

　女の子に同意を求めてから、会計が終わったのに犬がいない事に気付く。

「犬は入院させました。受付でも大事をとって一晩預けた方が良いと言われたので」

「ユメ、入院するの？」

「一日だけな。明日になったら迎むかえに来よう」

　入院と聞いて不安な顔をした女の子は、伯父の言葉にこくんと頷く。

　それから打開策が見つけられない俺の手を彼女が無む邪じや気きに引くので、慌てて「お、俺は帰るよ。仕事、仕事持って帰ってきてるから。その、夕飯も済んでるし」と噓うそを吐つく。

　赤坂の姪めいは残念そうに俺を見上げた。良心はきりきり痛むが、これから数時間胃がきりきり締しめ付けられる事を考えたら、ここで折れるわけにはいかない。

「それなら、お礼は後日改めて。お名前とご連絡先を伺っても構いませんか？」

「いや、お礼とか本当にいいですから。そういうつもりで助けたわけじゃないので、お気持ちだけで結構です！」

　早くこの場から逃のがれたくて、強めに言った。この断り方なら、無む理り強じいされる事はないだろうと踏んでいると、女の子に「じゃあお手紙は？　後でお手紙書く！」と微笑まれる。

「姪もこう言ってますので、せめて手紙だけでも」

「ユメの写真も入れるね！」

　女性なら防犯上、初対面の相手に連絡先を教えられないと断れるが、生あい憎にく俺は冴さえない社会人男性だ。項うな垂だれつつも住所を口にすると、赤坂が「うちのマンションの前ですね」と驚いた。

　嬉うれしくない偶ぐう然ぜんに、意識が遠のく。

　今日は〝高木美よし人ひとを不幸にするデー〟か何かなのか、と壁に掛かっている動物病院のオリジナルカレンダーに視線を向ける。本日の所には〝大安〟と書かれていた。納なつ得とくがいかない。

「お名前は？」

　女の子に促うながされて、俺は更さらなる噓を吐く事に決めた。

　下の名前は有り触れているし、赤坂はいつも「ビジン」と呼んでいたから気付かないだろうと、上だけ変える。そもそも赤坂は俺の存在なんて覚えていないかもしれないが、念のためだ。

「………、よ、美人、千ち葉ば」

　動どう揺ようのあまり、名前と名字の順序が逆になる。

　幼おさな馴な染じみの名字を使ったのは、咄とつ嗟さにそれ以外思いつかなかったからだ。

「千葉、美人さん？」

　赤坂に確認されて、頷くと電話番号も訊きかれた。一刻も早くこの場を離はなれたい一心で、素す直なおに教える。どのみち、住所を知られたのだから、今いま更さら番号を死守しても意味がない。

「じゃあ、これで」

　慌あわてて動物病院を出ようとして、自動ドアにガガンとぶつかる。

　赤坂に「大だい丈じよう夫ぶですか？」と心配されたが、痛む肩かたもその気き遣づかいも無視して風除室の先に設しつらえられたもう一つの扉とびらを素す早ばやく開け、振り返らずに早足で家路を辿たどった。

　住んでいるアパートは動物病院から、歩いて十分程度の距離だ。道路に面した郵便受けには部屋番号しか表記されていないので、名字が違ちがっていても手紙は届くだろう。

「今更赤坂に会うなんて、俺ってどれだけ不幸なんだよ」

　アパートの敷しき地ちに入る前に、ちらりと前に建つ分ぶん譲じようマンションを見やる。買い手が付かない一部の部屋は賃ちん貸たいにしていると教えてくれたのは、アパートを手配してくれた不動産屋だった。良い部屋だと薦すすめられたが、家賃が予算の三倍以上だったので考こう慮りよする気にもならなかった。

　───赤坂が目の前に住んでるなんて、知らずにいたかった。

　外にいたら顔を合わせる可能性がゼロではないので、焦じれながら自宅の鍵かぎを開けて、ロフト付のワンルームアパートに入る。鍵と補助錠じようを閉めてほっとした。

　人ひと心ごこ地ち付くと、今更ながら目の中のコンタクトレンズが気になって、風呂ふろ場ばに向かう。

　今日初めて使ったコンタクトはソフトだというのに瞬まばたきの度たびに違い和わ感かんを覚えた。

　薄うすっぺらい透とう明めいな膜まくに似たレンズを外した瞬しゆん間かんは、解放感に溜息が漏れる。

「なんでみんな、こんなのに耐たえてまでコンタクト使ってんだろ」

　レンズを専用の液で満たしたケースに入れ、洗面台の上の眼鏡を手に取る。

　子供みたいな目と、丸みのある頰ほおと厚ぼったい唇くちびるに、人の視線を遮るための前まえ髪がみはあの頃ころから少しも変わらない。童顔なので余計に変化が乏とぼしい顔は、赤坂と比べるまでもなく貧相だ。

「学生にしか見えないよなぁ。こんな格好してても、就活生みたいだし」

　スーツを脱ぬいで横よこ縞じまのトレーナーと紺こん色いろのカーディガンに着き替がえ、緩ゆるいワークパンツを穿はく。

　裾すそは少し余る。日本人の平均的な身長と、薄い体。野や暮ぼな髪かみ型がたと、学生に間ま違ちがえられる幼い顔立ちには、ブランド物のスーツよりも大衆向けの部屋着の方が似合っている。しかし、赤坂に正体がばれなかったのは、見合いのために揃そろえた服やコンタクトのお蔭かげもあるだろう。

『高木部長の息子むすこさんだからお会いさせて頂きましたが、美人さんは私と合わないと思います』

　だけどそもそも見合い話なんて引き受けなければ、無む駄だに高い服を買う必要も無かったし、コンタクトの痛みも知らずに済んだ。初対面の女性にも振られず、バス停を利用する事もなければ、苛めっ子に再会する事態にも陥らなかった。

　───全部あのハゲ親おや父じが悪い……。残りの毛が毛根ごと全部抜ぬけ落ちて仕し舞まえばいいのに。

　この場にいない親父に怒いかりを募つのらせていると、鞄かばんの中から着信音が聞こえた。

「……っ」

　恐おそる恐る画面を覗のぞき込むと、案の定見知らぬ番号が表示されている。多分、赤坂のものだ。

　自じ慢まんじゃないが、携けい帯たいの着歴は常に会社と家族と幼馴染みで埋うまっている。それ以外の着信なんて、久しく見ていない。固まったまま、携帯を凝ぎよう視ししているうちに着信音は消えた。

　無意識に体に入っていた力が抜け、そのままフローリングに設置した置き畳だたみの上に横になる。

　一瞬にして人間の限界まで上がっていた脈みやく拍はくが、緩やかに平常時に戻もどっていく。

「赤坂から電話とか、マジで勘弁してくれよ」

　小学生の頃はクラス内に友達は一人もいなかった。小こ突づかれたり物を隠かくされるのも日常茶さ飯はん事じだった。赤坂が転校して行った中学一年以降は苛められなかったから、恐らくあいつが主導していたのだろう。しかし苛めが無くなってからも、他人と話すのは怖こわかった。

　それでも大人になれば平気になると根こん拠きよもなく信じていたが、この歳としになっても人見知りはするし、初対面の人間との会話は苦手だ。職場以外では人間関係の構築は殆ど出来ない。

「赤坂にもよく名前の事を馬ば鹿かにされたんだよな……」

　子供時代、俺の渾あだ名なは「ビジン」だった。「美人」だから、そのせいだ。

〝心の美しい人間に育つように〟という由来らしいが、それに反して卑ひ屈くつな大人に成長したのは名前にも一因がある。物心付いた頃から体重は平均以上で、小学生の頃は豚ぶた並みに肥えていた。そんな奴やつが「美人」なんて名前だったら、からかいたくなる同級生の気持ちも理解出来る。

「再会したのが野の間まだったら良かったのに……」

　唯ゆい一いつ小学生時代にまともに接することの出来た優等生の名前を呟つぶやく。

　赤坂は優等生ではないが、クラスを纏める力のある生徒だった。女子とも気き兼がねなく付き合えて、多少悪さをしても教師から大目に見て貰もらえる存在。そんな男とクラスが一いつ緒しよになったのは四年の時で、俺は既すでに陰いん気きな性格だった。自分勝手だが友人の多い赤坂の事は最初から苦手だった。

「容姿が崩くずれてればまだ溜りゆう飲いんが下がったのに……」

　ベランダに続く窓に目を向ける。

　黒いカーテンの向こう、道路を挟はさんだ所に赤坂のマンションは向かい合わせに建っていた。

「いっそ正体がばれれば良かったのか。向こうだって、俺が誰だれか分かったら絶対に関わろうとはしないだろうし」

　ぽつりと呟くと、嫌いやな記き憶おくが蘇よみがえる。

　───どうしてそんなに俺が嫌きらいなの？　って、確か一回訊いたことがあったな。

　赤坂がなんて答えたのかは覚えていない。それもパンドラの箱の中に仕舞ったのだろう。

「いや、無理だ。デブじゃなきゃガリガリとか言われて絶対に馬鹿にされるんだ」

　薄い自分の体を見下ろして考える。少なくとも外見ではあいつより優すぐれている箇か所しよは一つもないし、恐らく性格や仕事の能力も負けているだろう。これで完かん璧ぺきな恋こい人びとでもいれば、少しは赤坂に勝った気になれたかもしれないが、生まれてから一度も恋人がいないどころか、見合い話を断られたばかりだ。大人になって傷の治りも遅おそくなった今、また馬鹿にされたら心に洒落しやれにならない傷を負いそうで怖い。

「とにかく、電話には出ないようにしよう」

　かかってきた番号を「出るな危険」で登録した。

　着信拒きよ否ひにする勇気がないチキン加減は自覚してる。だけど無視していればいずれ赤坂も諦あきらめるだろう。目の前に住んでいるとはいえ、今まで会わなかったのならこれから先も会う事はないと乱暴な理屈で自分を誤魔化し、不安にざわめく気持ちを抑おさえてカーテンに背を向ける。

　大人になっても、苦手な物は苦手なままだ。だけど見ないふりをする事で、それらと上手うまく折り合いを付けられるようになった。

　だからパンドラの箱は、この先も向き合う事無く閉じたまま。いつかシュールストレミングみたいに膨ふくらみ過ぎて内側から破は裂れつするまで、見ないふりをしていたい。










「よし兄ってさぁ、本当にヘタレだよね」

　家族以外では一番打ち解けた関係を築いている幼おさな馴な染じみは、事の顚てん末まつを聞いて呆あきれた。

　金がない専門学生の千葉は頻ひん繁ぱんに俺の家に飯を食いに来る。だからその代わり、買い出しの荷物持ちは手伝わせる事にしていた。今も買い物カートを押して、俺の後を付いてくる。

「お前だって、トラウマのアイコンみたいな奴やつと突とつ然ぜん再会したら逃にげるしかないだろ」

　そう言いながら両りよう腕うでをさする。さすがに冷れい凍とう食しよく品ひんコーナーに長居するのは寒い。

　しかし近所のスーパーやデパ地下を見て回るのは、市場調査の一いつ環かんでもあった。

　俺は食品加工会社で冷凍食品の研究開発を行っている。人見知りには最適な職場だが、毎シーズン新製品を作るのは結構なプレッシャーだ。それが売れなかったときは特に。

　そのためこうして自分なりにリサーチをして、出来るだけ客のニーズを読む努力をしている。

「俺トラウマないし。でも災難だったねぇ。見合いは即そく日じつ破談で、瀕ひん死しの犬を助けて、美少女とフラグを立てた後に苛いじめっ子と再会なんて、一日でクリアするには結構なイベント数だなぁ」

「昨日一日だけで一ヶ月分のエネルギーを消費した気がする」

　見合いは二人きりになったときに断られたので、親はまだ知らない。親父からは「どうなった？」と、期待の籠こもったメールが届くが、無視していた。

　二十五年の付き合いなのだから、いい加減息子が初対面の女性と上手くやれるかどうか察して欲ほしい。双そう方ほうの親が「あとはお二人で」と決まり文句を残して帰った瞬間、俺はフリーズドライされた気分だった。見知らぬ女子と会話が弾はずむわけがない。相手が男子でも無理だ。

「笑い事じゃない。家が目の前なんだぞ。七月にボーナス入ったら、絶対引っ越しする」

　こんな事なら普ふ段だんから貯金をしておくべきだった。先週は南部鉄器のパン、先々週はロシア産キャビア等、毎週何かしら調理器なり食材なりを購こう入にゆうしているから、一向に金が貯たまらない。

「でも初対面で気付かれなかったなら分からないんじゃない？　だってよし兄、昔と全然違ちがうし」

「確かに瘦やせたけど、顔は同じだから次に会ったらきっとばれる」

「全然違うよ。同一人物だって分かるのは瘦せる過程を見てた人間だけだよ。小学校の同窓会に出ても、誰もよし兄だって気付かないくらい変わったよ」

　小学校の同窓会なんて、想像しただけでぶわっと全身から脂あぶら汗あせが噴ふき出す。

　体重が減りだしたのは高校の頃ころだ。食品科に進んだ事で栄養学を学び、カロリーバランスに気を配るようになった。その結果、卒業時には太めだが標準的な体型に落ち着いた。

　大学時代に入ると一人暮らしで食費を切りつめていたので、次し第だいに体重は標準を下回るようになった。そして現在の、明らかに筋肉の足りない薄うすい体が出来上がった。

「でもあいつは勘かんが良いから油断できない。とにかく、赤坂に気付かれないうちに逃げる」

「逃げてばっかじゃん。高校もちょっと遠いところ選んだしさ、ずっとそうなの？」

「……」

　痛いところを突つかれた。食品科に興味があったのは事実だったが、毎日片道二時間もかかる学校を選んだのは、誰も知っている人がいない場所に行きたかったからだ。

「逃げてばっかだといつまで経ってもよし兄のターンにならないよ」

　五歳年下でも、千葉の方が精神的に成熟している。

　社宅では隣となりの部屋に住んでいて兄弟のように育ったので、俺の逃げ癖ぐせに関しては千葉が一番よく知っていた。そんな相手に忠告されるとなかなか痛いが、性格はいきなり変えられない。

「自分でも情けないと思うけど、だけど……今だって赤坂に一つも勝てないのに、立ち向かったって、嫌な思いをするだけだ」

　幼馴染みは含ふくみのある顔で俺を近い位置から見下ろした。

　こいつは昔から、時々こんな顔をする。言いたいことは分かっているし、何度も聞いてきた。

『もっと自分に自信を持ちなよ』

　再三言われたその台詞せりふを素す直なおに受け入れられないのは、誇れる物が何一つないからだ。誰にでも取り柄えはあると啓けい発はつ的に人は言うが、星の数ほど人間がいるのだから確率学的に考えて、中には取り柄のない奴が何人かいる筈はずだ。その一人が自分だと俺はよく知っている。

　一つも良い所のない人間がいる反面、赤坂や千葉みたいな長所の塊みたいな連中もいる。

　世の中は不公平だが、その辺りには既に折り合いが付いているので、今いま更さら僻ひがみはしない。

「お前には分からない」

　いつものやりとりだが、俺の返答に幼馴染みは不満げに唇くちびるを尖とがらせた。

　それを無視して買い物袋ぶくろを持ってスーパーを出る。駅前から続く道は、二階建ての俺のアパートよりも先に赤坂のマンションが見える。住すみ処かを目にしただけで、足取りが重くなった。

　会いませんように、と心の中で念じながら近づいたときに、マンションの前に停とまっているタクシーが目に入った。開いたドアから、頭の中で考えていた男が降りてくる。

「いきなり立ち止まって、どうし、っ」

　咄とつ嗟さに幼馴染みの胸むな座ぐらを摑つかんで、本屋と不動産屋の間にある狭せまい路地に隠かくれた。

「よ、よし兄、首、首絞しまってんよ」

「黙だまってろ、今、赤坂が……」

「こ、このままじゃ、永久に黙るはめ……に」

　どさっと音を立てて買い物袋を落とした千葉を無視して、恐おそる恐る路地から顔を出す。

　灰色のスーツに身を包んだ赤坂は、後部座席に残る男と何か話していた。早く立ち去れと願いながら見ていると、千葉が俺の手を無む理り矢や理り引き剝はがす。

「し、死ぬかと思った」

　大おお袈げ裟さに首元を撫なでて大きく息を吸い込んだ千葉が、赤坂をじろじろと検分する。

「あれが赤坂ねぇ、確かに良い顔してる。イタリアブランドと国産を上手く合わせてて服の趣しゆ味みも良いし、頭身の高い体してるなぁ」

　すっかり品定めしている千葉と俺の視線の先に、後部座席の窓から半身を乗り出した男の姿が見えた。一いつ瞬しゆんの出来事だった。上品な顔立ちではっきりとした目鼻立ちのそいつは、手を伸のばして、屈かがんでいた赤坂のネクタイを引き寄せた。そして二人の唇がしっかりと重なる。　>>>♥

「は？」

　脳の機能が一時停止した。理解不能の事態に瞬まばたきを忘れる。恐きよう慌こう状態に陥おちいると思考が停止する癖くせのせいで、千葉には以前「よし兄ってスナネズミに似てるよね」と言われた。驚おどろいたり恐きよう怖ふを感じると失神するネズミに似てるなんて、実に不ふ名めい誉よだ。しかし今回ばかりは仕方ない。

　───あいつら、男同士でキスしやがった。

　無意識に眼鏡の位置を直す。

「ちちち、千葉、今の見たか？」

　動どう揺ようしていないふりを装って話しかけたが、その努力は欠片かけらも実っていない。

「見た。よし兄、いくらなんでもそこまで動じなくても」

「小学校時代の同級生が男同士でキスしてたら、誰だれだって動揺するだろ！」

　つい怒ど鳴なってから慌あわてて口くち許もとを押さえる俺に向かって、千葉は「そうかな？」と首を傾かしげる。

　こいつに訊きいたのが間ま違ちがいだった。緩ゆるい下半身を持つ幼馴染みから、視線を赤坂に戻もどそうとしたが、路上には既すでに姿がない。タクシーのテールランプも遠ざかっていく。一瞬、キスを仕し掛かけた相手は男っぽい女だったのかもしれないと考えたが、着ていたスーツは男物だ。

　一方的に引き寄せられたようだったが、赤坂は特に嫌いやがる素そ振ぶりを見せなかった。

　辺りを窺うかがいつつ路地から出る。見た物に驚きよう愕がくしながらも機械的に足を動かし、千葉と二人でアパートの部屋に入って鍵かぎを閉める。そこでようやく思考停止が解除された。

「何か凄すごい物見ちゃったな。これ、王様の耳レベルの話だよな」

　自分でも訳の分からない事を言いながら、食材を取り出して夕食の支し度たくを始めようとした時に、千葉が「これは復ふく讐しゆうのチャンスだよ！」と拳こぶしを握にぎった。

「はぁ？　復讐？」

「向こうが男もありなら、よし兄が変身して誘ゆう惑わくしてポイ捨てすればイイんだよ！」

　斜ななめ上の発想に付いていけずに、ぽかんと口を開ける。

「変身」「誘惑」「ポイ捨て」の何一つ実現可能に思えない。復讐のためとはいえ赤坂に近づくなんて勘かん弁べんして欲しい。擦すれ違うのすら避けるために引っ越こしを検討しているのだから、絶対に嫌だ。千葉の提案は「週末の夜にはろくでもない事を思いつく現象」の典型だ。無理すぎる。

「だって、どうせ引っ越すなら恨うらまれてもいいじゃん。食いついたらネタばらしして、嘲あざ笑わらってやれよ。そうと決まれば色々プラン立てないとな！」

　まずい。有言実行、一いつ揆き上等の千葉に任せるとろくでもない提案が現実の物になってしまう。

「どう考えても誘惑なんてできるわけないだろ、俺だよ？　お前ならともかく」

　見ろよ、と両手を広げる。一六五センチ前後の身長と青白く貧弱な体。

　性格も悪く、話し下手べたでもある。大体、赤坂が先さき程ほどの男と付き合っているなら、俺なんてお呼びではないだろう。千葉なら張り合えるかもしれないが、赤坂が「不細工で鶏とりガラみたいな体の男が好み」でもない限り、どんなプランを立てても失敗に終わるに決まっている。というより赤坂を誘惑する時点で俺にとっては拷ごう問もんだ。失敗した時よりも、成功した時の方がダメージが大きそうで、何一つこのプロジェクトにメリットを感じられない。

「よし兄だって可愛かわいい顔してるよ。ちょっと改善した方がいいとは思うけど。前まえ髪がみ長すぎるし、着てる服も貧びん乏ぼうくさいし、猫ねこ背ぜなのも直して。それから……」

　年下から突きつけられる駄だ目めだしに胸が抉えぐられる。実際着ているトレーナーは量りよう販はん店のワゴン落ちだし、ワークパンツはシーズンオフに千円で買った商品だ。靴くつも激安で有名な店のスニーカーなので、下着込みで総計三千円前後だ。赤坂みたいな体つきだったり、千葉のようにセンスがあれば安物に見えない着こなしが出来るだろうが、俺なので残念な結果になっている。

「無理だよ。俺、女の子と付き合ったこともないし、男友達だってお前以外いないのに、どうやってあんな社交性も経験値も高そうな奴やつを手玉に取れるんだよ。家いえ猫ねこに一いつ匹ぴき狼おおかみを倒たおして来いって言ってるような物だろ」

「やってやれない事はない。よし兄にはこの俺が付いてるんだぜ？　狼でも何でも倒せるって」

　親指で自分を指して、千葉はにやりと笑った。無む理り矢や理り泥どろ船ぶねに乗せられそうになってる気がして、俺は口許を引きつらせながら「だから不安なんじゃないか」という台詞を吐はき出す。

　すると幼おさな馴な染じみは俺の前で芝しば居いがかった仕草で人差し指を横に振ふる。

　メトロノームみたいなその動きをつい追っていると「今、変わらなくていつ変わるの？」と言った。思わずその言葉に顔を上げる。

「中学、高校って、よし兄には元苛いじめられっ子って負い目があったけど、いつ変わるの？　今じゃないの？　よし兄はやれるよ。赤坂にぎゃふんと言わせるんだよ。今がその時なんだよ！」

　横に振っていた指が段々、トンボを捕つかまえる時のようにくるくる回り出す。

「……ぎゃふん、か」

「そうだよ。よし兄ならできる！　今ならやれる！」

「俺ならやれる。今なら、やれる」

　声に出して口にすると、なんだか本当に出来る気がしてきた。考えてみればこの歳としになってびくびくしているなんて馬ば鹿からしい。赤坂を誘惑してポイ捨てするのは無理でも、騙だまして食事を奢おごらせるくらいの事はしても罰ばちが当たらないんじゃないかと思えた。

　だけど俺は忘れていたんだ。見合いの前日も千葉の口車に乗って酷ひどい目に遭あったという事を。










　子供の頃ころは早く老人になりたかった。青年壮そう年ねんを飛ばして、老人になれば色々な事を気にしなくてもいいし、色々な人に労いたわって貰もらえると、純じゆん粋すいにそう信じていた。

「どうぞ」

　俺が席を譲ゆずると、いつも俺の前に立つ老人が入れ替かわりにシートに腰こし掛かける。

　大人になって、老人が労って貰える事は少ないと知ったが、それでも早く平へい穏おんな老後を迎むかえたいという気持ちは変わらない。尤もつとも、そのためには潤じゆん沢たくな資金が必要だ。

　残高の少ない貯金を思い出し、最も寄より駅で降りる。貯金の他ほかに当てに出来るのは会社の持ち株ぐらいだが、退職時に会社が安あん泰たいとは限らない。そんな不ふ吉きつな事を考え、本社ビルを見上げた。

　俺が所属する開発室は本社ビルの四階に位置している。大手食品メーカーは郊こう外がいに研究所を持っている事も多いが、うちはワンフロアにすべて収まっている。

　持ちビルなので上から下まで、どこを切っても系列の会社が詰つまっていた。私服でも差し障さわりはないが、一応会議があるときはスーツを着るのが暗あん黙もくの了りよう解かいだ。今日も会議が入っているので、俺はまた就活生みたいな格好で出社した。

　食品の開発に携たずさわりたいと思ったのは大学の時だったが、料理に興味を持ったのはもっと前だった。多分、自分で卵焼きを作ろうと思ったのが最初だ。

「そうか、赤坂だ……」

　ビルに入ってから、エレベータ待ちの列に並んでいたときに、ふっと思い出す。

　きっかけは小学四年の運動会だった。仕事で行けない罪つみ滅ほろぼしに母親が豪ごう華かな弁当を作った。友達と食べるように言われたが、一いつ緒しよに昼食を食べるほど親しい相手はいなかったから、俺は弁当を抱かかえて途と方ほうに暮れた。一人分には多いが、残せば親を落らく胆たんさせる。だからといって余りを捨てるのは申し訳ない。仕方ないので、人ひと気けのない教室で頑がん張ばって食べようと決めた。

　誰もいない筈はずだったが、何故なぜか赤坂がいた。食事をするでもなく、自分の机に座すわっていた。

　どうして話しかけられたのか自分でもよく分からない。赤坂は俺にとって、遠い存在だった。そもそも自発的にクラスメイトに話しかける事なんて、滅めつ多たにない。

『よ、よかったら、その、お弁当、残したくないから、い、一緒に、食べてくれない？』

　小さな声で、ぼそぼそと話しかける。

　赤坂は驚おどろいていたが、急に嬉うれしそうな顔で「昼飯は抜ぬくつもりだった」と打ち明けた。

　親が離り婚こんの危機で運動会の事を忘れていて、弁当の事を言い出せなかったらしい。

　赤坂なら、他の家のシートに入れて貰う事は簡単だろうが、理由を友人の親に話すのが嫌だったのかもしれない。

　赤坂は弁当の中身を美味うまいと褒ほめたが、コロッケとエビフライには手を出さなかった。

『俺、海老えびとカニはアレルギーがあるんだ』

　俺自身アレルギーはないから、その時は好き嫌きらいみたいな物だと思っていた。

　コロッケには海老もカニも入っていない事を告げると、遠えん慮りよ無くそれにも箸はしを伸のばす。

　惨みじめな筈の昼食は赤坂のお陰かげで楽しい物になった。運動会は殆ほとんど覚えていないが、赤坂と交かわした会話は覚えている。下らない話が嬉しかった。あの頃の一番幸福な思い出かもしれない。

　そのとき赤坂が卵焼きが美味いと言ったから、自分でも作ってみたくなって母親に習った。いつか赤坂が家に来たらご馳ち走そうしようと思っていた。

　しかし、運動会以降は友達になるどころか、どんどん険悪な関係になってしまった。

　───赤坂はただ飯につられただけだ。友達になれると思い込むなんてお目め出で度たいよなぁ。

　子供時代は考えが甘すぎて、思い出すと笑える。あの頃の自分は、俺自身好きじゃない。

　今の自分も好きかと訊かれたら、答えは完全に「否いな」だが、期待しないだけ落胆もしない。

　尤も、その卵焼きから興味を持って料理を親に習うようになり、今はそれが仕事になっているんだから、人生はどう転ぶか分からない。

　研究所とプレートの張られたドアを開けて、中に入る。

　開発室に入って仕舞えば、各自がそれぞれ開発している物が異なるので、同僚との会話は殆どない。一言も声を発さずに一日を終えることもあったが、口下手なのでその方が楽で良い。

　十時になってから作業着を脱ぬいでサンプルを手に、五階の会議ブースに向かう。

「高木君、どうしたの？　コンタクトなんて珍めずらしいね」

「はい、ちょっと、友人に勧すすめられまして」

　工場から戻もどってきたばかりの部長に愛あい想そ笑いを返し、慣れないコンタクトの違い和わ感かんに耐たえた。寝ね不ぶ足そくだと余計に応こたえる。

　昨夜は千葉の作戦会議に遅おそくまで付き合わされた。相手の好みの探さぐり方、次の約束の取り付け方などを教えられたが余り覚えていないし、週末から日が経ってやる気が萎なえてしまった。盛り上がっている参さん謀ぼうには悪いが、転居先が見つかり次し第だい引っ越こすつもりだ。

「いいと思うよ。高木君、そっちの方が似合うんじゃないかな」

　曖あい昧まいに頷うなずいてから、予約したブースで試食の準備をする。

　時間ぎりぎりに営業部や商品企き画かく部、マーケティング部の連中がやってきたので、彼らの前に小分けにした料理を回す。会議は部長の仕切りで始まり、早さつ速そく試作品のプレゼンを行った。

　人前で意見を述べるのは未いまだに苦手だ。大学時代は授業で研究成果を発表するのが嫌いやで堪たまらなかったが、お陰で多少は要領よく喋しやべれるようになった。赤坂の前でなければ、の話だが。

「少し辛からめですが、味噌みそを合わせる事で馴な染じみのある味に仕上がっていますので、新しいテイストだとは思いますが、抵てい抗こう感なく食べて頂けると考えています」

　俺が特とく徴ちようを説明し終わると、試作の肉野菜炒いためを食べた面々がそれぞれ意見を出す。

　批判されるのは毎回覚かく悟ごしていた。何種類かあるサンプルから評判の良い物をブラッシュアップしていくための会議なので、大体一回目は扱こき下ろされる。

「なんか、しつこい感じで、俺としてはなしですね」

　最初に箸を置いて感想を述べたのは、商品企画部の男だった。

　以前から直接の担当者じゃないにも拘かかわらず、俺の仕事には必ず難なん癖くせを付けてくる。

　彼とは同期で新人研修も一緒に受けたのだが、ここ数年一方的に嫌われていた。赤坂程ほどスペックは高くないが同じ系統の人種なので、近寄るどころか対立する気も起きない。

　赤坂と同じというのはつまり、運動部の花形ポジションだった事があり、グループの中心的存在、未成年時から異性と交際、自信を持ち、精力的に異性や仕事に臨のぞめる人間の事だ。

　そういう系統の人間とは、出来る限り関かかわりたくない。こちらの方が脆もろいので、不用意に対立すればこちらばかりが被ひ害がいを受ける事になるからだ。

「いや、俺は美味いと思うよ。けど、味が濃こいなぁ」

　商品企画部の部長が首を傾かしげて、「四十代以降にはきついかもな」と眉まゆ根ねを寄せた。

「四十代でも濃い味付けが好きならはまりますよ。それに今回のターゲットは若者ですから」

「でも、ちょっとお肉が多すぎるんじゃない？　野菜をもう一品目足してみたらどうかな」

　口を挟はさまずに言いたい放題に次々上がってくる意見を纏まとめる。用意した総すべての試作に対して評価が出で揃そろうと、次はスイーツを担当している後こう輩はいの試作評価が始まる。

　俺は試作の改善策を考えながら、後輩が行うプレゼンに耳を傾かたむけた。

「秋シーズンということで色としては紅葉をイメージしました」

　透とう明めいな円えん筒とう形のプラスチック容器の中では、スポンジが赤と黄色の二層になっている。

　さっぱりとした風味が特徴だが、どちらかというと味は秋というより夏向きだ。

「そうですね、酸味はもう少し抑おさえた方がいいと思います。クリームの甘みが控ひかえめな分、ベリーソースの酸味の強さが気になります」

　企画部の言葉をメモに取る後輩を見るとも無しに眺ながめる。彼女は後輩になって二年も経つが、未だに打ち解けてはいない。話すこと自体、少ないのだからそれも仕方ない事だ。

　背が高くて顔の整っている女子には、無意識に苦手意識が働いてしまう。

　高校は女子が多かったから昔より慣れたが、仕事以外の会話を思い付かないので仲良くなり様もないし、実際その必要性もない。学生時代から、女子と親しくしたいという欲求は皆かい無むだ。そんな事より、いかに目立たず学校生活を穏おん便びんに過ごすかという事に苦心していた。

「秋の果物ってこれ以外、他に何かありましたっけ？」

　俺が残念な青春時代の回想をしていると、マーケ部の主任が首を傾げる。

　秋のスイーツはサツマイモやクリ、カキ等が定番なので、何か新しん鮮せんな素材をと思ったらしい。

「山やま葡ぶ萄どうとかですか？　そういえばザクロも秋でしたよね」

「私の田舎いなかは秋の果物と言えばアケビでしたね。高木君、アケビってどう思う？　アケビ」

　開発部長の言葉に「ないです」と答える。部長は思い付きで物を言う上に決断力があるので、即そく座ざに否定しないとすぐに行動に移ってしまう。そのせいで何度か酷ひどい目にあっていた。

　俺の即答にしゅんとしているうちの部長を見て、口直し用の水を飲んでいた営業部長が笑う。

「良いコンビだなぁ」

「いやぁ、高木君が心を開いてくれるまで、随ずい分ぶん時間がかかりましたよ」

　開発部長が言うとおり、こんな風に軽く言い返せるようになったのは最近だ。

　女性よりはましだが男性も得意ではない。それでも一応、仕事に問題ない程度の社交性は持ち合わせている。しかし営業に配属されていたら、早々に辞職していただろう。訪問営業を任されたりしたら、ピンポンすら押せずに公園で頭を抱える自分の姿が易やす々やすと想像できる。

「とりあえずフルーツソースに関しては、もう一度考えます」

　脱だつ線せんした話を戻すように後輩がそう締しめると、部長達が次の打ち合わせ日を決めて解散する。

　試食に使ったフォークや紙皿に載のった食べ残しを片づけていると、資料を纏めていたマーケ部の主任が、はっとした顔で俺を振ふり返った。

「そうだ高木君！　次回のブラインドテストの打ち合わせしたいんだけど、うちの新人に担当させたいから、そっちの予定も聞いて一時間後ぐらいに電話するわ。もう、高木君って存在感薄うすいからいつも用件伝えるの忘れるのよねぇ。思い出せてよかった。じゃあ、よろしく！」

　主任はそう言うと、一秒を惜おしむように返事も待たずにブースを出ていく。

　いつも強ごう引いんなので、今いま更さら気にならないが恐おそらく彼女も赤坂系統の人間だろう。

　四階に戻ってから、控え室でメーカーのロゴが入ったジップアップジャケットを羽織る。

　開発室の隅すみのテーブルで会議の結果を参考に、今後の方向性を更に詰つめる話し合いを部内の人間だけで行うと、丁度昼飯時になった。開発部の場合、飯を食わなくてもサンプルで腹が膨ふくれる事が多い。もしくは昼食すら他社製品の研究に費ついやされる。

　俺は昼食代わりに他社の冷れい凍とうピラフを電子レンジに入れた。耐たい熱ねつ硝子ガラスの向こうでゆっくり回転するターンテーブルと、熱を持って膨ぼう張ちようする透明なラップを見ていると、携けい帯たいが鳴り出す。

「はい、高木です」

『どうも、赤坂です。今、お仕事中ですか？』

　主任だろうと、確かく認にんせずに電話に出た俺の耳に飛び込んできたのは、低い男の声だった。

　予想外の事態に息が止まる。麦茶とめん汁つゆを間ま違ちがえて飲んだ時だって、ここまで慌あわてない。

「お、あ、う、い、いいえ」

　素す直なおに答えた後に、何故なぜ仕事中だと言って時間を稼がなかったのかと、激しく後こう悔かいした。

『良かった。先日言っていたお食事の件ですが、いつ頃ごろが宜よろしいですか？』

　断られるとは微み塵じんも考えていない、声こわ音ねだった。

　恐らく赤坂なら営業職でもそつなくこなせるだろうと、動物病院で目にした笑え顔がおを思い出す。

　人前で笑おうとするとぎこちなくなる俺と違い、初対面の人間に対して完かん璧ぺきな笑顔を向けられる男には、他人が怖こわいなんて感覚は理解できないに違いない。

「あ、そ、しょ、食事ですか」

　先日は千葉の「今がその時」というスローガンに血迷い、昨夜は二人きりの作戦会議までしてしまったが、週が明けた今日はとてもじゃないが週末の提案には乗れない。

　不ふ審しんがられずに円えん滑かつに断らなければ、とぐるぐる回る皿を見ながら考えていると、電子レンジが高らかな音を立てて動きを止める。

　携帯を肩かたと耳の間に挟みながら、競合調査という名目のタダ飯を取り出す。

「その、俺、食事は……」

『今週末の金曜日、夜八時頃は如何いかがですか？　美味うまい寿司すし屋やを知っているので、千葉さんが嫌でなかったら』

　頗すこぶる嫌だ！　というパイシートでも包み切れない気持ちをどう伝えれば良いか分からない。

　こんな事なら、動物病院で携帯番号なんて教えなければ良かったと後こう悔かいしつつも、言葉を選ぶ。気の利きいた台詞せりふがすぐに浮うかぶ人間になりたいと、目の前の電子レンジに願ってみる。

「高木君、電子レンジ使っていい？」

　断り方で悩んでいたら、パスタのトレイを手にした部長が近づいてくる。

「あ、はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　ずっと電子レンジを見つめていた事に気付き慌てて離はなれると、赤坂が『良かった。じゃあ金曜日の八時にご自宅まで迎むかえに行きます』と予定を組んでしまう。

「え……、いや、今のは」

『じゃあ金曜日、楽しみにしてます』

　その台詞を最後に、通話が切れた。

　俺は呆ぼう然ぜんと携帯を見つめ、次いで電子レンジのタイマーを弄いじっている上司に視線を移す。

「部長!!」

「わ、なんだ!?　今度はフォーク入れたままじゃないぞ」

「……寿司ですって」

　八つ当たり気味に告げると、部長は「す、寿司？　これはペペロンチーノだけど」と普ふ段だん滅めつ多たに大きな声を出さない俺に対して、怯おびえた目を向けてくる。

「もう……何でもないです」

　肩を落としながら自分の研究スペースに戻もどり、ぺったりと皿に張り付いたラップを取りながら携帯を眺める。断りたいが、そのためにまた話をするのは考えただけで憂ゆう鬱うつだ。

　今更後悔しても無意味だが、メールアドレスを訊いて置くべきだった。テキストなら自分のタイミングで送れるから断り文句を考える時間もたっぷりあるし、何せ声を聞かなくて済む。

　溜ため息いきを喉のどに押し込むために、他社のピラフを口に入れる。海老えびはパッサパサだが、卵はふんわりしていた。味付けも好みだ。大手の定番商品だけあって飽あきの来ない素そ朴ぼくな味をしていた。

「仮け病びよう、いや……、そうやってまた先送りにしても、事態は好転しないか」

　逃にげてばかり、と非難された事を思い出す。確かに、ここらで腹を括くくるべきかもしれない。

　他人の振りをしてからかうぐらい俺にも出来るだろう。ビジンに寿司を奢おごったと知ったら、それだけで不ふ愉ゆ快かいになるんじゃないだろうか。帰り際ぎわにネタばらしをして、笑ってやればいい。

　早さつ速そく千葉に赤坂の事をメールで伝えると、終業後に見た携帯には『木曜に友達のサロンを予約した』と返信が入っていた。

　昔の自分とかけ離れた方が良いし、前まえ髪がみは長くなりすぎているので見合いの時のように抵抗する気はなかった。

　金曜日はマグロとアワビで腹を膨らませてやろうと企たくらみながら、ピラフにニンニクと玉たま葱ねぎがたっぷり入ったラー油をかける。飽きの来ない、裏切りのない素朴な味だが、それ故ゆえに単調だ。

　たまにはそこに普段と違うスパイスが入るのも良い。

　それが吉きちと出るか凶きようと出るかは分からないが、既すでに賽さいは振られている。

「今度は俺がやり返す番だ。見てろよ、赤坂。お前の財さい布ふを空っぽにしてやる」

　会社からの帰り道、駅前から続く緩ゆるやかな坂を上り、目にした赤坂のマンションに向かって宣戦布告した。

　黒光りする建物のどの部屋に住んでいるのかは知らないが、急にどこかの部屋の窓が開いてそこから赤坂が現れる予感がして、早々に自分のアパートに向かい部屋の鍵かぎを閉める。

　ドアの内側は何時いつだって安あん寧ねいだ。逃げ込んで鍵を掛かければそれで総すべては片が付く。

　今までも、きっとこれからもそうだ。だけどそんな日常に復讐というスパイスを加えるのも、良い考えに思えた。










　子供の頃ころはシロップ味の風邪かぜ薬ぐすりが大だい嫌きらいだった。アレだったら普通の大人用の薬の方がましだった。俺にとって、この世界はシロップ味の風邪薬と同じだ。甘く見えても、すぐに苦みが露ろ見けんする。派手な色に着色されていても、本質は変わらない。

　見た目が良い人間が、中身まで優すぐれているとは限らない。だから俺自身、着き飾かざる事には興味が持てずにいた。外見を幾いくら磨みがいたって、それで内側が磨かれるとは限らないのだから。

「でも、やっぱり見た目も大事だよな。今日の目的は着飾る事より、変装だけど」

　昨夜、千葉は「誘ゆう惑わくしてポイ捨て作戦」を「青春復ふく讐しゆう大作戦」と命名して、俺に新しい服を買わせて髪かみ型がたを弄らせた。ただでさえ見合い用にコンタクトやスーツを揃そろえて懐ふところが痛んでいるのに、またも値の張る服を買わされて、今月はもう殆ほとんど何も買えない状態だ。

　そもそも服を選ぶ時にその辺りの内情は伝えたが、被ひ服ふく系の専門学校に通いながら自分のメゾンを立ち上げた千葉が、衣服に妥だ協きようするわけがなかった。

「いや、けど、だからってこれはない……気がする」

　髪を拭ぬぐい、「この機会に勝負用を」と買わされた男性向けのＴバックを前に首を傾かしげる。

　ゲイ御ご用よう達たしだと思ったが、普通の人も穿はいていると店員は主張していた。仮にそれが本当だとしても、こんな物を穿く勇気も勝負をする機会もないので、高かったがクローゼット行きだ。

　とりあえず普段着けている無難なトランクスを穿いて、別の袋ふくろからシャツを取り出す。

　シャツを着てズボンを穿く。見合いの時に買ったベルトを通して、ネクタイを締めてジャケットを羽織る。千葉が選んだスーツのお陰かげで、コンタクトをはめて覗のぞき込んだ鏡の中に映る男は、就活生には見えない。

「だけど色は茶色いし、前髪短けーよ……」

　洗面台の鏡には髪に遮さえぎられる事なく、自分の平へい凡ぼんな顔が映し出されている。序ついでに色まで茶色に変わっているので、なんとなく落ち着かない。社会人として問題視されるほどではないが、周囲に「モテようとしてる」と思われそうで嫌いやだ。髪を染めたのは初めてだが、予想以上に浮うわついて見える。こんな事なら変な匂においのクリームを髪に塗ぬられた時点で、それが何なのか美容師に尋たずねて置けばよかった。

　幼おさな馴な染じみは席に案内された時点で「アッシュ系ブラウンが」「ラウンドフォルムが」と俺には理解不能な会話を店員としていたが、覚えていない。唯ゆい一いつ覚えているのは「よし兄はスタイリングしないですむ髪型しか無理だから」と友人である美容師に告げていた事だけだ。

　───実際そうなんだけど……。

　タオルで拭っただけの洗いざらしの髪はそのままに、ユニットバスを出た。

　食事は既に済ませている。昨夜は緊きん張ちようの余り寝ね付つけず、今朝はやはり同じ理由で早起きしてしまった。規程の出社時間まで間があるが、どうせ部屋にいてもする事はないので普段よりも一時間早く会社に向かう。料理が趣しゆ味みなので、どうせ家に居ても会社に居てもする事は変わらない。しかし、その決断を俺は部屋を出て一分足らずで後悔する羽目になった。

「っ」

　アパートから出ようとした途と端たん、タイミング良く赤坂がマンションのエントランスから出てくる。気付かれないうちに、残像が残るような素す早ばやさで塀へいの内側に隠かくれた。

　同じアパートに住む女子大生がゴミ袋を手に、訝いぶかしげな顔を俺に向けて通り過ぎていったが、ここで赤坂と鉢はち合あわせるより、隣りん人じんに「おかしな奴やつ」と思われる方がましだ。

　赤坂はこちらに背を向けてマンションの前に立っていた。腕うで時ど計けいに視線を落としている様子を見て「早く行け」と念じる。会社に遅ち刻こくする時間ではないが、出来れば俺がアパートの住人の大半に目撃される前に、居なくなって欲ほしい。

「あ……」

　覗き見ていると、先日赤坂にキスをした男がマンションから欠伸あくびをしながら出てくる。

　しばらく二人はその場で話していたが、声は聞こえない。傍はたから見ても、絵になる二人だった。どちらも文句ないほど顔は整っているし、高そうな服を違い和わ感かんなく着こなしている。

「あの人……と、泊とまったんだよな。きっと」

　思わず呆然と呟つぶやいてから、はっと口くち許もとを押さえた。しかし二人は気付いた様子はなく、程ほどなくして駅に向かって歩き出す。後姿を見送ってから、たっぷり時間を置いて俺も駅に向かう。

　構内ではやたらとびくびく周囲を窺っていたので、電車に乗り込んだ瞬しゆん間かんはほっとした。

　いつものように空いている席に座すわっていると、途と中ちゆうの駅で乗り込んできた顔見知りの老人が俺の前に立った。今日も普段通りに席を譲ゆずって立ち上がると、急にばしんと肩かたを叩たたかれた。

　思わず振ふり向くと、背後にマーケ部の主任が立っている。

「……おはようございます」

「おはよう。良かった、本物の高木君で！　急に格好良くなってるから別人かと思ったわ！」

　自信がないなら、叩く前に声を掛けるべきなんじゃないのか、と相変わらず豪ごう快かいな主任に苦笑いを浮うかべる。割と強めに叩かれたので、肩はじんじんと痛んでいた。

「普段はこの路線じゃないですよね」

「昨日は彼氏の家に泊まったのよ。お陰で寝ね不ぶ足そくよ」

　主任は「ふわぁ」と欠伸してみせた。

　寝不足が意味する処ところをつい想像してしまい、じわりと頰ほおが赤くなる。女性がする猥わい談だんには慣れていないので、直接的な事を言われたわけじゃないのに居たたまれなくなる。

「彼氏、いたんですね」

　仕事ぶりが余りにも男っぽいので、以前社内の誰かが主任には彼氏より彼女がいる方がしっくり来る、と話していたのを思い出す。実際俺も、主任が男性に甘える処は想像できない。

「高木君はどうなの？　地じ縛ばく霊れいみたいだったのに急に格好良くなっちゃって」

　怒おこって良いのか、それとも喜んで良いのか困っていると、主任は「好きな子でも出来たの？」と目を輝かがやかせた。恋れん愛あい関係の話が好きなところは、女性っぽいと言えない事もない。

「いや、そういうわけじゃないんですけど、ちょっと」

　まさか「ゲイの苛いじめっ子に復讐するために努力した」なんて真相は語れない。

　再び黙だまり込んだ俺を見て、主任は訳知り顔で頷うなずくと「内ない緒しよにして置いてあげるわよ」とはにかんだ。その微笑ほほえみに一いち抹まつの不安を覚えつつも会社に向かった。

　仕事中は赤坂の事ばかり考えていた。今いま更さらながら不安材料がたくさん見つかる。

　───一番問題なのは会話だよな。俺、あいつと何話せばいいんだ？

　刻々と時間が近づけば近づく程に、弱気になる。夕方になると、強気だった自分はどこかに旅立ってしまった。冷静に考えれば考えるほど、赤坂との会話が思いつかない。

　千葉からは「会話が途と切ぎれたら黙ってていいから手を握にぎれ」「さりげなく体に触さわれ」等と、アドバイスを受けたが、俺からすればどれも罰ばつゲームだ。

　次の見合いを画策している親おや父じといい、誘惑のテクニックを俺に伝授しようとする千葉といい、そろそろ俺が彼らの望み通りには動けないと理解して欲ほしい。

　大体、なんで強気になれたのだろう。どうして毎回千葉の口車に乗ってしまうのかと後こう悔かいしていると「高木君！　焦こげてる焦げてる！」と部長の声が耳に飛び込んできた。

　はっと意識を目の前のフライパンに戻もどすと、エリンギが残念なキノコになっていた。チャーハンと合わせる予定だったのにな、と既に炭と化してしまった物体を菜さい箸ばしで弄いじる。

「燃え尽つきたな、真っ黒に」

　何故かニヒルな笑えみを浮かべながらそんな事を口にする部長に「すみません」と謝あやまった。

　試ためしに焦げた料理を口に運ぶ。分かっていたが、まずい。でもきっと赤坂と食べる寿司すしはこれ以上に、苦く飲み込みづらいのだろうと考えて、ますます家に帰るのが憂ゆう鬱うつになる。

「部長、俺今夜帰りたくないです……」

　駄だ目めになってしまった食材を捨てながら呟く。

「え、いや、私には妻も子供もいるから」

　一体何を勘かん違ちがいしているのか、部長は自分の身を守るように両りよう肩かたを抱だき締しめた。

　女性社員から〝開発の部長はダンディで素す敵てき。ただし口を開かなければ〟と言われている四十代後半の上司は恥はじらうように「高木君は私の事をそんなふうに」と視線を伏ふせる。

　冗じよう談だんか本気か分からないが、本気だと怖こわいので「……開発室に泊まりたいです」と補足した。

　部長はあからさまに安あん堵どする。どうやら本気だったらしい。

「あ、そういう事？　駄目だよ。ただでさえ開発は残業が多くて上に色々言われてるんだから」

「そうですよね」

　分かっていた事なので、あっさりと引き下がる。

　帰りの電車では「残業で行けない」「風邪かぜを引いた」「家族に不幸があった」等の言い訳を考えてたが、上手うまく赤坂を騙だませる自信がない。

　結局、躊躇ためらう足をどうにか動かして、家に着いたのは約束した時間の十分前だった。

「でも、別人とは行かないまでも、印象は随ずい分ぶん違ちがうだろうしばれないよな」

　玄げん関かんに立って、自分の格好を見下ろして短くなった髪かみを弄る。

　だらりと垂れた陰いん気きな前髪や眼鏡がないので、以前より印象は快活になるだろう。

　元々全体の出来は平均未満だったが、これでようやく平均に近づいただろうか。

　会話は赤坂に任せて、口調は仕事時のような話し方を心こころ掛がけよう。しかしぼろが出ない様に、精せい一いつ杯ぱい気を付けなければならない。ネタばらしをする前にばれるほど、恥ずかしい事はない。そんな事を考えていると、携けい帯たいが音を立てる。

　液えき晶しように表示される「出るな危険」の文字を見て、深く息を吸い込んだ。

　掌てのひらに「人」を書いて飲むという呪まじないは、何の効果もないと既すでに小学生の時に学習している。こんな時は落ち着いて深呼吸だ。脳に新しん鮮せんな酸素を取り込んで、少しでも回転を良くする。

「はい、千葉です」

『赤坂です。これから迎むかえに行きます。たぶん、一分ぐらいで』

「分かりました。外で待ってます」

　電話を切ってから、もう一度深く呼吸する。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　自分に言い聞かせるように呟く。子供の頃ころは赤坂に怯おびえていたが、今は俺も大人になった。もう子供じゃないと小学生時代の幻げん影えいを振り払はらって部屋を出る。

　しかしアパートの前に停とまった銀色の車を見て根本的な事に気付く。

　俺が子供ではないように、赤坂もかつての小学生ではないのだ。

　車に寄りかかって視線を伏せる様は、無む駄だに絵になっている。

　───やっぱり、帰りたい。

　顔と車を見て一秒で踵きびすを返したくなる。車で来るなんて聞いていない。いきなり密室に二人きりだなんて知っていたら、ハゲ親父を危き篤とくにして今日の予定を断っていた。

「千葉さん」

　無意識に後あと退ずさりしていたところに声を掛けられて、反射的に「はいっ」と飛び上がる。

　赤坂は挙動不ふ審しんな俺の態度に小さく笑うと「どうぞ」と助手席のドアを開けた。地じ獄ごくの入り口にしては、心ここ地ちよさそうなシートが目に入る。仮け病びようではなく、本当に胃が痛くなった。

「……どうも」

　想定外の事態に動どう揺ようしながらも近づく。俺が今までに会った事がある人類の中で、外見だけで言えば相当上位に君臨しているであろう男を前に、早くも頭の中で警報灯が光る。

「お邪じや魔ま、します」

　それでも今更後には引けずに車に乗り込んだ。

　シートは見た目通りに、張りがあるが柔やわらかい。それだけでこの車が上等な物だと知れた。

「少し離はなれてますが、凄すごく美味うまい店なんで期待してください。今日はお仕事だったんですか？」

「ああ、はい、まぁ」

「千葉さんはどんな会社にお勤めなんですか？」

「冷れい凍とう食しよく品ひんの開発をしてます」

「じゃあ料理は得意なんですね」

　屈くつ託たくなくそう言われて「いや、そういう、わけでも」と言葉を濁にごす。

　一いつ般ぱん的に見れば得意な方だが、どこかの店で修しゆ業ぎようした経験はないのでプロレベルだと思われても困る。大学の頃は飲食店でバイトした事があるが、あまりに俺がとろいので二週間でクビを切られた。その頃から漠ばく然ぜんと将来は不特定多数の人間と会話する必要がない仕事に就つきたいと思うようになった。現在はその夢が叶かなっている。

「千葉さんが開発された商品は、店頭に並んでいたりするんですか？」

「去年まで同じ冷食でもスイーツ部門だったので、たぶん赤坂さんは知らないと思います」

　あまり詳くわしいことを喋って会社を絞しぼり込まれるのが嫌いやで、そう口にする。

　現在の部門に配属されてからは、まだ俺の作った製品は世に出ていない。

「冷凍食品でスイーツって、もしかして新セン食品ですか？」

　教えるつもりの無かった会社名を指し摘てきされて固まる。

　騙して暴ばく露ろして嘲あざ笑わらって引っ越こし、と考えていたのに早くも勤め先を見破られた。

　開発している冷食を口にして社名を特定されるのが嫌で「スイーツ部門」と言ったつもりだったが、考えてみればスイーツに手を出している冷食の会社は少ない。恐おそらく赤坂はその中で一番メジャーな会社の名前を何気なく言ったのだろうが、それが見事に的中する。

　そして沈ちん黙もくを肯こう定ていと取られたまま会話という名の誘ゆう導どう尋じん問もんは進んだ。

「あ、赤坂は、その、いや、えっと、赤坂さんは、その」

　出身大学まで暴露させられ、どうにか流れを変えて会話の主導権を握るために俺から話しかける。こちらの会社はばれたが、赤坂の勤務先も分かれば、持っている情報量は対等だ。幸い赤坂は俺の正体には気付いていない。警けい戒かいしていないだろうから簡単に訊き出せるだろう。

「赤坂でいいですよ。たぶん、年ねん齢れいも近いですよね？　俺、二十五なんですけど千葉さんは？」

「に、二十五です」

　同い年なんて知っている。むしろ、これで年が違ちがったら驚おどろきだ。

「じゃあ、敬語はなしにしましょうか」

「お、あ、はい、じゃあ、赤坂、は仕事は、なにしてるんです？」

　千葉に話すようにすればいいんだ、と思えば思うほど変な敬語になって死にたくなる。

　赤坂と再会してから空想の中で五回ぐらい死んでいる気がした。

「銀行で法人向けの営業をしてる。担当じゃないけど、確か新センさんとの取引もあったんじゃないかな」

　うちのメインバンクは外資系の大手銀行だ。そこの人間なら、俺の三倍の家賃を払えるだけの給料を貰もらっているのも不思議ではない。

「じゃあ、さぞ優ゆう秀しゆうな大学を出てるんでしょうね」

　同じ年で収入に歴然とした格差を感じ、つい当て擦こするような言い方になる。

「いや、大した大学じゃないよ。日本じゃあまり名前は知られてないから」

　しかし赤坂は裏の意味には気付いていないのか、あっさりと否定した。

「海外の大学なんですか？」

「親の都合でイギリスに住んでいたから、スコットランドの大学を出てる」

　赤坂は中学一年の六月に父親の仕事の関係でアメリカに渡った。恐らくその後にまた引っ越したのだろう。転校した後は女子だけでなく男子もしばらく意い気き消しよう沈ちんしていたのを覚えている。

「き、帰国子女なんだ。その、もしかして海外の血も入ってますか？」

　知っている事を訊きく際に、不自然にならないように人一倍気を遣つかった。

「母親がスペインとブラジルのハーフで、父親が日本人。家の中では公用語が英語だったから、俺は英語と日本語しか話せないけど」

「中学の途と中ちゆうで転校なんて大変ですね。向こうの学校にも慣れるのも時間掛かかるだろうし」

「向こうは九月に一学期が始まるから、それほど問題はなかったかな。父は数学の研究者で、色々な大学に講師として勤めていたけど、日本以外の大学に招しよう聘へいされる可能性が高い事は聞いていたから、心の準備もできてたんだ。好きな子と別れるのは嫌だったけど」

　赤坂にそんな相手がいたなんて初耳だ。

　クラスには可愛かわいい女の子が何人かいたが、特定の相手と赤坂が仲良くしていた記き憶おくはない。

　いつも男子とばかり連つるんでいた印象がある。いや、赤坂はゲイだから好きな相手も男かもしれない。今にして思えば赤坂は女子にあまり興味がないようだった。

　ゲイだからなのだろうが、当時は「硬こう派は」と好意的に解かい釈しやくされていた。

「そういえば犬はあれから無事に退院できたよ。雛子の手紙を預かっているから、後で渡わたす」

　好きな子の正体を追究する前に話題が移ってしまう。

　気になるが、先日会ったばかりという設定の俺が、あまり追究しては変に思われるだろう。

「無事で、良かった……」

　赤坂は嫌きらいだが、犬や姪めいに恨うらみはない。

「だけど、タマネギが苦手とは知らなかった。うち母親が喘ぜん息そく持ちでペットを飼った事が無かったから妹も知らなくて、すき焼きの残りを犬に与あたえたらしいんだよ。でも、どうして駄だ目めなんだろうね」

　赤坂の不思議そうな口くち振ぶりに「タマネギに含ふくまれるアリルプロピルジスルファイドが赤血球を壊こわすんです」と教えた。赤坂が知らないのは仕方ないが、あの子の母親が把は握あくしていないというのは飼い主として問題があると思いながら、素人しろうとにも分かるように簡単に解説をする。

「だから犬にはタマネギは食物ではなく毒物なんです。タマネギの煮に汁じるだけで中毒を引き起こしますから。人の食物アレルギーと同じぐらい気にしてあげた方が良いんです」

　食物アレルギーは一応、大学での研究分野だった。論文も幾いくつか書いたし、スイーツ部門では卵や牛乳にアレルギーを持つ消費者向けの商品開発をしていたので、つい調子に乗って「そもそもアレルゲンとは」と専門家ぶって一通り喋しやべった後で、はっとする。

「すみません、詰つまらないですよね」

　以前、テレビで「オタクは得意分野の話を空気を読まずに延々と続ける」と、誰だれかが言っていた。溜たまりに溜まった知識を披ひ露ろうする場もなければ、普ふ段だんあまり人に評価して貰う事もないので、機会があるとつい飛びついてしまうのだろう。

　会話は総すべて赤坂に任せるつもりだったので、失敗したと反省して口を噤つぐむ。

「いや、俺もアレルギー持ちだから勉強になる。千葉は頭が良いんだな。仕事でもそういう研究をしてるのか？」

　過去に馬鹿にされた相手にいきなり褒ほめられて、思わず「あ、ああ」と、声が上うわ擦ずった。

　ひっくり返った自分の声を聞いて、脳内での自殺カウントがまた一回上乗せされる。しかも勢いで肯定してしまった。

「いや、食物アレルギーに関しては、配はい慮りよするようにしてるけど。研究はしてない。一応、知識は入っているけど。俺の仕事は、冷食の新製品を開発することだから」

「仕事は忙いそがしい？」

「納期が近くなったら、忙しくなるけど、今は、普ふ通つう……だと思う」

　自社ブランドを幾つも抱かかえる業界のトップグループは色々と忙しいらしいが、うちの会社は納期もそれほど厳しくない。一応シーズン毎ごとに新製品は出すが、乱発はしない。

　以前、誰もが知っている食品会社に就職した大学の同期と偶ぐう然ぜん遇あった時に「そっちの会社はいいよなぁ、のんびりしてて。うちは大手だから大変だよ」と、愚ぐ痴ちとも自じ慢まんともつかない事を言われた。

「さっき去年まではスイーツって言ってたけど、今は？」

「今は、普通にお総菜を扱あつかってる。コロッケとか、あとはご飯ものも」

「でも冷凍食品って、あんまりがっつり食べれるのないよな。丼どんぶり物があればいいのに」

　千葉の言葉に今テーマにしているのが「若じやく年ねん男性向けの冷食」だと既すんでのところで口にしそうになる。その辺りは機密事じ項こうだ。今までは友達がいなかったし、親や幼おさな馴な染じみは口外するタイプではないから、社外秘かどうかを気にせずに話していたが、赤坂にそれを告げるわけにはいかない。表面上は社交的でも腹の中では何を考えているか分からない男だ。

「他ほかの消費者からも、そういう意見はあるみたいだ、けど」

「冷凍だとストック出来ていいよな。自じ炊すい出来ないから、新センさんにはお世話になってる」

「それは、どうも……」

　こういうときになんて言ったら良いのか分からずに、無難な言葉を返す。

「仕事以外の時は何してるの？」

「家で色々な食材使って、料理作ったり、食べ歩いたりしてるけど」

「千葉の料理食べてみたいな。美味うまそう」

　笑いながら言った赤坂に、苦い記憶が蘇よみがえる。

　俺が料理に興味を持ったのは、お前に食わせたいと思ったのが理由だなんて、今いま更さら言うつもりはない。運動会の日、一いつ緒しよに昼食をとれた事が小学生時代の唯一幸せな記憶だということも。

　あの時、俺は天使のような笑え顔がおに騙だまされた。だけど、今度騙されるのはお前の方だ。

「着いたよ」

　俺が決意を新たにしていると、赤坂が路地の前で車を停とめる。いつの間にか連れて来られた場所は、閑かん静せいな住宅街の一角だった。こんな場所に本当に寿司すし屋やがあるのか、不思議に思う。

　もしかして、今回も騙されているんじゃないだろうかと、持ち前の警けい戒かい心しんが顔を出す。

「この路地を入った処ところにあるんだ。俺の名前で予約してるから、先に入ってて」

「え？」

「近くの駐ちゆう車しや場に、車停めて来るから」

　まごついていると、後ろからクラクションを鳴らされる。慌あわてて、俺だけ降りた。

　車はすぐに走り去っていく。仕方なく路地を進むと、店名の入った灯とう籠ろうが見つかった。

　そこから更さらに、細長い道が伸のびている。御み影かげ石いしのタイルが敷しかれ、白い玉たま砂じや利りが敷きつめられていた道は僅わずかに曲がっているので、寿司屋の扉とびらは見えない。

「俺を待たずに、先に入っていて良かったのに」

　雰ふん囲い気きに気き後おくれしていただけだが、都合の良い誤解を解くことはせずに愛あい想そ笑いを浮うかべた。

　大学時代に就職面接に挑いどむために散々練習して習得したそれは、今でもぎこちなさが残る。

「結構律りち儀ぎだな」

　赤坂はそう言うと、俺の前に立って中に進んだ。

　店のドアを開けると、和服美人が赤坂を見てにこりと微笑ほほえむ。

「お待ちしておりました、赤坂様」

　その言葉と共にカウンター席に案内される。

　お茶とお絞しぼりを出され、手を拭ふいていると、赤坂に「酒はどうする？」と訊かれた。

「酒は、いい」

　アルコールには強いが、酒を飲みたい気分じゃないし、元々そんなに飲む方じゃない。

　料理に使うので家には焼しよう酎ちゆうからコニャックまで揃そろっているが、外では滅めつ多たに飲まなかった。

　それに今日は万が一酔よってぼろを出すような事があってはならない。最後の最後にネタばらしするまで、千葉美人として振ふる舞まう必要がある。

「お待たせ致いたしました」

　俺の方に先に一人前の寿司が出される。

　作り板に載のせられた寿司はネタの鮮せん度どが良く、すっかり忘れていた食欲が刺し激げきされた。

「先にどうぞ」

　赤坂がそう言ったので、遠えん慮りよせずに箸はしを手にとって寿司を口に運ぶ。

　最初に選んだのはハマチだったが、美味い。

　箸は止めずに次のネタにも手を出して、半分近く食べてから赤坂の視線に気付く。早々にがっつきすぎただろうかと思いながら、「美味おいしいです」と取り繕つくろうように感想を伝える。

「良かった」

　そう微笑んだ赤坂に、思わず見み惚とれた。高くて美味い物をご馳ち走そうされ、極ごく上じようの笑顔を向けられる。俺が女性なら、たぶん落ちてるだろう。いや、性別が男であっても落とされかねない。事実、こいつの本ほん性しようを知っている俺ですら、鼓こ動どうが一いつ瞬しゆん跳はね上がった。

　赤坂の前にも、寿司が出されると店主は気安げな様子で、二三言葉を交かわしてから先さき程ほど入ってきた客の注文を取るために、離はなれていく。

「ああ、ネタ換かえて貰もらうの忘れてた」

　赤坂が寿司を見てぽつりと呟つぶやく。見れば作り板の上にはカニと海老えびの寿司も並んでいた。

「良かったら、その、俺のと換えるか？」

　一瞬赤坂の口にカニか海老をねじ込んでやろうかと思ったが、一応食に関かかわる人間としてそこまでは出来ない。それに俺の目の前でアナフィラキシーを起こされても困る。

「助かる。でも、換えなくていいよ。食べてくれるだけで」

　そう言う赤坂に、俺は箸が他の寿司に触ふれないように注意しながら、カニと海老を自分の作り板の上に載せた。寿司を食いながら、しばらくは当たり障さわりのない会話を続ける。

　赤坂は相変わらず会話が上手うまかった。相手から言葉を引き出すのも、話題の変え方も見習いたい程だ。見合いの席で長いこと沈ちん黙もくしてしまった俺とは正反対だ。

　気を引き締しめなければ、と本来の目的であるウニ、アワビ、トロを頼たのむため寿司を次々と口に運んでいると、赤坂が丁度俺が食べたいと思っていた物を追加でそれぞれ一貫かんずつ頼む。

「あ」

　早さつ速そく目の前に置かれた色つやの良いウニを見つめると、赤坂は「お腹なか空いてるみたいだから、遠慮しないで」と微笑む。　>>>♥

「あ、ありがとう、ございます」

「寿司好きだったんだな。もう一人前ぐらい頼む？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ」

　肩かたすかしされた気分で、脂あぶらたっぷりのトロを食べる。赤坂は俺の横で平然と高いネタばかりを追加注文していた。価格どころか壁かべには品書きもないのに、全く会計を気にする素そ振ぶりがない。寿司ぐらいでは懐ふところが痛まないのかと、自分の復ふく讐しゆうが早くも失敗に終わった事に気付く。

　こうなったら特上のネタばかりを何十貫も食べたい処ところだが、大学時代の節約生活のお陰かげで胃は小さくなり、体の大きさに見合う食欲に落ち着いた。既すでに腹は限界だ。食事の礼を言って箸を置く。

「すいません、俺、ちょっと、手洗いに」

　復讐が失敗して残念な気分で椅い子すを立ち、トイレがありそうな方向に向かう。用を足してから洗面台に据すえられた丸い鏡の前に立つと、鏡の中に映った小学生の自分が緩ゆるく首を振った。

　赤坂が財布を痛めていないのなら、正体を明かしたところで失笑されるだけだろう。

「浅はかだったな。もっと効果的な復讐を考えるべきだった」

　いっそ車に傷でも付けてやろうかと思ったが、ばれたら修理費用を請せい求きゆうされそうだ。

　万ばん策さく尽つきた気分で戻もどると、作り板は片付けられ、新しいお茶とお絞りが置かれていた。

「車回してくるから、ちょっと待ってて」

　戻ってきた俺を見て、赤坂はそう口にする。

「いや俺も、一緒に行くから」

　俺がそう言うと、赤坂は立ち上がりかけた椅子に座り直す。

　相手が嫌きらいな奴やつであっても、人を待たせているという状態が落ち着かず、急いでお茶を飲み干そうとして噎むせた。

「急いでるわけじゃないから、ゆっくりでいいよ」

　気管に入って咳せき込む俺に向かって、年下に対するように赤坂が笑いかける。

　気安さを滲にじませた笑顔は子供時代と似ていた。笑いかけられたのなんて、あの運動会の日の一度きりなのに、しつこく覚えている事に内心自じ嘲ちようする。この笑顔は高木美人に向けられたものではないと知っているから、俺は上手く笑い返す事ができなくなった。

「ご馳ち走そう様さまです」

　俺が湯飲みをカウンターに置くと、赤坂は近くに立っていた女将おかみに挨あい拶さつをしてから店をでる。

　赤坂がそのまま外に出たので、一瞬みんな支し払はらいを忘れているのかと内心で首を傾かしげたが、すぐに俺がトイレに立った隙すきに支払いを済ませていたのだと思い当たった。同い年なのに、赤坂は俺よりもずっとスマートだ。

「あの店、俺の行きつけだから、また行きたくなったら言って」

　店を出て駐車場まで歩く道すがら掛かけられた言葉に、「ああ、はい」と曖あい昧まいに返事をする。

　次からは自腹だろうが、給料日の直後だってあんな高そうな店で気軽に飲み食い出来そうにない。結局会計時には同席出来なかったし、値段を尋たずねている客は誰だれも居なかったので、金額は想像が付かない。むしろ知らない方が良いのかも知れない。

「奢おごって貰って……すみませんでした」

　もう復讐なんて考えずに正体がばれない事だけを願い、屈くつ辱じよく的な気分で再度礼を口にする。ミッションがインポッシブルとなった今となっては、不ふ審しんがられる事無く家に帰りたい。

「迷めい惑わくかけた御お礼れいだから気にしないで。それよりさっきから時々敬語に戻ってる」

　自分では気付かなかった事を指し摘てきされて、口くち籠ごもる。

　仕事で使い慣れているので、スムーズに他人と話をするには敬語の方が楽だった。

「この前から思ってたけど、緊きん張ちようしてる？　俺、怖こわい？」

「そういうわけじゃなくて、人見知りで」

「じゃあ俺のこと色々知って貰えれば、緊張しないで済むな。引っ越こしてきたばかりであの辺り友達いないから、俺と友達になって貰える？」

　赤坂の言葉に胸が痛む。それは俺が子供の頃ころに言いたくても言えなかった台詞せりふだ。

『俺と、友達になって』

　あの運動会の日の夜、次に赤坂に会ったらそう言おうと考えていた。だけど学校で顔を合わせた時に、赤坂は俺を無視した。前日の事なんて、何も無かったかのように。

　急に地じ震しんみたいに足あし下もとがぐらぐら揺ゆれ、期待で膨ふくらんだ気持ちは萎しぼんで、泣きたくなった。結局、自分一人で舞い上がっていただけなのだと情けない気分で悟さとった。惨みじめな気持ちはその日から俺の踵かかとに張り付いて、影かげのようにどこまでも付いてきた。きっと今も。

「今度は、千葉の知ってる店で食事してみたいな。美味うまい物には俺より詳くわしそうだし」

　屈くつ託たくなく赤坂が提案する。不意に、魔まが差すように心が陰った。

　失敗した事で薄うすらいでいた復讐心が、また頭を擡もたげ始める。友達面して付き合ってから、ばらした方がずっとダメージはでかそうだと、昏くらい気持ちで考えた。

　だから赤坂が俺のために車のドアを開けた時、「いいですよ」と口にする。

「友達、なりましょうか」

　赤坂は俺の言葉の裏にある想おもいに気付きもせずに「嬉うれしいな」と笑った。

　友達になった事で気を許したのか、車の中で赤坂は妹が日本人男性と駆かけ落ちして日本に戻ったせいで未いまだに父親とは不仲なのだと、家庭の事情を漏もらす。先日、赤坂が姪めいと愛犬を預かっていたのは、日本を訪おとずれた両親と妹夫ふう婦ふがじっくり話し合う為ためだったらしい。

　俺は早速友達面して、頷うなずきながら話を聞く。

「母はもう許してるけど、父が頑がん固こなんだ。相手が自分と近い年だから余計なんだろうけど。でも、孫は可愛かわいいから雛子の前だと絶対に怒おこった顔は見せないけどね」

　子供の頃、赤坂の家は子供達だけでなく親達にすら憧あこがれられていた。

　高級住宅街で一いつ軒けん家やを借りていて、父親は高名な数学者で母親は美人。彼女似の妹は話題になるほど可愛くて、赤坂も子供ながらに整った顔立ちをしていた。着ている物もセンスが良くて、日本では扱あつかっていない珍めずらしい物をたくさん持っていた。理想的な一家だった。だからこそ、運動会の日に夫婦間で揉もめていると聞いて驚おどろいた。でも結局離り婚こんには至らなかったようだ。

「確かに、あんなに可愛い子の前じゃ怒れないよな。俺も最初に声をかけるとき、不審者だって思われるんじゃないかと躊躇ためらった」

「何度か誘ゆう拐かいされかけた事があるからうちの妹は神経質になってるけど、雛子はそういう危機感が薄くて、あの日も俺が帰るのを待たずに一人で散歩に出てたんだよ」

「誘拐……？」

　普ふ段だんあまり聞き慣れない言葉に、引っかかりを覚えて訊き返す。

「妹の旦だん那なが会社を経営してるから、身みの代しろ金きん目的か悪戯いたずら目的かは分からないけど」

「可愛いと大変なんだ」

　俺の台詞に赤坂は笑って「実は俺も妹も、誘拐されそうになった事がある」と笑う。

「小学生の時、ライトバンに無む理り矢や理り乗せられたんだ。交差点で停とまった時に隙を見て逃にげて、近くにあった教会に逃げた。俺は違ちがうけど、母親がキリスト教徒だったから、何度か教会には連れて行かれた事があって、だから無意識にそこは安全だと思っていたんだと思う」

　今の赤坂だったら有り得ないが、当時なら分かる。何せそこらにいた女子よりもずっと華はなやかな顔立ちをしていた。高学年になるに従って男性的になっていったけれど、それでも整った顔のバランスは少しも崩くずれる事はなかった。

「でも、俺が教会だと思っていたのはホテルの敷しき地ちに建てられた結けつ婚こん式用のチャペルで、その日は予定が無かったのか、入り口の扉とびらの鍵かぎは閉まってた。誘拐しようとした連中が追い掛けてくるんじゃないかって怖くて、そのときは必死に屋根の上の十じゆう字じ架かに祈いのった。因みにこれ、逃げるときに出来た傷なんだ」

　赤坂はそう言って生え際を指す。そんな話は初耳だった。学校の近くで女子が何度か不審者に声を掛けられた話は、朝礼の際に聞いた事があったが、赤坂がそんな目に遭あっていたなんて知らない。

「大丈夫だったのか？」

　そう尋ねてから、大丈夫だったから屈託無く話せるのだろうと気付く。

「ずいぶん経たってから、ホテルの従業員に見つけられて、母親に迎むかえに来て貰もらった。そのとき以来、本物の神父がいる教会より、その作り物の教会の方が俺にとっては安心できる場所になった。父親の都合で海外に行くことが決まった日も、そこで一つ願い事をした」

「願い事って？」

　赤坂は「それは、まだ内ない緒しよ」と意味深に笑う。

「そのうち教えて貰えるのか？」

「まだ友達になったばかりだから。もっと仲良くなったら教えるよ」

　赤坂はそう言って、車の速度をゆっくりと落とした。

　アパートの入り口に車を横付けして、俺が助手席から立ち上がると、赤坂も運転席を降りた。

　男友達をわざわざ見送るのかと思ったら、赤坂は後部座席から高級感を醸かもし出す紙かみ袋ぶくろを取り出して、俺に差し出したので、反射的に受け取ってしまう。

「妹からの御礼。雛子からの手紙も入ってるから」

「でも、食事を奢って貰った上にこれは……」

　太い紐ひもの付いた茶色の紙袋には、銀の箔はく押しがされてた。そういうものには疎うといので、聞いたことがないどころか横文字のブランド名を何と発音すれば良いのかも分からない。

「手紙だけで充じゆう分ぶん、だけど」

　心の底からそう口にした。赤坂の財さい布ふは空にしてやれと思ったし、先さき程ほど思いついた新たな仕返し方法を実じつ践せんするつもりだが、その妹からも何かせしめるつもりはない。

「大したことない物だから。それに貰ってくれないと、俺が怒られる」

　赤坂の言葉に、いっそお前は怒られればいいと思ったが、「姪も一いつ緒しよに選んだみたいなんだ」と付け加えられたら、選択肢がなくなる。

「じゃあ、その、ありがとう」

　恐きよう縮しゆくしながらも受け取る。紙袋が意外と軽くて安心した。

「また連れん絡らくする」

　赤坂はそう約束すると、再び運転席に乗り込んだ。向かいのマンションの地下に飲み込まれるテールランプを見送ってから、部屋に戻もどる。ドアに鍵を掛けた途と端たん、全身の力が抜ぬけた。

　どうやら騙だまし通せたらしい。

「なんだよ、意外と、楽勝だな」

　高木美人だとばれなかった事に、ほっとしながらネクタイを抜き取って、ジャケットを脱ぬぐ。

　それらを衣え紋もん掛かけに吊つるしてから紙袋を開ける。中の箱に入っていたのは、キーケースだった。

　安物とは違う質感のそれを見て、複雑な気分になる。赤坂を陥おとしいれようとしている手前、嬉しいというよりも気が重い。

　出来ることなら受け取りたくなかったそれを、再び箱に戻す。

「なんか高そうだよな……本物の皮みたいだし」

　紙袋に手を伸のばすと、封ふう筒とうは二通あった。一通は赤坂の妹からのもので、もう一通は雛子ちゃんからだった。そちらの方を開けてみると、写真が出てくる。

　元気になった犬と雛子ちゃん、そしてその両親が写っていた。

　無む邪じや気きな少女の微笑ほほえみは眩まぶしすぎて、とてもこんな汚よごれた気分で手紙を読む気になれない。ニンニクを眺ながめる吸きゆう血けつ鬼きの気分で、手紙をプレゼントの入った箱と一緒に紙袋に戻した。

「いや、でも元はと言えば全部赤坂が悪いんだ」

　言い聞かせるように口にして、未だに慣れないコンタクトを外すために、風呂ふろ場ばに向かう。慎重な手つきで眼球から薄い膜まくを外し、乾かわいた目を水で洗う。

　顔を上げると、あの日からずっと成長していない小学生の自分がこっちを見ている。

「赤坂に復ふく讐しゆうしたら全部水に流すんだ。大した事をするわけじゃない。少し傷つけてやるだけだ。ちょっとぐらいなら、俺だってやり返したっていいよな」

　意地悪な顔で、小学生が笑う。

　しばらくすると小学生の自分は消えて、所在なげに立つ二十五歳の男だけが残された。

　これと言って取り柄えの無さそうな、どこにでもいる普ふ通つうの男だ。乱視だから、裸ら眼がんだとピントを合わせる為に眉まゆ根ねが寄る。そうすると相手を睨にらみ付けてるように見えるので、まだ眼鏡に頼たよっていなかった低学年の頃ころはよく教師に注意された。口くち下手べたで言い訳もろくにできなかった。

　───友達になって。

　あの頃も今も勇気がなくて言えない言葉を、赤坂は簡単に声に出す。

　もしもその台詞せりふを子供時代に聞いていたら、俺の人生はもっと違っていたかもしれないと、責任を転嫁するような事を考えた。だけど、今からでも俺は自分の人生を変えたい。

　誰だれかを許す事で前に進める人間もいるだろうが、誰かにやり返す事で前に進める人間もいる。俺はきっと後者だ。赤坂を傷つける事で、俺は自分の傷を癒いやしたい。
















　秘密の話が好物の人間って言うのは、存外多い。

　他人の秘密を多く手中に収める事で優ゆう越えつ感に浸ひたったり、その秘密を暴ばく露ろする事に快感を得たり。兎とに角そんなわけで、「内緒」になっていた筈はずの話は気付けば会社中に広まっていた。

　───マーケ部の主任には今後絶対に、秘密を漏もらさないようにしよう……。

　電車で主任と顔を合わせてから数日で、〝開発の高木に彼女が出来て垢あか抜ぬけた〟という噂うわさが流る布ふしていた。

　おかげで接点の無い部署の人間からも「うそ、あれが地じ縛ばく霊れいの高木さん？」と、社内で囁ささやかれるようになった。空気のような存在感しか持たないと思っていた自分が意外と社内で知られていた事や、陰かげで地縛霊と渾あだ名なされていた事が判明して、本物の地縛霊になりたくなる。

　しかし噂自体は毒にも薬にもならないし、今まで直接誰かに訊かれた事は無かったので、無視する事にした。せいぜいうちの部長に、他社から出ている赤飯の冷食を貰ったぐらいだ。

　そんな折りに赤坂から二度目の食事の誘さそいが来たと打ち明けると、千葉は歓かん声せいを上げた。

「二十代後半の男子が友達になってください、ってそれ、下心込みだって。一回目のデートでそんな台詞をよし兄が引き出せるなんて思わなかったよ。凄すごい見直した！」

　まるで受験に合格した時のような祝いぶりに、人を焚たきつけたくせに実際は成功率を低く見積もっていた事が分かり、じっとりと幼おさな馴な染じみを睨み付ける。

　夕食で使った皿を洗いながら「下心まではないと思うけどな」と反論すると、千葉は何か思いついた顔で、自分が持ってきたバッグを引き寄せた。

「丁度良い物があった！　これ！　これきっとよし兄に似合う！」

　そう言って取り出したのは、服一式だった。

「今日課題作が返へん却きやくされてさぁ。社会人男性の休日ってテーマで作ったんだけど、俺こういうの好みじゃないし、うちのメゾンの系統とも違ちがうからよし兄にあげるよ！　ジャケットのファブリックが柔やわらかめだから、休日って感じでいいでしょ」

　ばさばさとジャケットを振ふる。こいつの作る服はカラフルな物が多く、普ふ段だん遣づかいには躊ちゆう躇ちよするが、今回取り出したのは全すべて無む彩さい色しよくでわりと地味だった。

「あげるって言われても、サイズ合うのかよ」

「サイズは俺基準だから余よ裕ゆうで入るよ。合わなくても直せるから、ちょっと着てみて」

「今？」

「よし兄、自分で出来るわけ？」

　裁さい縫ほうなんて小学校時代の家庭科以来だし、当時学校のミシンを二台昇しよう天てんさせている。千葉もそれを知っているので、面めん倒どう臭くさいと思いながらも仕方なく洗せん剤ざいまみれの手を濯ゆすぐ。

　赤坂と会うにしても、前回と同じ服を着るわけにはいかない。かといって手持ちのスーツの数もたかが知れているし、私服が野や暮ぼったい事は自覚している。

　今月は既すでに服に金を使い過ぎているので、これ以上は財布を軽くしたくない。

　渋しぶ々しぶ服を受け取る。瘦やせた体を、細いが意外にしっかりと筋肉がついている幼馴染みにはあまり見せたくないので、バスルームで着き替がえた。

「うわ、裾すそ、かなり余る」

　千葉とは身長が違うのだから仕方ないが、長なが裃がみしものような有様に情けない気分で端を捲まくる。

　しかしどう考えても余り過ぎている。千葉が見み栄えを張って股また下したを長めに作ったんだろうか。

　バスルームを出ると、千葉は「似合うよ！　流石さすが俺の服！　誰にでも似合う！」と、いきなり自分を褒ほめ始めた。長い付き合いで慣れているので、こういうのは聞き流すのに限る事も良く分かっている。俺とジャンルは違うが、こいつもオタクだ。少しでも水を向けよう物なら、俺には理解できない専門用語込みの解説を機き関かん銃じゆうの様にまくしたててくる。

「これ、裾がすげー余ってる」

　自画自賛を無視して、余分な裾を見せる。こんなに俺と足の長さが違うのかと愕がく然ぜんとしていると、千葉は足あし下もとにしゃがみ込んで折り目を直す。

「元々ロールアップして裏地見せるタイプなのよ」

「じゃあこれが正しいのか？」

　千葉は「気になるなら切るけど、裏地の一部に赤を使ってるのがポイントなんだ。他ほかに色が出ないから、裏見せないと俺的には無理」と難色を示した。服に関しては玄くろう人となので、逆らう気は起きずに「分かった」と頷うなずく。普段の千葉の服はお洒落しやれを拗こじらせて過か剰じように個性的だが、今回の服はシンプルで普段遣いが出来るので、着方にまで文句を付ける気は起きなかった。

「とりあえず明後日あさつてのデートにはこれで行って貰もらって、今度は酔よったふりをしてちょっとしなだれかかったりして反応見ようか」

「え、お前何言ってんの？　無理だよ」

　いきなり難題を突つきつけられ、首を横に振る。そういえば、無理矢理こいつにスノボに連れて行かれたときも、いきなりリフトで山頂まで運ばれて「じゃあ後は降りるだけだから」とさくっと放置された。あの時は結局何度も転んで痛い思いをした挙げ句、歩いて下まで降りた。千葉は昔から自分が出来る事は、他人も出来ると思い込むタイプの人間だ。

「いくら向こうがゲイでもさぁ、よし兄の方に隙すきがなかったら付け入れないじゃない」

　相変わらず赤坂を落とせると思ってる有言実行の男に対し、「絶対無理」と告げる。

　すると、そのタイミングで俺の携けい帯たいが鳴り出した。素す早ばやく畳たたみの上に置いてあったそれを手に取った千葉は、ディスプレイを見て「キター！」と叫さけんで、拳こぶしを振り上げる。

　赤坂の着信を世界中で誰より待ち望んでいたのはこいつだろう。完全に楽しんでいる。

「よし兄、ちょっと隙を見せる感じで受け答えするんだよ」

　千葉がにやついた顔で携帯を渡わたす。手にしたそれの通話ボタンを押して耳に当てた。

「はい」

『遅おそい時間にごめん。実は明後日の件なんだけど、出来れば土曜日あたりに変へん更こうしたいんだけど、駄だ目めかな？』

「俺は、平気ですけど、仕事、ですか？」

『そう、急な仕事で。こっちから誘ったのにごめん。じゃあ土曜日の夜七時に』

「わ、わかった」

　短いやりとりで電話を切ろうとしたとき、不意に携帯が取り上げられた。

　奪うばい返す間もなく千葉は、電話の向こうに聞こえるように「俺といるときに他の男と話すンじゃねぇよ」と普段よりも低い声で言って、電話を切る。

「お、おま、何……して」

　あまりのことに言葉を無くした。携帯がもう一度鳴ったが千葉は電源ごと着信音を切る。

　慌あわてて取り返して電源を入れたが、先さき程ほどの発言をどう弁解すればいいのか分からない。着信に表示された「出るな危険」の文字を見ながら呆ぼう然ぜんとする。

「お前、何してんの！」

　折せつ角かく人が復讐に積極的になったのに、と目の前の幼馴染みを詰なじる。

「これも作戦のうちだよ。よし兄が自分と同類だと分かったら、手を出しやすいだろ。で、良い感じになったらネタばらしをドーン！　あ、ドッキリって書いた看板は俺が作るし」

　その看板を使う機会は永遠に来ないような気がするのは、俺だけなんだろうか。

「作戦って、どこがだよ。こんな風に電話切ったら、二度と掛かかって来ないだろ」

「よし兄、今までの人生で駆かけ引きとかしたことないの？」

「俺の人生は引き算とわり算しかない」

　かけ算と足し算で出来てる千葉や、二乗ばかりの赤坂とは真逆だ。

「……この間の美容師、よし兄に会ってから頻ひん繁ぱんに連れん絡らくしてくるようになったんだよね」

　いきなり始まった千葉の自じ慢まんに「良かったな」と口にする。一体何故なぜ突とつ然ぜんそんなことを言い出したのか分からず首を傾かしげる俺を見て、幼馴染みは呆あきれた顔をした。

「だから、そういう事なんだって。ライバルがいると、付加価値が上がるっていうか、男としての闘とう争そう心が刺し激げきされるっていうか。よし兄だってそういうのないの？」

「言いたいことは分かる。冷れい凍とう肉まんが会議で撥はねられた後で、他社が冷凍肉まんを発売して売れてる姿を見たら悔くやしくなるような事だろ。会議で撥ねられさえしなければ、うちの冷凍肉まんが各スーパーの冷凍ブースに並んでたのにって」

「…………よし兄がその喩たとえで理解できるなら、それでいいよ。他者が居ると、危機感も芽生えるし、自分の物にしようって意識も動くんだよ。こういうのはやりすぎると逆効果だけど」

「逆効果か。確かに他社の開発スタッフが本場で研修してるって聞いたら、肉まんで勝負する気なくなるもんな」

「……なんか、肉まんの話をしてるのか恋れん愛あいの話をしてるのか、分からなくなってきた」

　千葉は疲つかれた顔で、煙草たばことライターを片手にふらりとベランダに向かう。

　そこには俺が大学時代から育てているミニトマトの鉢はちと、サンダルが一ひと揃そろいだけある。俺はあまりベランダには出ないが、千葉が喫きつ煙えん所代わりにしていた。

　洗い物を再開するために、俺は服を着替えてエプロンを着けた。

　千葉があんな風に電話を切った理由は分かったが、赤坂が闘争心を搔かき立てられるというのは甚はなはだ疑問だ。出来たばかりの友人に恋こい人びとのような相手がいたとして、危機感が芽生えるとは思えない。なんだか総すべてから回っている気がするのは俺だけなんだろうかと、置き畳の上に放置された携帯を見る。

　今後の展開はどうすればいいのだろうと悩なやんでいると、一服終えた幼馴染みは俺の思考を読んだかのように「こっちからコンタクトとらないでね」と釘くぎを刺さした。

「こういうのは相手の反応待ちだから。電話を貰えたら、その時は大おお袈げ裟さに喜べばいいよ」

　赤坂からの連絡を確信している参さん謀ぼうが微笑ほほえむ。近くに来ると、僅わずかに煙草の臭においがした。

　服が臭くさくなるのを嫌って、千葉は臭いが籠こもる室内では吸わない。

　そんなに服が大事ならいっそ全ぜん裸らで吸うか、吸わなければいい。その辺りは矛む盾じゆんしている。

　だけど俺だって赤坂に復ふく讐しゆうしたいという気持ちと、二度と会いたくない気持ちを半分ずつ持っているのだから、人のことは言えない。

「そうやって赤坂を受け入れる素そ振ぶりを見せつつ、焦じらせ。まずい事態になったら、俺の名前だしてよ！　彼氏がいるから無理とか言って」

「まずい事態って？」

　俺の言葉に千葉は「襲おそわれたり」とあっけらかんと恐おそろしい事を口にする。

　一いつ瞬しゆん、赤坂に襲われる自分の姿を想像した。赤坂が俺の体に興味を覚えるとは考え難がたいが、実際押し倒たおされたら力では敵かなわない。俺の正体をばらせば赤坂は性的な意味では襲うのを止やめるだろうが、暴力的な意味で襲われそうだ。頭の中で血の海が広がる。

「いや、まぁ、性的に襲われる事はないだろ。いくらゲイでも、赤坂なら好きに相手を選べるだろうし」

「よし兄、またそんな事言ってんのかよ。リスみたいで結構可愛かわいい顔してるのに」

「善意なのは分かってるけど、齧げつ歯し類るいに似てるって言われても全然嬉うれしくない」

　地じ縛ばく霊れいや豚ぶたよりはましだが、全く褒められた気はしない。

「一応、用心はしておいたほうがいいよ。よし兄って、その辺りの危機感ゼロだもんな。そこらの女子より襲いやすそうだよ」

　呆れたように言われて、流石さすがにむっとしながら「誰だれが小学生だ」と返す。

　千葉は「小学生より恋愛事に疎うとい癖くせに」と言うと、バッグを持って立ち上がる。

「じゃ、進展楽しみにしてるよ」

　生意気な幼おさな馴な染じみはそんな捨て台詞を残して、ブーツを履はいて家を出ていく。俺はそれを見送ってから、エプロンを外して携帯を手にした。着信がないのは分かっていたが、つい確かく認にんしてしまう。本当に千葉の言っていた通りにかけ直してくるだろうかと、疑問を感じた時に傍そばに落ちている型紙に気付く。先程服を出すときに一いつ緒しよにバッグから出てしまったのかもしれない。

　千葉の携帯に掛けたが、通話中だった。

「面めん倒どうだけど、学校で使う奴やつかもしれないよな……」

　今ならまだ間に合うだろうかと、畳たたまれた型紙を持って外に出る。踵かかとを潰つぶした普ふ段だん遣づかい用のスニーカーに足を突っ込んで、小走りで駅に向かう。千葉の姿は先の方に確認できたが、ようやく追いついたのは駅に入ってからだった。

　いきなり肩かたを摑つかむと驚おどろいたが、俺の手にしていた型紙を見て事情を察したらしい。

「あ、わざわざ持ってきてくれたの？　ありがと」

　それが大事な物かどうかは、態度からは分からなかったが、千葉は受け取ったそれを無造作にバッグに突っ込むと、手を振ふって改札を通り抜ぬけていく。

　短い距きよ離りを急いだだけなのに息が切れて、しばらくその場で呼吸を落ち着けるように立ち止まってから踵きびすを返すと、出口付近に赤坂を見つけた。嫌な偶ぐう然ぜんに思わず足が止まる。

　さっきの今で会いたくないが、駅からの帰り道は一緒だ。仕方ないから時間を潰そうと構内のドーナツショップに足を向けたとき、後から来た男がぶつかる。

「って、こんなところにぼうっと突っ立ってんじゃねぇぞ！」

　親おや父じぐらいの年ねん齢れいの酔ったサラリーマンに罵ば声せいを浴びせられ、思わず顔が引きつった。

　怒ど鳴なられたことに対してじゃなく、周囲の注目を一瞬でも集めてしまった事にさあっと内心青ざめる。恐る恐る赤坂の方を振り返ると、目が合った。

　最悪だ、と俺を怒鳴りつけて去った男の頭に恨うらみを籠めた視線を送り、ハゲの呪のろいをかける。

　効果はうちの親父で実証済みだ。せいぜい後で馬ば鹿かみたいに高い育いく毛もう剤ざいを買うはめになればいいと思っていると、赤坂が近づいて来る。足が長いから、ゆっくり歩いていても速い。

　逃にげる間もなく距離を詰つめられ、気付かなかったふりも出来ずにぎこちない笑えみを浮うかべた。

「こ、こんばんは。この時間までお仕事だったんですか」

「うん。終電で帰ってこられて良かった」

　赤坂はそう言うとじっと俺を見る。無言のまま視線を向けられて、どうしたらいいのか分からなくなった。こんな時のアドバイスを千葉から貰もらったが、家の最も寄より駅で実じつ践せんする気にはならない。仮に人ひと気けがなくても、しなかっただろうが。

　黙だまっていると、不意に赤坂が俺の背中に手を回す。びっくりして思わず肩が跳はねると「またぶつかるよ」と口にする。列車が到とう着ちやくしたのか、再びホームの方から人が押し寄せて来る。

「あ、ああ、そうだよな」

　確かに改札前で立ち止まっているのは迷めい惑わくだ。しかし改札から離はなれても背中の手は離れない。

　いつになく近い距離にある赤坂の顔を見る事が出来ずに、つい俯うつむく。

　そうすると自分の子供染みたスニーカーと、ぴかぴかに磨みがかれた赤坂の革かわ靴ぐつが目に入った。

「さっきはまずいときに電話したみたいで、ごめんね」

「いや、別に、そういう、んじゃないけど」

「電話を切った男は、彼氏か何か？」

　心なしか、赤坂の声が責める響ひびきを持っている事に気付く。

　通話の最中に電話をいきなり切られたら、気分も悪くなるだろうが、切ったのは俺じゃない。

「彼氏って言うか……」

　千葉はまずい事態になったら名前を出せと言っていた。

　今はまずい事態なんだろうか、と内心首を傾げる。不測の事態であるのは間ま違ちがいない。こんな事なら就職活動の時のように、問答集を作っておくべきだったと後こう悔かいする。外見から看破されないとしても、中身は情けないままなので赤坂に正体が知れるのも時間の問題かもしれない。

「違うなら、また会ってくれる？」

「次に会う約束はもうしてたと思うけど……」

　俺がそう言うと、赤坂は花が綻ほころぶような笑顔を浮かべた。

　男だという事も、それが他ほかならぬ赤坂だということも分かっているのに変な気分になる。

　何故なぜか心臓の奥がむずむずした。知らぬ間に産み付けられた卵がふ化するようなざわめきを覚えて焦あせる。ゲイじゃない筈はずなのに、顔が熱くなった。

　なんだこれ、と思いながら赤くなった頰を誤ご魔ま化かすために再び俯く。

「良かった。折せつ角かく友達になれたのに、もう会えないのかと思った」

　───これは、友情から言ってるんだよ、な……？

　テレパシーが使えたら今すぐ千葉に実じつ況きよう解説して貰いたい気分で「何言ってるんだよ、大袈裟だな」と、目をうようよ泳がせながら口にすると背中に触ふれていた手が離れていく。

　その事にほっと胸を撫なで下ろす。

　それから駅を出て家に向かう間、会話はなかった。今までとは違う空気は居い心ごこ地ちが悪い。

　いつもは赤坂が話題を提供するので、こいつが黙ると必然的に沈ちん黙もくが広がる。

　唇くちびるを開かない赤坂を横にして、もしかしてこいつはゲイでもなんでもなくて、俺がゲイだと知って引いてるんじゃないだろうか、とそんな仮説が思い浮かぶ。

　先さき程ほどは「折角友達になれたのに」と言ったが、内心では何を考えているか分からない。沈黙が恐ろしくて、必死に話題を探す。

「そ、そういえば、キーケース、ありがとうございました」

「キーケース？」

「妹さんからの……」

「ああ、気にしないで。でも、妹には千葉がそう言ってたって伝えておく」

　そこで会話が終わる。俺が必死に新しいトピックを探しているうちに、家に着いてしまう。

「……じゃあ、おやすみ」

　ほっとしたが、結局普ふ段だんと態度が違う明確な理由が分からずに不安な気持ちのまま、傍かたわらに立つ赤坂にそう告げると「千葉」と呼び止められる。

　振り返ると、赤坂は「さっきの、彼氏じゃないなら何？」と訊きいてきた。

　濁にごしたはずの答えを求められて、言葉に詰まる。しかし今度はそのまま流せる空気じゃなくて、迷いながら「友達？」と答えた。電話を無む理り矢や理り切って許される男友達って、どんな関係なんだと自分でも疑問に思うが、あいつを「彼氏」だと言うのは抵てい抗こうがある。

「そうなんだ」

　赤坂の声は淡たん々たんとしていたが、納なつ得とくしている様子ではない。

　表情は普段と変わらないがどこか不ふ機き嫌げんそうで、内心びくついてしまう。

　無意識に赤坂の顔色を窺うかがうと「単なる友達？」と念を押すように訊かれた。

　実際には本当に単なる友達だが、千葉があんな事を言ってしまった手前、答えに窮きゆうする。

　黙り込んだ俺の頰ほおに、赤坂の手が滑すべる。爪つめの形まで整ったそれは、まるで精せい巧こうな作り物のようだった。だから逆に、体温があることに違い和わ感かんを覚える。

「な、何？」

　かさついた大きな手の感かん触しよくに肩が震ふるえた。反射的に後あと退ずさりしても掌てのひらは追いかけてくる。

　赤坂は何も言わずに、屈かがみ込む。何をされるのか薄うす々うす感づいてはいたけれど、体中を見えない柔やわらかな糸で搦からめ捕とられたようだった。見つめられて、動けなくなる。声も出ない。

　唇が、唇に触れる。初めてしたキスは、思っていたよりも呆あつ気けない。　>>>♥

　俺の反応を待つように一いつ拍ぱく置いてから、角度を変えてもう一度。

　今度はうっすらと舐なめられて、抵抗する事すら思いつかないまま、赤坂の行動に驚きよう倒とうする。

「ぁ」

　すぐに離れていくと思っていた唇はなかなか離れない。それどころか息苦しくなった頃ころに舌が入りこんでくる。二十五年間生きてきて初めての感触に驚いて歯を開くと、ぬるりと中に入ってくる。歯列を割って、俺のそれに触れた。咄とつ嗟さに体を離そうとしたときに、背中にアパートの壁かべが触れている事に気付く。逃げ場のないことを知り、怖こわくなって赤坂を突つき飛ばした。

　キスは終わり、かつての苛いじめっ子は悪びれた様子もなく俺の唇を指で拭ぬぐう。

　その仕草が生々しく思えて、顔に血が上った。同時に、停止していた思考も再起動がかかる。

「な、な、何、何で？」

　先程までキーケースの話をしていたのに、どういう流れでこうなるんだと唇を服の袖そでで拭う。

　幼おさな馴な染じみの忠告を受けて一時間も経たたないうちに、こんな事になるとは思わなかった。

「千葉って、付き合ってる相手いる？」

　そう聞かれて、「い、いないけど」と答える。擦こすりすぎたせいか、唇がじんと熱くなる。

　赤坂に触れられた事で、感覚が鋭えい敏びんになっている気がした。

　───っていうか、ここ、往来だよ。

　慌あわてて周囲を見回す。赤坂は路上で男とキスする事に慣れているかもしれないが、俺は違う。引っ越こしをするつもりだとはいえ、おかしな噂うわさが立つのは困る。

　人気がないのを確かく認にんして安あん堵どした途と端たんに、先程と同じように頰に手が触れた。大おお袈げ裟さに肩かたが揺ゆれる。赤坂はそんな俺を見て笑う事もなく「じゃあ、俺と付き合って」と口にした。

「え、は、なん、で？」

　その順接は意味が分からない。目を丸くしている俺を見て、赤坂は「なんでって、俺が千葉のこと好きで、千葉にも俺を好きになって欲ほしいから」と至し極ごく当然のように言い放つ。

　もしかしてこれが千葉の駆かけ引きの効果なんだろうか。超ちよう展開に付いていけない。

　世の中には初対面の相手と性せい交こう渉しよう出来る人間がいるのだから、出会ってすぐに告白する奴やつがいても不思議じゃないのかもしれないが、自分がその当事者になるとは予想だにしなかった。

「な、なんで赤坂が俺のこと好きになるわけ？　俺達、会うのはこれが三回目だろ」

　俺はまだ赤坂に好きになって貰えるような事は何一つしていない。もしかしてドッキリと書かれた札を出されるのは俺なんじゃないかと疑っていると、赤坂は再び顔を近づけてくる。

　反射的に体が強こわ張ばり、慌てて顔を引いて後頭部をコンクリートブロックに軽く打ち付けた。

「う……、ちょ、ま、待ってください」

　痛みに呻うめきながら思わず敬語に戻ると、赤坂は「オモチャみたいで面おも白しろい」と呟つぶやく。

　さっきの告白は、単にからかわれていただけなのだろうかと、目の前の男を睨にらみ付けた。

「お、オモチャって、誰だれのせいだよ。仮にオモチャだとしても、赤坂に弄もてあそばれる気はない！」

　子供時代の鬱うつ憤ぷんも籠こめて強めに言うと、赤坂は俺の怒いかりを意に介かいさずに微笑ほほえむ。

　自信たっぷりの、だからこそ魅み力りよく的に見える笑え顔がおに、頭の内側がびりびりと震える。

「遊びじゃなくて、本気で言ってる。初めて会ったときから可愛かわいいって思ってたんだ」

　頰に唇が押し付けられた。そのままそれは滑るように耳に辿たどり着く。

　現実感が欠落しているのに、何故か真しん摯しに聞こえる。こんな時、どうすればいいんだろう。

「美人、俺と付き合って」

　赤坂から本当の読み方で名前を呼ばれたのは初めてだった。

　余り好きではない自分の名前だが、低く濁りのない声で囁ささやかれると急に良い物のように思えてくる。本当はずっと、そんな風に呼んで欲しかった。もう一度訊きたくて顔を上げる。

　目が合うとゆっくりと唇が塞ふさがれて、その後で抱だき締しめられた。

「良かった。ちゃんと大事にするから」

　その言葉にはっとする。

　今ので、交際を了りよう承しようした事になってしまったんだろうかと内心焦ったが、考えてみればこれは千葉の作戦通りだ。正体をばらして突き放すなら、友達よりも恋こい人びとのほうが被ひ害がいは大きい。

　自分に言い訳をしながら、大だい嫌きらいな筈の男に抱き竦すくめられて、ばくばく鳴る心臓に耐たえる。

　頰がじわじわと熱を持つ。作戦は実行者である俺の気持ちを置き去りに順調に進んでいる。

　大変な事になってしまったと思いながらも、今度は突き飛ばす事もできずに拳こぶしを作った。

　───だけど一体、どうしてこんな事に。










　小学生の頃、女子の間で流行はやっていた呪まじないは実に馬ば鹿かげていた。

　好きな男の名前を消しゴムに書いて、誰にもばれずに使い切れば両思いだなんて、一体どういう根こん拠きよがあるのか不明だ。だけど彼女らは真しん剣けんに信じていて、床ゆかに落ちた消しゴムを親切で拾った俺を泣きながら怒ど鳴なりつけた。何でも呪いにはもう一つ制約があって、使い切るまで名前を書かれた男と本人以外が消しゴムに触れてはいけないらしい。そんなの知るか。

「もしかしてあの時の消しゴムの呪いが、時間をかけて俺に返ってきたのかな」

　絶対にそんな事はないと思いながらも、呟いてみる。あんなもの信じていないが、呪いでなければ説明が付かない。恋人いない歴が二十五年で更こう新しんを止めた事は喜ばしいが、ゲイでもないのにその恋人が男である事は嘆なげくしかない。しかも相手は逃にげ出したいほど嫌いな相手だ。

「いや、今いま更さら引き返せない。もうキスまでしてるんだ。ここで止やめたら、俺が嫌いやな思いをしただけで終わる！」

　自らを奮い立たせるように拳を握にぎってテレビの横を見ると、嫌な物が目に入る。

　お付き合いが決まった日に千葉に事情を打ち明けたら、翌日にはゲイ向けのセックス指南書が送付されてきた。差出人は無記名だったが、すぐに幼馴染みに電話をかけて苦情を言った。

『出来る限り焦じらして、いざ襲おそいかかって来たらネタばらしね。その時は呼んで』

　あいつのうきうきした声は、今も耳に残っている。

　本の中身は怖くて見られない。題字が明みん朝ちよう体たいで表紙が学術書のような堅かたい装そう丁ていなのだけが唯ゆい一いつの救いだ。尤もつとも、次のゴミの日が来たら厳重に梱こん包ぽうして他ほかのゴミと一いつ緒しよに捨てるつもりだ。

「いくらなんでも、いきなりそこまではないだろ……」

　赤坂はスマートだった。世間一いつ般ぱんの男男交際がどういう物かは知らないが、付き合ってすぐに体を求められるとは思えない。それに未いまだに赤坂が俺に対して恋れん愛あい感情を抱いだいているというのは、腑ふに落ちなかった。物もの珍めずらしいから付き合ってみる、という感覚なんじゃないだろうか。

　そんな事を考えているうちに、二度目の約束が近づいてくる。

　相変わらず逃げ出したい気持ちは変わらなかったが、逃げ出すのは次のステップに赤坂が進もうとした時だと決めていた。その際に本名を暴ばく露ろして、引っ越しだ。

　しかし頭の中でその時の様を何度かシミュレートしたが、上手うまく行かない。

　待ち合わせ当日、何度やっても俺が赤坂にタコ殴なぐりにされるバッドエンドしか想像できないでいると、スーツ姿の赤坂が約束の場所に現れた。俺を見付けると、柔らかく微笑む。

　それが今まで目にしたどんな表情よりも甘かったから、また頭の内側がびりびりする。

　なんだか変な病気にでも感かん染せんした気分だ。

「遅おくれてごめん」

「いや、別に。平気」

　遅れたと言っても、五分ほどだ。目くじらを立てたり、謝あやまるような時間じゃない。

「仕事だったんだろ？」

　赤坂は肯こう定ていしたが、それ以上言い訳をすることも愚ぐ痴ちることもない。

　そのまま近くのビルの中にあるレストランで食事をした。赤坂の態度はいつもと変わらず、恋人になったのに、特に変化はない。手どころか肩も触ふれないまま、食事が終わる。

　もしかして大人の付き合いっていうのは、こういう風にするのかも知れないと考えを改める。大人のデートでは一般的に、毎回キスやセックスをするわけではなく、こんな風に食事だけするデートを繰くり返すものなのだろうか。落ち着いた赤坂を見ていたら、千葉に送られた本を前に怯おびえていた事が恥はずかしくなる。

　自分の杞き憂ゆうを馬ば鹿か馬ば鹿かしく感じていると、ビルから出る途と中ちゆうで不意に赤坂が足を止める。

　それは壁に貼はられたポスターの前だった。ビル内に併へい設せつされている美術館の企き画かく展を知らせるそこには、画家でもある有名な詩人の名前が書かれていた。

「好きなのか？」

　じっとポスターを見ている男に問いかける。子供時代は絵画や詩に興味を持つような素そ振ぶりが無かったから意外だった。

「ちょっと懐なつかしくて」

　赤坂がそう言って笑う。会期は次の水曜までだった。あと数日もない。

　腕うで時ど計けいに目を落とすと、まだ終しゆう了りようまで一時間ほどあった。

「観みていくか？」

　そう問いかけたのは、赤坂が動く素振りを見せなかったからだ。

「いいの？」

　そう尋たずねられて頷うなずく。普ふ段だんは滅めつ多たに美術館に足を運ばないが、別に苦手というわけでもない。ただ絵や彫ちよう像ぞうの価値も由来も分からないのであまり楽しいとは思えないが、先さき程ほど赤坂から遅ち刻こくを理由に食事を奢おごられてしまったので、美術館ぐらいは付き合ってやってもいいと思えた。

　降りたばかりのエレベータに乗り、美術館のある階まで向かう。

　チケット代は、出そうとまごついている内に赤坂が支し払はらった。

　奢られる事を申し訳なく思ったが、すぐに当初の復ふく讐しゆうは赤坂の財さい布ふをカラにする事だったのを思い出し、申し訳ないという気持ちを頭の中から押しやる。

　館内に他に人はいなかった。時折ぽつりぽつりと、係員が中に立っているだけで他の客はいない。時間が遅おそいせいなのか、詩人自体の人気がさほどないせいなのかは分からなかった。

　会場自体はそれほど広くないので、俺は大して時間も掛かけずに回ってしまい、背もたれのないソファに腰こし掛かけてじっくりと一つ一つ絵や詩を眺ながめている赤坂を見つめる。

「アメリカにいたとき、初めて付き合った子が詩が好きで、俺が半分日本人だって知ったらこの詩人を教えてくれたんだ。勝手に自分でリズムを付けて、よく歌ってた。お陰かげで俺も、いくつか暗唱できる」

「それって……男性だよな？」

　詩が好きな男性なんて未だかつて出会った事が無くて、ついそう尋ねる。

「いや、女の子だよ」

　赤坂はあっさり答えると、他の作品を見るためにソファから離はなれていく。

　女性とも付き合えるのは意外だった。赤坂はパーティションの向こうに行ってしまったので、俺は退たい屈くつ紛まぎれに横に飾かざってある詩とそれを題材にした絵に視線を向ける。

　愛がテーマの詩はインチキ臭くさくて、目が上うわ滑すべりした。

　立ち上がって、赤坂を追い掛ける。出口までもうすぐという処ところで立ち止まっていた。

「これ、最初に俺が知った詩なんだよ。なんだか一行目が印象的で」

　そう言われて作者の手書きの文字に目を向ける。

〝君はおれの運命だったのか〟

　疑問か詠えい嘆たんか分からない書き出しだった。その詩のタイトルは女性の名前になっている。

「作者は田舎いなかを飛び出して、許いい嫁なずけを捨てて画家になったんだ。そのすぐ後で許嫁が病死して、以来成功した後も死ぬまで結けつ婚こんはしなかったんだって。これはその許嫁の名前らしいよ」

　タイトルにされた女性の名前にもう一度視線を走らせる。捨てられた後でこんな詩を贈られて嬉うれしいだろうかと考えてみたが、女性の気持ちは見当も付かないので早々に諦あきらめる。

「時々この詩が頭を掠かすめるんだ。運命の相手だったんだろうか、って考える事がある」

　そんなに好きだったのかと赤坂の元恋人の事を想像する。見た事も会った事もないし、それどころか国こく籍せきも年ねん齢れいも知らないが、きっと横に並んでも遜そん色しよくのない美人だったのだろう。

　俺は今までの人生で、運命かどうか思い悩なやむような気持ちを経験した事がない。

　だから赤坂みたいに振ふり返る過去もない。折に触れて思い出すのは赤坂の事だったが、それは決してポジティブな意味ではなかった。

「そんなに好きなら、今からでも追いかけて行けばいいのに。赤坂ならきっと大だい丈じよう夫ぶだ」

　励はげますというよりも、本心だった。俺は今まで、赤坂以上にスペックの高い男に会ったことがない。人間の本ほん性しようはそうそう変わらない。子供の頃ころの事を考えると性格には難があるが、それでも再会してからは紳しん士し的な態度を取っているので、女性受けは良いはずだ。

　赤坂は俺の顔をじっと見てから笑い出す。

「もしかして、浮うわ気きしろって嗾けしかけてる？」

「え？　あ……、そうか」

　素すで、自分が赤坂と付き合っているという事を忘れていた。苦く笑しようする男を前に「でも、先に元恋こい人びとの話を始めたのは赤坂だし」と言い訳にもならない事を口にする。

「じゃあ、妬やいてくれてるの？」

　予想外の事を言われて、思わずぎょっとした。

　別にそんなつもりはない。だけどそういう風に聞こえたのだろうかと戸と惑まどう。動どう揺ようしている俺を見て、赤坂は「妬いてくれてたら嬉しい」と付け加える。

　展示物にはスポットライトが当てられていたが、館内は薄うす暗ぐらい。そんな中で見つめ合っていると、頭の中がまたびりびりと痺しびれ始める。思わず、距きよ離りを置くように後あと退ずさった。

　その時に蹌踉よろけてしまうと、腰こしに手が回される。不意に密着した体に、心臓が跳はね上がった。

「大丈夫？」

　笑いを含ふくんだ声に訊きかれて、「へ、平気」と慌あわてて離れた。

　赤坂は平然とした顔で、残りの展示物を見てからまだぎこちない態度の俺を促うながして外に出た。

　出口の処に立っていた係員に頭を下げられて、どきりとする。今まで存在すら気付かなかったが、先程の会話を耳にしていたんじゃないだろうかと思い、顔が赤くなった。

「付き合ってくれてありがとう」

　しかし当の赤坂は係員の存在を気にする素振りはない。

「あのさ、ゲイって海外じゃ普ふ通つうなの？」

　路上でキスをしていた姿を見ているし、実際俺も先日アパートの前で同じ事をされたので、疑問に感じて、エレベータの中で問いかける。赤坂は俺の質問に「どうかな。別に珍めずらしくはないけど」と答えた。

「あ、あんまり人のいるところでああいう話するの、止やめてほしいん……だけど。腕うで、回したりするのも、ちょっと……」

　それに俺はゲイじゃないし、と声にならない気持ちを飲み込む。

　外で止めてほしいと言えば、これ以上赤坂と接せつ触しよくしないで済むと思った。

「ごめんね、気を付ける」

　あっさりと謝あやまられて、ほっとする。少なくとも部屋に招いたり、招かれたりしなければ赤坂の傍そばで体の内側に電流が走るような気分を味わうことは、二度とないだろうと安心した。

　ビルを出て、地下鉄に乗り込む。家の近くの駅で地上に出ると、雨が降っていた。

　家まではすぐだ。小こ雨さめ程度だったから濡ぬれても構わないと思ったが、赤坂は「待ってて」と言い置いて、目の前のコンビニに向かう。戻もどってきた男の手には、傘かさが一本握にぎられている。

「近いから、一いつ緒しよでいいかな？」

　ビニール傘とは違ちがう、男性向けの蝙こう蝠もり傘がさだった。

　断る間もなく、傘を広げた赤坂に肩かたを引き寄せられる。先程、外では触ふれるなと遠回しに言った筈はずなのに、と不満を顔に乗せた俺に向かって赤坂が「雨が降ってるから、変には思われないよ」と口にする。

　実際、突とつ然ぜんの雨に困って同じ傘に入っている男達が視界の隅すみにいた。尤もつとも、彼らはすぐにタクシーを呼び止めて、相合い傘を解消していたが。

　人目云うん々ぬんよりも、俺はお前と体が触れ合うのが苦手なんだ、と内心叫さけびながらも歩き出す赤坂に仕方なく相合い傘を受け入れる。付き合っているのだから、強固に断るのも変に思われるかもしれないと、傘の下で出来る限り赤坂と体が触れないように小さくなった。

　歩いている内に雨は強まり、地上付近では水みず煙けむりが立つ。アパートまであと数メートル。

　不意に赤坂が俺の手を摑つかむ。びくりと肩が跳ねた。周囲には、誰だれもいない。

　元よりいたとしても傘と雨のせいで、何も見えないだろう。恐る恐る顔を上げると目が合うから、キスをされるかもしれないと体が強こわ張ばった。摑まれた手を持ち上げられる。

「傘、持って」

　そう言われて指先に触れたプラスチックの持ち手に、ぎこちなく指を絡からめた。

「今日は楽しかった。また、連れん絡らくする」

　赤坂が傘から出ていく。俺は一いつ瞬しゆんぼんやりした後で、自分の心配が杞き憂ゆうに終わって思わずかあっと顔が赤くなった。外でするなと言ったのは自分だし勿もち論ろんキスなんてないほうがいいが、されるものだと疑っていなかったから急に恥はずかしくなる。

　居たたまれなくなって、足早に部屋に向かった。傘を畳たたんでドアの内側に滑すべり込む。

　部屋に上がってから服を脱ぬごうとして、ジャケットが濡れていない事に気付く。いくら大きめの傘とはいえ、男二人が入って濡れないわけがない。赤坂は俺の代わりに肩を濡らしたんじゃないかとか、この傘は俺が貰もらって良かったのかとか、今いま更さらそんな事に思い至る。

「なんか、調子狂くるう」

　赤坂に復讐してやりたいという気持ちは今だってあるが、段々その決意が鮮せん明めいさを失って行く気がした。一緒にいると気き遣づかわれて優やさしくされて、そんな風に接されると子供時代の事なんて許してやるべきなんじゃないかと、仏心が顔を出しそうになる。

「早めに決着を付けた方が良いかも知れないな」

　気持ちが完全に鈍にぶる前に、さっさとネタばらしをして引っ越こしだ。

　頭では分かっているのに、通勤途と中ちゆうに貰ってきた無料の住宅情報誌は開かないまま、カウンターに置いてある。殊こと更さらこのアパートの間取りや立地を気に入ってるわけじゃないのに、引っ越しを考えるのは酷ひどく億おつ劫くうだった。

「引っ越しするなら、仕事に余よ裕ゆうがある今しかないよな……」

　分かっているのに、結局今日も情報誌を開く事なくベッドに入る。

　いつもの癖くせで布ふ団とんの中で丸くなっていると、不意に携けい帯たいが音を立てた。メールの着信音だ。

　千葉は基本的に電話を寄よ越こすから、スパムでない限り赤坂だろう。少し迷ってから、温まりかけた布団から出て階段を降りて通勤用のバッグを探さぐる。予想した通り赤坂からメールだった。

　今日の感想と御お礼れいと「おやすみ」の文字を見て、収まったはずなのにまた赤面する。

　───まるで本当に付き合ってるみたいだ。いや、付き合ってるのか。

　どう返せばいいのか分からなかったから、俺も同じ言葉を打って送信する。その後に少し素っ気なさ過ぎるだろうかとあれこれ悩んで、赤坂相手にそんな風に悩んでいる自分に呆あきれた。

「俺のアドレスじゃなくて、千葉のアドレス教えて置けば良かったかも……」

　そうすれば幼おさな馴な染じみが完かん璧ぺきなメールを送っておいてくれただろう。

　こういう事から経験値のなさが露ろ呈ていするんだろうな、と携帯を仕し舞まった。運命の相手どころか、誰かと付き合うのはこれが初めてだ。

　不意にその事が無性に悔くやしくなって、荒あら々あらしく階段を上って再び布団に入りこむ。

　普ふ段だんはすぐに眠ねむってしまうのに、その日はしばらく目が冴さえたままだった。眠れない頭で赤坂の運命の相手の事を考えた。考えるだけで何故だか頭の内側がじわりと痛んだ。










　寝ね不ぶ足そくにスライドは効く。

　ブラインドを閉めた室内で、営業部からの売上げ報告を聞きながら、欠伸あくびを嚙かみ殺す。

　このところ連日寝不足だった。不ふ眠みん症しようとまではいかないが寝付きが悪く、そのせいで朝起きるのに苦労する。子供時代から遅ち刻こくを一度もしたことがないのが自じ慢まんなのに、今日は危あやうく遅刻しかけてタクシーを使った。奥歯を嚙んで眠ねむ気けを堪こらえると、視界の隅で動く物に気付く。

　視線を向けると、後こう輩はいがペンを回していた。親指の上でくるくる回るそれを見ていたら、視線に気付いた後輩が動揺してペンを床ゆかに落とす。

　丁度スライドが終わり、ブラインドを開けると共にスクリーンの上からグラフが消える。

　軽く纏まとめの言葉を部長が口にした後で、会議が終わる。

　周囲の人間が立ち上がったので、俺も椅い子すから降りた。ペンは俺の方に落ちてしまったので屈かがみ込んで拾い上げると、後輩は少し恥ずかしそうに「すみません」と口にした。

　渡わたした時に僅わずかに指先が触れて、小学生の時に拾った消しゴムの事を思い出す。

　あの後消しゴムを落とした女子からも、その友人達からも「謝れ」と責められた。当時は今よりずっと気が弱かったが、悪くもないのに謝る気になれなかった。かといって反論も出来ずに、唇くちびるを嚙む。それが子供の頃ころの困ったときの癖だった。

　たぶん落とした女子は、消しゴムに書いた名前を俺に見られて恥ずかしかったせいもあるのだろうし、呪まじないが駄だ目めになった事に対する悔しさもあったんだろう。

『今の、何か高木が悪かったのか？』

　教室の片かた隅すみであった揉もめ事に、赤坂が割って入ってくると、途と端たんに女子は口を噤つぐんだ。

　何せ彼女たちは殆ど全員、赤坂の事が好きだったんだから、事情を説明できる筈もない。

『謝れじゃなくて、高木にありがとうって言うべきなんじゃないの？』

　そうだ。あの時は名字で呼ばれていた。だから、運動会前の話だろう。

　忘れていた記き憶おくをなぞっていると、「高木さん？」と後輩に声を掛かけられた。

「ごめん、ちょっとぼんやりしていた」

　慌あわてて弁解したときに、ちくりと刺さすような視線に気付く。振ふり返ると企き画かく部の同期が俺を見ていた。視線が合うと、面おも白しろく無さそうに背を向けられる。

　あの時諭さとされて「ありがとう」とまだ涙なみだぐみながら言った女子に対して、赤坂は宥なだめるように頭を撫なでてやった。その様子を見て他ほかの女子の眼まな差ざしがきつくなったのを覚えている。

　同期の目はその時の彼女たちの視線に似ていた。

　今までも何度か露ろ骨こつに避さけられた経験はあったが、もしかして嫉しつ妬としているんだろうか。

　後輩は確かに美人だし、同じ部署なので俺の方が一緒にいる時間が長い。

　なんだ、そういう理由で嫌きらわれていたのかと長年抱かかえてきた胸のしこりが溶とけた気分だった。

　長年気に病やんでいたのが馬ば鹿かみたいに思えた。自分が開発した商品の売り上げが低くて沈しずんでいた気分が晴れる。

　自分に非がない事が分かって嬉うれしくて、つい次の赤坂との食事の際にその事を口にした。

　赤坂はフォークとナイフで器用に、僅かしか開いていないムール貝をこじ開けながら「他人に嫉妬されるなんて今更じゃないの？」と言った。

　貝柱ごと綺き麗れいに取られた貝の身が、形の良い唇の向こうに消えるのを見ながら「俺は赤坂とは違うから、こんなのは初めてだよ」と答える。

　赤坂は食事の仕方が綺麗だった。恐おそらく不得手な物なんてないんだろうと、長い指を見る。

　店は俺の行きつけのイタリア料理店だ。仕事帰りだったので俺はスーツ姿で、赤坂は珍めずらしくラフな私服姿だった。飾かざり気のない水色のシャツと黒いパンツに薄うす手でのジャケット姿だが、服のシンプルさが余計に中身を目立たせていて、人目を惹ひいていた。先さき程ほどから食事を運んで来る女性は、まるで王様にでもするように丁てい寧ねいに赤坂に接している。顔が良いと色々得だ。

「気付いてないだけで、今までも色々あったんじゃないかな」

「嫉妬されたのなんて今回が初めてだ。俺なんか、全然駄目だよ」

「なんか、って言うの止やめなよ。自分で自分を貶けなしても、何も得る物なんてないんじゃない？」

　赤坂は不意に真しん剣けんな声こわ音ねで言った。それが珍しくて、つい食事の手が止まる。

　俺が難しい顔で黙だまり込んでいると、赤坂は「偉えらそうな事言ってごめんね」と口にした。

「あ、いえ、そういうわけじゃなくて、俺、良いところなんて本当にないから」

　止まっていた手を動かして食事を再開しながら、「良いところ」なんて自分にあるのか考える。親からはよく大人しい子だと褒ほめられたが、それは「良いところ」に当たるのだろうか。

　会社では遅刻や早退、無断欠勤はしない。ずば抜ぬけてではないが、成果も出している。

　けれど会社に不可欠かと聞かれれば、決してそうじゃない。私生活では、一いつ般ぱん人より料理が上手うまい事以外に優すぐれた点はない。外見は平均以下だと自覚している。子供時代の苛いじめっ子に復ふく讐しゆうを企たくらむ程、性格も悪い。客観的に見ても主観的に見ても、良いところなんて見当たらない。

　目の前にあるイカスミパスタを見つめながら、気持ちを沈ませていると赤坂が嘆たん息そくする。

「真面目まじめで信念があるところや、見ず知らずの他人に見返りを求めずに優しくできるところは、良いところじゃないの？」

　見返りを求めずに、と言われてそれが姪めいの事を指しているのは分かったが、残りの二つは何故なぜ赤坂がそんな風に俺を評価したのか分からなかった。大体、誰だれでも子供が困っていたら見返りなんて求めずに手をさしのべるだろう。

　腑ふに落ちないでいるとそれが顔に表れていたのか、赤坂が呆れたように嘆息する。

　折せつ角かく褒めて貰もらったのに、なんだか申し訳なくなってくる。いや、赤坂相手に申し訳ないなんて気持ちは持たなくていいのだろうけど。

「美人って、疑うたぐり深い上にかなりネガティブだよな」

　誰だれのせいでこうなったと思ってるんだ、と反論しそうになった。

　元から内向的だったが、現在のような捻ねじれた性格が出来上がった原因は目の前の男にもある。

　そりゃ赤坂は生まれた瞬しゆん間かんからちやほやされて、あらゆる才能にも恵めぐまれて卑ひ屈くつになる要素なんて欠片かけらもなく育てられたんだろうよ、とフォークでパスタを搔かき混ぜる。

「でも、いいんじゃない？」

「え？」

「自分では分からなくても、美人の良いところは俺が知ってるから、それでいいよ。むしろ俺だけ知ってればいいと思う」

　赤坂は俺の方を見ていなかった。声とは裏腹に、顔は少し不ふ機き嫌げんそうで視線は合わない。

　しつこく観察していると、赤坂は素そっ気なく「なんで、見てんの」と言う。

　その口調は再会してからずっと続いていた紳しん士し的な態度とは相反していた。

　偶ぐう然ぜん駅で会って一いつ緒しよに帰った時と同じ、背中の産うぶ毛げを逆さか撫なでされるような不思議な空気に、思わず「ごめん」と謝あやまる。その直後に赤坂が力加減を誤って、先程まで器用に食べていたムール貝を皿からテーブルクロスの上に落とす。

　何事も無かったかのようにムール貝を手で摑つかんで空いた皿に移した後で、指を拭ふく。その仕草を見ていて、不意にらしくもなく動揺して照れているのだと分かった。

　先程の素っ気ない口調もそこに由来しているのかと分かったら、俺の方が赤面する。

　赤坂でも照れるのかとか、外で言うの止めろって言ったのにとか、いやでも今の会話は普ふ通つうの男同士でもするのかとかそんな事をフォークを回しながらぐるぐる考える。普段雰ふん囲い気きを変えてくれる赤坂が黙ったまま食事を続けるから、結局、その奇き妙みような空気は家に着くまで続いた。

　今日に限って車だったから、車内でも会話に困る。

「わざわざ車出してくれて、ありがとう。じゃあ、お休み」

　車が家の近くの歩道に横付けされて、ようやくこれでおかしな雰囲気から抜け出せるとドアのレバーに指をかけたとき、赤坂に手首を摑まれた。あ、と思った時には頰ほおに吐と息いきがかかる。

「あ、あかさ……」

　唇が塞ふさがれて、舌が入ってきた。まだ二度目だが、この舌の感かん触しよくには一生慣れない気がする。粘ねん膜まく同士の感覚がひたすら生々しくて怖こわい。

「っ、は、ぁ」

　だけど受け入れてしまうのは、少しだけだが気持ち良いからだ。

　相手は赤坂で、俺は復讐している最中なのについ、離はなれそうになる唇を追いかけそうになった。舌で探さぐられてるときは不快感に似た感情が胸を占しめているのに、離れると物足りなくなる。先程まで与あたえられていた体温を急に奪うばわれて、唇が冷えるのが寂さびしい。

「美人はキスが好きだよな」

　その言葉でぼんやりしていた頭が急にクリアになる。別に好きなわけじゃないし、そもそも相手が赤坂なら余計だ。否定しようと口を開いた時に、もう一度柔やわらかく唇が押し付けられる。

　これはおそらく、初めて与えられた他人の温ぬくもりが心ここ地ちよいだけで、と誰に告げる予定もない言い訳を頭の中で並べていると、赤坂が俺の唇を拭ぬぐう。

「おやすみ」

　引き留めたくなるような声に、鼓こ膜まくどころか体の芯しんまで震ふるえた。ぎこちなく車から降りる。

　いつものように車が地下駐ちゆう車しや場に降りていくのを見てから、アパートに帰る。唇はまだ熱を持っている気がした。

　───このままじゃ、まずい気がする。

　復讐目的で付き合いを了りよう承しようしたわけだが、赤坂がキスより先に進もうとしないので、完全にばらすタイミングを見失っている。このままでは復讐ではなく、単なる交際だ。

「キスを受け入れてんのがいけないのか。いや、でもいつもいきなりだし」

　千葉にはこんな事までは話せない。いくら参謀とはいえ、五歳年下の幼おさな馴な染じみを捕つかまえてさりげないキスの避け方を伝授してもらうなんて、年上としての矜きよう持じに関かかわる。

　それに千葉は聡さといので「赤坂とのキスが実はそれほど嫌いやじゃない」とばれるのが怖い。

　そこまで餓うえていたのかと同情されるか、ゲイ疑ぎ惑わくを持たれるかのどちらかだろう。

　大体、赤坂に復讐するつもりで付き合っているんだから、キスをされたら舌を嚙かみきる程度の気持ちで居るべきなのだ。たかが口の中を舐なめられただけでぼんやりしている場合じゃない。

　自分を戒いましめるために、辛つらかった過去の記き憶おくを思い出す。

　しかし、以前は当時の感情までまざまざと思い出せたのに、今はまるで映画のストーリーをなぞるようで、気持ちが付いてこない。嫌いだったはずなのに、というか今だって嫌いなのに。

「好きって言われたせいかな。でも赤坂が好きなのは千葉美人で、高木美人じゃないんだよな」

　今までだって分かっていた事を声にしたら、胸の内側に灰色の煙けむりが立ちこめた。赤坂の気持ちの先に居るのは偽にせ者ものの俺だ。そう仕向けたのは自分なのに、不快な気持ちになる。

　そしてその灰色の煙が密度を増すなか、赤坂との四度目の食事の日を迎むかえた。

　正確に言えば、食事はしなかったのだから四度目の約束と言うべきだろう。

　終業間ま際ぎわに会議があったので、携けい帯たいを無音に設定したままだった。待ち合わせは会社の近くの駅で、噴ふん水すい前のベンチに腰こし掛かけていた俺の許もとに、約束時間ぎりぎりに赤坂がタクシーで来た。

「今日、急に仕事が入って食事が出来なくなったんだ。本当にごめん」

　赤坂は本当に申し訳無さそうな顔で謝った。仕事ならしょうがないと、赤坂が待たせていたタクシーに再び乗り込むのを見送る。見送った後で携帯の設定を戻もどしていなかった事に気付いた。赤坂からの着信が並ぶ画面を見て、いくら相手が嫌きらいな奴やつでも流石さすがに今回は反省する。

　わざわざ来なくても、もし約束の時間に現れなければ携帯を確かく認にんした。遅おそかれ早かれ今日の約束が駄だ目めになったと気付いただろう。赤坂もそれが分かっていたに違ちがいないのに、合間を縫って来てくれた。

　───俺、本当に大事にされてんだな……。

　赤坂の誠実な対応を受けて、いい歳としをして「復讐」という子供染みた考えに突つき動かされている自分が、急に恥はずかしくなる。

　その日の夜よる遅おそくに、赤坂から謝罪の電話を受けたときもまだ自己嫌けん悪おに取り憑つかれていた。

「そんなに気にしなくていいし。俺に、そこまで気を遣つかわなくていいから」

　直前で予定を反ほ故ごにされる事には奔ほん放ぽうな生き方をしている幼馴染みで慣れている。

　仕事ならば仕方ない。だから責める気なんて最初からなかった。

『俺にとって、美人は特別だから。今日は約束が駄目になって、凄すごく残念だよ』

　電話の向こうから聞こえる甘いトーンの声に、耳みみ朶たぶが熱くなる。

　糖とう蜜みつを煮に詰つめたような甘い台詞せりふに、直接言われたわけでもないのに固まってしまう。流石外国の血が入っているだけあると感心した。電話越ごしでも、頭の内側がびりびりする。

『次はいつ会えそう？』

　まるで本物の恋こい人びと同士みたいな問いかけだと思い、赤坂は端はなからそのつもりなのだと気付く。

　返答に間が空いてしまい、慌あわてて「い、いつでも」と口にしてから千葉に焦じらせと言われていた事を思い出す。しかし吐はき出してしまった台詞は戻らない。

　結局、赤坂の仕事が落ち着いた頃ころに再び会う約束をして、通話を切る。

　よく考えると今いま更さらながら罪悪感が芽生えた。再会してからの赤坂は本当に紳士的で、そんな相手を騙だましているという事が、精神的に重荷になってきた。

「寿司すしを奢おごらせるだけで、満足してれば良かったんだよなー……」

　あの時から色々と間ま違ちがって、気付いたら恋人になっていた。尤もつとも、間違いは今に始まったことではない。生まれてからずっと、少しずつ間違いを重ねて来た。灰色だった青春時代の原因を赤坂に押し付けたのも間違いの一つだ。体は成長しても、精神年ねん齢れいは小学校で止まっている自分に呆あきれながらロフトに上る。あの日に貰もらった紙かみ袋ぶくろが目に入って、余計に気分が沈しずむ。

　───だけど、俺だってばらしたらきっとこんな風に気き遣づかって貰えなかった。

　正体を知られたら嫌われるのは分かっている。じくりと蜂はちに刺さされたみたいに胸の真ん中が痛んだ。人に嫌われるのが怖いとこんなに強く思ったのは、子供の頃以来だった。










　眠ねむれない夜はまだ続いていたが、今朝は目覚ましが鳴る前に母親の電話で起こされた。

　早い時間に掛かかってきたそれに苦情を言うが、向こうも出勤前だったらしく『ぐちぐち言ってる暇ひまはないのよ』とばっさりと切り捨てられた。内容は、小学校時代の同級生を名乗る人間から電話が来たがどうすればいいかというものだった。

『連れん絡らく先教えても良いの？』

　母親から聞いた同級生の名前には心当たりがあるようなないような、はっきり思い出せない。しかし同級生とは没ぼつ交こう渉しようだし、小学校時代の知り合いから電話を貰うような理由も思いつかなかった。どうせ詐さ欺ぎか、知り合いだったとしても何かの勧かん誘ゆうだろう。

「断っておいていいよ」

　俺の言葉に母親は「折せつ角かく友達が連絡してきてくれたのに」と口にする。暇がないと言った癖くせにそのまま、積極的に友達を作ろうとしなかった学生時代の事を批判された。両親は社交的で友人も多いから、一人でいるのが好きだという息子むすこの気持ちは全く理解できないらしい。

『今だってどうせ、友達なんて一人しかいないんでしょう？』

　一人というのは恐おそらく千葉の事だ。俺は携帯を手に着き替がえながら、「いるよ」と答えた。いい歳になって、恋人ではなく友人の心配をされるのが自分でも虚むなしくなったのかもしれない。親に見み栄えを張ってどうするとも思ったが、口にしてしまったものは仕方ない。

『会社の人？』

　親おや父じと違い、母親は息子が狭せまいコミュニティの中でしか生きていない事を良く知っている。だからこそ、親しくなるのだとしたら会社の人間だと当たりを付けたのだろう。

「赤坂。小学校の頃の、同級生の」

　そう告げると、母親は大おお袈げ裟さなくらい驚おどろいた後で詳しよう細さいな事情を知りたがった。

　問題のないところだけ搔かい摘つまんで事情を話す。朝食を作りながら話していると、電話の向こうからも卵を搔き混ぜる音が聞こえた。

『でも意外ねぇ、美人と赤坂くんが仲良くなるなんて。全然違うのに』

　言われなくても分かっている。それから母親が話題を見合いの件に変えたので、俺は仕事を理由に電話を切った。出来上がったスクランブルエッグと焼いたハムをパンに挟はさんだところで、これ以上見合い話は持ってくるなと念を押すのを忘れた事に気付く。

　しかし先方から断られたのだから、流石にしばらくは息子を気遣ってそっとしておいてくれるだろう。

「いや、親父だからどうだろうな……」

　世話焼きで目め端はしが利きくものの、図ずう々ずうしい性格なので油断しているとまた見合い写真が郵送されて来そうだ。前回はもう日取りは決まっているから断れないと押し切られた。

　次にまた仕事関係の知り合いを連れてくる前に、一度親父にガツンと言っておくべきかもしれない。前回も、相手は親父の部下なんだから、先方の立場を考えて俺の方から親父に断っておくべきだったのだろうと、今更申し訳なく思う。上司の息子を振ふるなんて、相手の女性も気が重かったに違いない。その辺りの気遣いができないから、経験値はいつまで経たってもぴくりとも上がらないのだろう。

　───赤坂ならそういうのは上手うまくやるんだろうな。いや、あいつなら断られないか。

　そこまで考えて「運命の相手だったんだろうか」と言っていたときの横顔を思い出す。

　あんな男でも、上手くいかないことがあるなんて、意外だった。

　だけどそもそも本当に蛤はまぐりの地貝と出し貝のように一人につき一人、ぴたりと合う相手が振り分けられているんだろうか。人口なんて常に偶ぐう数すうじゃないんだから、俺はまたあぶれているかもしれない。もしくは、俺の相手は既すでに死んでいるとか。第一運命の相手とすれ違っていても、分からない。あの詩人だって、分からないからあんな文頭にしたんだろう。

　そんな事を考えながら出社すると、更こう衣い室で部長と顔を合わせる。

　着替えている時に結けつ婚こん指輪を外しているのが見えた。食品を扱あつかうので、基本的に装そう飾しよく品は総すべて外すのが暗あん黙もくの規則になっている。それをロッカーに仕し舞まうのを見ていると、部長と目があった。

「部長って、奥さんと仲がいいですよね。運命の相手だって、思って結婚したんですか？」

　俺の言葉に部長は「うんめい」と復唱してから「高木君は意外とあれだね、ロマンチックな事を言うね。高校生のうちの娘むすめすら言わないよ、運命なんて」と感心したように呟つぶやいた。

「いえ、その、親から見合いを勧すすめられていて、色々考えてしまって」

「そういう事か。まぁ、結婚なんてのはノリとタイミングだからね」

　部長はそう言った後で「ところで企き画かく書しよの提出、今日までだよ」と言った。

　一いつ瞬しゆん、ぽかんと部長を見返してしまう。

「おいおい、しっかりしてくれ。最近高木君は抜ぬけてるからなぁ。企画部のほうから言われてただろ？」

　そこまで言われて、ようやく冬用の新製品の企画案を開発部からも提出せよとの要望が来ていたのを思い出す。このところ赤坂の事ばかり考えていたので、すっかり忘れていた。今までは「意見があったら上げる」程度だったのに、今回から何故なぜか開発部も強制になっていたのだ。

「秋の試作で手て一いつ杯ぱいなのは分かるけど、今日中に企画書作って回してね。一案だけでいいから。まぁ残業も運命だと思って頑がん張ばって」

　随ずい分ぶん安い運命だ。運命ってこの程度で使って良いのだろうか。それなら赤坂と俺の再会も運命って言葉で括ってもいい事になる。

　企画案を考える時間は取っていないので、就業時間中は普ふ段だん通りに開発をして、終業後に支給されているノートパソコンを開く。普段は出退勤の登録と社内メールのチェック、設備予約にしか使わないグループウェアを開いて、企画書のフォーマットをローカルに落とす。

　立案は企画部の仕事だ。開発部がそこを担になっても、連中が開発の仕事を手伝うわけじゃない。

「世の中、不公平だ」

　無情を嘆なげきながら、参考に過去の会議で使われた企画書をデスクの中から取り出す。

「高木さんも企画書ですか」

　そんな俺の向かいのデスクに、後こう輩はいの女子社員がばさばさと音を立てて雑誌を置いて座すわる。

　恐らく資料として自宅か、もしくは社内図書館から持ってきたのだろう。

「スイーツ部門もアイディア出すのか？」

「はい。私こういうの考えるの大好きだから、今回の会議楽しみなんです」

　後輩は目を輝かがやかせて、付ふ箋せんを付けた箇か所しよを開いた。

「ちょっと、見せて貰っていい？」

　純じゆん粋すいな興味で口にすると、後輩は「メンズ向けの雑誌もありますよ」と俺に男性向け情報誌を渡わたしてくれる。最初は付箋が付けられた箇所にあった〝女性に贈おくるオススメスイーツ〟の頁ページを読んでいたが、普段情報誌なんて買わないので他ほかの頁の内容が気になって目次を捲めくる。

　カタカナの多い見出しに辟へき易えきしながらも、恋れん愛あい関係の頁を開く。記事に書かれた、もてる男は人間関係の距きよ離り感かんが上手いという文章に共感する。

　赤坂も初対面から友人そして恋こい人びとと、俺が目を瞠みはっている間に距離を詰つめてしまった。

　過去の恋愛経験が豊富だというのは、傍そばにいると肌はだで感じる。ろくに駆かけ引きもせずに、何故そんな相手が手中に転がり込んできたのか未いまだに不思議だ。

　───男なら誰だれでも良い……ってわけじゃないよな。それに体は求められてないわけだし。

　赤坂がこれ以上関係を先に進めたらネタばらしをするつもりだったが、当初は爽そう快かいな筈はずだったその瞬しゆん間かんがひどく憂ゆう鬱うつだ。きっと赤坂は傷つくだろうと考えると、躊ちゆう躇ちよしてしまう。最初はそれが目的だったが、今はそうならないで終わる方法を模も索さくしている。

　やはりここは何も言わずに黙だまって引っ越こしをして、携けい帯たいを解約するしかないのだろうか。だけど付き合っている相手がいきなり音信不通になったら、傷つくに決まっている。

　進んでも退いても行き止まりのような状じよう況きように溜ため息いきを漏もらす。灰色の煙けむりは胸の内側で濃のう度どを増していく。赤坂の事を考えるだけで、ドライアイスみたいにもくもく増える。

「高木さん、やっぱり付き合ってる人がいるんですね」

　不意に向かいの後輩から声をかけられ、恋愛に纏まつわる記事を睨にらみ付けていた事に気付く。

「い、いや、これは……そういうんじゃないから」

　俺は職場で何を考えているんだ、と恥はずかしくなる。じわりと頰ほおが熱くなった。

　慌あわててスイーツの頁に戻もどり、カトルカールについて書かれた記事に目を落とす。

「いいじゃないですか。隠かくさなくて。私も、恋愛関係の記事があると読み耽ふけっちゃいますよ」

　強く否定するのも不自然な気がして、曖あい昧まいに笑う。

　後輩と仕事以外の話をするのは初めてだった。俺がスイーツ部門だった時は今よりもずっと接点は多かったが、恋愛の話をした記き憶おくは無い。そもそも俺からは殆ど話しかけなかった。

　理知的な美び貌ぼうを持つ後輩に話しかけたら、ありもしない下心を疑われる気がして嫌いやだし、第一何を話したら良いのかも解わからない。

「私、今回の企画は彼氏に食べさせるのを前提に作るつもりなんです」

　新しい企画は何も浮うかんでいなかったが、後輩のその言葉を聞いて俺も誰かに食わせることを考えて、作ってみようかと思った。

　誰かと考えた瞬間に、真っ先に頭に浮かんだのは先さき程ほどまで考えていた男の顔だった。

　何度も食事をしているから、食べ物の好みは把は握あくしている。具体的な対象が決まると、企画を立てやすい。お陰かげで骨組みすら出来ていなかった企画書が、あっという間に仕上がる。

　数十分で完かん了りようしたそれを部内にメールで回す。一応部長の分と自分の分を出力してホチキス留めしていると、後輩が「やっぱり高木さんは凄すごいですね」と、感心した口くち振ぶりで言った。

　どうやら早さつ速そく読んだらしい。

「そんなこと無いよ。会議で採用されるかどうか分からないし」

「これならされますよ。ところでこの裏付けデータって、どこから持ってきたんですか？」

「それ、営業部が出した統計表から抽ちゆう出しゆつした奴やつだよ」

　俺の言葉に後輩は「企画書ってそういうのも載のせなきゃならないんですね」と、困った顔で呟く。今まで頼たのまれたり聞かれたりしたら手を差し延べていたが、自分から後輩に手伝いを申し出た事はない。だから企画書と格かく闘とうする後輩に向かって「手伝おうか？」と申し出た時、後輩はあからさまに驚おどろいた顔をした。

　沈ちん黙もくが流れて、口にした事を後こう悔かいしかけた時に後輩は「助かります！」と破顔する。

「実はグラフとか表とか作るの凄く苦手なんです」

「俺達は普段こういうのとは無む縁えんだからね。企画部の仕事だし」

　そう付け加えて、彼女が途と中ちゆうまで作った企画書を見てから、必要になりそうなデータを探さぐり出す。企画書が仕上がる頃ころには室内に残っているのは俺達だけだった。

　そのまま帰っても良かったが、後輩を労ねぎらう意味で近くのラーメン屋に誘さそってみる。

　また驚かれたが、すぐに「あのラーメン屋さん行ってみたかったんです」と喜んだ。

「嬉うれしいです。私、高木さんに嫌きらわれてるんじゃないかって思ってました」

「そんなことないけど」

「でも、高木さんって全然私と喋しやべってくれないから。新人の頃は結構怖こわかったです」

　俺が喋らないのは彼女とだけじゃない。だけどそんな誤解を生んでいたのなら、もっと早く先輩として話しかけるべきだったと後悔する。

　だからその反省も踏ふまえて、ラーメンを食べながら試作を作るときのコツや癖くせがある営業部長との付き合い方を伝授した。後輩は代わりに社内の恋愛事情を教えてくれる。お陰でマーケ部の主任の恋人が、俺と同い年の守衛だと知ってしまった。

「高木さんの恋人って、どんな人ですか？」

　その質問は予期していなかったので、思わず咳せき込む。ナルトが入ってはいけないところに入ったみたいだ。

「あ、すみません。ちょっと興味があって」

　後輩の言葉に苦労して口の中の物を嚥えん下かする。

　今日一日で、後輩とは随ずい分ぶん距離が縮まった気がした。俺よりも背が高く、ヒールの似合う美人なので勝手に苦手意識を抱いだいていたが、後輩は飾かざり気が無くて話しやすい。

　しかし自分の恋愛事情まで聞かれるとは思わなかった。まさか「男」だと答えるわけにはいかないから、そこを除いた赤坂に関する情報を頭の中に並べる。

「見た目がよくて、頭もいい。友達も多くて、何でもそつなくこなすし、みんなが憧あこがれるような奴」

　しかし口に出してみると、まるで惚のろ気けだ。これでは俺があいつにベタ惚ぼれみたいに聞こえる。

「高木さん、その人の事大好きなんですね」

　案の定、後輩に笑われる。

　客観的な事実を並べただけだが、確かにこれでは惚気だ。否定したいのに、否定できるような材料が見つからなかった。「本当は酷ひどい奴だから大好きなわけがない」と言えればいいのに、何故かそう言い切れない。

「だけどそんなに完かん璧ぺきな人が存在するんですね。きっともてるんでしょうね」

　後輩の言葉にそうだろうな、と思った。実際、同性でも目を惹ひく程綺き麗れいな男性と連つるんでいた。

「なんで俺なんかと付き合ってるのか、全然理解できない。遊ばれてるなら、分かるけど」

「もう……高木さんだって格好いいじゃないですか」

「それはお世辞でも、ない」

　思わず食い気味に否定すると、後輩は「自己評価が低いですね。ボーナス査定でも自己評価が部の中でダントツに低いって、部長が嘆いていましたよ」と苦く笑しようした。

　勝手に口外する部長に呆あきれながら、「自分では正しい評価だと思ってるけど」と反論する。

「正しくないですよ。高木さん、ヒット商品たくさん出してるじゃないですか。優ゆう秀しゆうすぎるから、同期には嫉しつ妬とされてるって聞きましたよ」

　同期に嫉妬されてるのは君のせいだよ、と内心呟つぶやく。

「それは俺が入社した当初はスイーツ部門が黎れい明めい期きだったから」

　後輩は困った顔をした。時々、千葉も似たような表情をする。

　そういえば赤坂もこの間そんな顔をしていた。良いところは自分で分からなくていい、と口にする前に、今の後輩と同じ顔をした。

　───俺だけが知ってればいいって、もしかしてあれ……独どく占せん欲よくだったのかな。

　今いま更さらに気付いて、ぶわっと顔に熱が集まる。急に赤くなった顔を見られたくなくて、俯うつむいて残りのラーメンを片づけた。話題は後輩の惚気話に移り、食べ終える頃には顔色も元に戻る。

　代金は俺が支し払はらった。後輩とはいえ女性に食事を奢おごるのは初めてで、もの凄く新しん鮮せんだ。

「ご馳ち走そう様さまでした」

　そう言って頭を下げた後輩と駅で別れて、ホームで電車を待つ。

　残業後に後輩と食事なんて、なんだか自分が本当に普ふ通つうの社会人になった気がして、人間関係のコツが少しだけ分かったようで気分が良くなる。

「たぶん赤坂と再会していなかったら、こんな事は無かったよな」

　復ふく讐しゆうをしようと決めた事で、外見だけでなく内面も変わった。他ほかでもない赤坂に認められて、自信がついたお陰だろう。もうこれ以上、欲よく張ばるべきではないのかもしれない。

　復讐の成果はもう充じゆう分ぶんだ。仮に殴なぐられたとしても、正体を明かすべきだろう。なのに決心が付かない。梯はし子ごのない飛び込み台の上で蹲うずくまっている気分になる。飛ぶしか道はないのに、そうしたら何もかも終わると分かっているから、踏み切れない。ずっと所在なく生きてきた。偽の名前で赤坂の隣にようやく居場所を得る事が出来た。

「大好きなのかな」

　後輩に言われた言葉を呟いてみる。実感が湧わかない。

「嫌われんの、いやだな」

　そちらは容易に実感できる。想像しただけで気分が悪くなった。

　二十五年も生きているのに、心は十歳で止まってる。居場所を奪わないでと叫ぶ根暗で惨みじめな子供が、滑すべり込んできた電車の轟ごう音おんと共に消えていけばいいのにと、唇を嚙かみながら願う。










　五度目の約束は、珍めずらしく日曜日の夜だった。

　遅ち刻こくギリギリで約束をしたホテルの前に向かうと、赤坂は先に来ていた。黒い石面が美しい外装に、背が高くて足も長い男の姿が鏡のように映っている。

　───本当に、なんでこいつと俺が付き合ってるんだろう……。

　仕事終わりだろうが、寄りかかりもせずにすっと立っている。時間を確かく認にんするためにスーツの袖そでを少し指でずらす仕草すら、様になっていた。

「美人」

　ぼんやり突つっ立っていたら、赤坂が俺に気付いて声を掛かけてくる。

「日曜の仕事っていうから、ゴルフかなんかだと思ってた」

「取引先の会社のイベントがあって、挨あい拶さつとその手伝いに」

　銀行員はそんな事もするのか、と驚いた。俺は今の会社しか知らないので、赤坂の仕事内容に関してはよく分からないが、いつでも忙いそがしそうだ。入行年数が少ないのに、役職がついていて部下が何人かいるらしい。以前その事に関して尋たずねたら、「俺は親銀行の人間だから。一応監かん督とく的な仕事もしてるんだよ」と教えられた。そういえば赤坂の銀行は元々大手だったが、数年前にイギリスの銀行に買収されている。赤坂は買収した側の人間なんだろうか。

「大変だな」

　世間知らずなので、それぐらいしか言葉が浮うかばなかった。

「仕事は好きだけど、美人と会う時間が減るのは辛つらい」

　さらりと告げられた甘い台詞せりふに、予期しなかった分ぎゅうと胸が締しめ付けられる。

　騙だましてる分、余計に痛い。

　上手うまい返しが出来ずに笑って誤ご魔ま化かした。話をしていると、予約した店に着く。

「何かあった？　今日、いつもより沈しずんでるね」

　注文した後でぼんやりとしていた俺に向かって、赤坂が気き遣づかわしげに声を掛けてくる。

　連日多た忙ぼうで、日曜ですら仕事が入っている赤坂の方が疲つかれているのに、優やさしい言葉を掛けられて「平気。ちょっと顔洗ってくる」と立ち上がり、トイレに向かう。

　赤坂の前にいると、逃にげたくなるのは今も変わらない。だけど動物病院で再会した時とは少し違ちがう。逃げた後で、遠くからずっと存在に気付かれずに眺ながめていたい気分になる。

「本当のこと、言わなきゃならないよな」

　鏡の中の男に向かって口にする。同意はいつまで待っても返ってこない。

　覚かく悟ごは決まっていなかったが、いつまでもだらだらと洗面台を占せん拠きよしているわけにもいかず、トイレを出た。しかし俺の席の横には、何故なぜか見知らぬ女性が立っている。そのせいで折せつ角かく落ち着いた気分がざわめく。華はなやかな格好を見る限り、店員ではないだろう。

　俺の存在に気付くと女性は会え釈しやくをしてすぐに、離はなれた。

「知り合い？」

　動どう揺ようを隠かくしながら、椅い子すに座すわる。

　気になって仕方なかったが、彼女が戻もどったテーブルの方は見ないように努めた。

「昔の」

　赤坂の言い方に含ふくみを感じた。釈しやく然ぜんとしない気持ちを隠して、運ばれてきた食事に手を着ける。しかしパクチーのたっぷり使われた麵めん料理を食べているときに、視線を感じた。

　店の入り口のところでコートを受け取った女性がこちらを見ている。

「あ」

　目が合って思わず声が出た。向かいに座る赤坂が俺の視線を追い掛けて振ふり向くと、彼女は目が合うことを恐おそれるように連れの男性の腕うでに手を絡からめて、店を出て行った。

　疎うといから最初は全然分からなかったが、彼女の態度を見て赤坂と過去に何かあったのだと気付く。彼らの間には特別な空気が流れていた。体を合わせた者同士が持つ、独特の距きよ離り感かんだ。

　俺が悟さとった事は分かっただろうに、赤坂は弁解も説明もしない。慌あわてず騒さわがずに食事を続けている。どうやら彼女は赤坂にとって、運命の相手ではないようだ。

「今まで、何人と付き合ってきたんだ？」

　思わず問いつめるように目の前の男に尋ねる。苛いら立だった口調に自分でも疑問を覚える。

　胸の中の灰色の煙けむりは、どんどん存在感を増していく。それを晴らしたくて、質問した。

　赤坂は「そんなに多くない」と答えを濁にごす。

「人数、覚えてないんだ」

　詰なじるように言うと、赤坂は俺に「そっちは？」と訊き返してくる。

「俺も、覚えてないくらいたくさん」

　刺とげ々とげしい声で告げた。たくさんなんていないし、恐らく赤坂は俺の噓うそを見み抜ぬくだろうが、そうでも言わなければ気が済まない。自分でも馬ば鹿かげた見み栄えだと思う。

　もしかしてこれが嫉妬なんだろうか。

「それが本当なら面おも白しろくないな」

　顔を上げると、いつもと同じ笑えみを浮かべながらも、白けた目で「俺以外に美人に触れた奴やつがいるっていうのは、噓でも嫌いやな気分になる」と続ける。

「赤坂だってたくさん相手がいたなら、お互たがい様だろ」

「そうだね、ごめん。今のは忘れて」

　黙だまったままの俺に赤坂は繕つくろうように笑った。

　ふと、俺が演技をして人と合わせているように、赤坂のこれも演技なのかも知れないと思った。柔やわらかな物もの腰ごしや紳しん士し的な態度は、俺が知っている子供の頃ころの姿とかけ離れている。尤もつとも、大人になって落ち着いたのだといえば、それまでなのかもしれないけれど。

　違い和わ感かんを感じながら食事を続けた。

「彼女、綺き麗れいだった」

　路上で赤坂がキスをしていた相手も、顔が良かった。

　赤坂はそういう相手と付き合っていながら、何故現在進行形で俺と付き合っているのか。

　納なつ得とくできる答えが自分ではみつけられない。

「それは嫉しつ妬とで言ってるの？」

　赤坂に聞かれて、自分でも分からずに「思ったことを言っただけ」と口にする。

「俺は美人の過去の相手に嫉妬するよ」

　あっさりと口にするから、現実味が薄うすい。言葉だけの気がした。

「それ、本気で言ってるのか？」

　さっきの女性とだって、あっさりとしていた。

　彼女は未練がある素そ振ぶりだったが、赤坂の方は全く女性を気にしている様子はない。自分が一度寝ねた相手を前に、ああも平然とした態度をとれるなんて、情が薄いとしか思えなかった。

「嫉妬深い方だと思うよ。束そく縛ばくもするし」

「淡たん泊ぱくに見えるけど」

　ふと、正体を明かさないまま別れる方法もあるのかもしれないと思った。口ではこんな風に言っていても、別れをきり出せば意外とあっさりと終わりに出来そうだ。その場合、やっぱり赤坂にはもう会えなくなるだろうが、最初から騙していたという事はばれないで済む。

「……これでも、美人を怖こわがらせないように色々と気を遣つかってるんだよ。その辺りをそろそろ汲くんでくれると嬉うれしいな」

　怖がらせないようにと言われて、そんなにびくついて見えるだろうかと、自分の行動を反はん芻すうする。確かに後ろ暗い所があるから、必要以上に構えてしまう。それが怯おびえて見えるのかも知れない。実際、いつでも逃げ出す隙すきを窺うかがっている節はあった。

「怖がってはないけど……、まだ赤坂の事は、よく知らないから」

　一応まだ知り合ったばかりという設定だけでなく、実際も小学校は六年間一いつ緒しよだったが、同じクラスになったのは四年と六年の二年間だけで、そもそもろくに会話もしていないからよく知らないというのは事実だった。

　赤坂は俺の返答に嘆たん息そくすると「じゃあ気長に待つよ」と口にする。

　だからその話はそこで終わったと思っていたが、食事を終えて駅に向かう途と中ちゆうで唐とう突とつに赤坂が「子供の頃、夜よ更ふかしが好きだった」と呟つぶやいた。

　何故そんな話をするのかと訝いぶかしく思いながら「俺は、朝の方が好きだ」と告げる。

　早朝の、誰だれも目覚めていない薄うす暗ぐらい時間に起き出して、ココアを手に社宅のベランダでゆっくりと明けていく空をよく眺めた。朝焼けを背負った鉄てつ塔とうの骨組みや、撓たわんだ電線に止まる鴉からすを見つめ、人ひと気けのない静まりかえった街を見るのが心ここ地ちよかった。

「他ほかには何が好き？」

　そこから先は、リストが作れるほど好きな物を教えあった。

　家に向かう間に、赤坂に関する知識が増えていく。「よく知らない」と言ったからこんな会話を始めたのだろう。相手に関する情報が増えるのは、新しい発見が多くて純じゆん粋すいに楽しい。

　別れる相手の情報をいくつも手に入れてどうするつもりだ、という頭の中の声には聞こえないふりをした。

「あと、あれも。バターがたっぷりのパンが焼ける時の匂においとか」

「美人の好きな物は食べ物が多いな」

「だって、いい匂いだろ？　今の仕事を辞やめる羽目になったら、俺はパン屋がやりたい」

「そのときはうちが融ゆう資しするよ」

　冗じよう談だん交じりの願望に、赤坂が気軽に約束をする。

　本当に融資してくれるだろうか。俺が高木美人だと知ったとしても。

　正体が判明したときの事を考えて不安を感じていると、指先が偶ぐう然ぜんぶつかった。

　それをきっかけに赤坂に手を握にぎられる。逃げる隙もないほど、しっかりと指を取られて焦あせる。時間が遅おそいから人通りは少ないとはいえ、完全にないわけではない。

「あ、赤坂、手、放して」

「経験豊富なら、これぐらいさせてよ」

「け、経験は豊富でも、人前でするのは別だろ。お、男同士だし。前にも言った」

「俺は別に恥はずかしくないけど」

　赤坂は人前でキスができるぐらいだからな、と内心で反論する。

「別に誰に見られても恥ずかしくない。誰かに何か言われたら、酒に酔よってたって言えばいい」

　指は放して貰もらえなかった。仕方なく振り払はらう事を諦あきらめる。じわりと掌てのひらに汗あせを搔かいた。好きな物の話は、それからも続く。手を繫つないだだけで動どう揺ようしている自分が恥ずかしい。　>>>♥

　赤坂なのに、いや赤坂だからこうなる。赤坂にとって運命の相手は俺でなくても、俺にとって運命の相手は赤坂かもしれない。

「赤坂の番だ。好きな物の話……」

「他には……飛行機雲とかかな。意外と好きな物って少ないな」

　手の温ぬくもりが意識から外れない。誰かと手を繫ぐなんて、子供の頃の体育祭以来だ。

　レクリエーションの時に、女子の手を取って踊おどった。当時も手汗を搔いて、プログラムが終わった後にその子が体操着の袖そでで手を拭ふいていたのを覚えている。パンドラの箱の奥に押しやった記き憶おくの一つだ。思い出す度たびに憂ゆう鬱うつだったが、今はそんな感情は付け入る隙がないほど、赤坂の手に気持ちを持って行かれている。たったこれだけで、頭の中はそれで一いつ杯ぱいだ。

「手を繫ぐの好き、かもしれない」

「手？」

　訊き返されて、半分無意識に零こぼした言葉に我に返る。

　先程まで放せと言っていたのに、何故なぜそんな事を言ってしまったんだろうと、体中が熱くなった。

「あ、いや、そういう意味じゃないんだけど」

　焦って意味のない言い訳をすると、繫いだ手に力が込められる。その指の強さに余計に顔の赤みが取れなくなる。だけど、もう終点は目の前だ。アパートまではあと数秒。

　子供の頃に親と行った縁えん日にちの帰り道の気分に似ている。

　手が放される事が名残なごり惜おしく思えて、俺も繫いだ手を握り返す。

「次は俺か。じゃあ、スケルトンの機械式時計」

　色も大きさも違ちがう歯車が上手うまく嚙かみ合う様を見るのが、興味深いと付け加える。

「最後の一つは？」

　少し迷ってから「幼おさな馴な染じみ」と答えた。生意気で飯を集たかりに来る年下の男には苛いらつかされる事も多いが、昔から変わらずに傍そばに居てくれる。あいつがいなければ、俺はきっともっと根暗で、救いようのないほど濁にごった性格になっていただろう。

　それに千葉がいなければ赤坂とこんな風に触ふれ合うことは決してなかった。

「幼馴染み？」

「同じ社宅で、父親同士も母親同士も仲良くて、いつも一緒に遊んでたんだ。向こうが低学年の時は親が帰るまで俺が面めん倒どう見てたから、弟みたいなものなんだけど」

　親友という言い方には違和感がある。弟が一番近い。たぶん、向こうも俺を兄貴だと思ってる。ただし、形容詞に「駄だ目めな」もしくは「ださい」が付くだろうが。

「前に、電話を勝手に切った奴？」

「そう。そいつ」

　そう答えてから、あの時千葉がなんて言って電話を切ったのか思い出して、口くち許もとが引きつる。

　千葉はまるで俺が自分の物であるかのような態度で話していた。

　正体を「幼馴染み」と言ってしまったから、あれが芝しば居いだとばれたんじゃないかと焦る。

「向こうは美人の事を兄弟だとは思ってないみたいだったけど」

「あれは……」

「……付き合ってないんだよな？」

「す、好きっていっても、その好きじゃない」

　ばれていないようだが、ばらさないとまずい気がしてきた。

　赤坂の目が怖い。いきなりそんな風に千葉をライバル視されても対処に困る。焦っていると、赤坂はふっと視線を緩ゆるめた。いつも通りの表情を見てほっとする。

　今のは俺をからかっただけだったのかと、気を緩めたときに「最後の一つで俺の名前が出てくるのを期待してたのに」と、軽く詰なじられる。

「え？」

　考えも付かなかった事を言われ、間ま抜ぬけな顔をしたところで、いきなり腕うでを引き寄せられた。

　驚おどろいて顔を上げると赤坂の顔がすぐ目の前にある。どっと心臓に血液が流れ込む。

「俺の最後の一つは、美人だよ。だから他の男の事なんて言わないで」

　目め眩まいがした。それがキスのせいなのか、整った顔で告げられた甘い台詞せりふのせいなのか、俺にはもう判断が付かなかった。
















　別れるのは名残惜しかったし、繫いだ手の温もりは失いたくなかったが、家に連れ込もうとは考えていなかった。ワンルームの部屋を見回す赤坂を見て、途と方ほうに暮れる。

「美人らしい部屋だな」

「そう、か？」

　路上で囁ささやかれた甘い台詞に頭がくらくらしている内に、家に連れ帰る流れになってしまった。

　部屋に入れてから俺の素す性じようがばれるような物がないか慌あわてたが、郵便物は全すべて仕し舞まってあるし、名前と顔写真入りの会社のカードキーは仕事用の鞄かばんの中だ。表札には部屋番号しか入っていない。それでも何か見落としがあるのではないかと怯えながら、台所でお茶の準備をする。

　元々あまり広い部屋ではないが、手足の長い赤坂がいると余計に狭せまく見える。

　俺が茶葉を探しているうちに、赤坂は気付けばベランダに出ていた。カーテンの隙すき間まから外を見ている後ろ姿が目に入る。

「俺の部屋、ここから見える。七階だから、ベランダしか見えないけど」

　やっぱり迂う闊かつにカーテンは開けない方がいいと決意した。

　そんな俺を余所よそに置き畳だたみの上に赤坂が腰こしを下ろす。一メートル四方の畳を四つ並べただけのそれは、あまりインテリアと調和していると言い難がたいが、学生時代に買って以来気に入ってずっと使っている。俺はその上に置かれた丸い卓ちや袱ぶ台だいに二人分の緑茶を置いた。

「和風の物が好きなの？」

　そういうわけでも無かったが、赤坂の言葉に「ああ、うん」と曖あい昧まいな返事をする。

　恋こい人びとと家に二人きりという状じよう況きようが初めてで、何をしたらいいのか分からない。

　というよりも、迂闊に動いたらさっきの続きが始まってしまいそうで、身動きも返答もできなかった。

「本、見て良い？」

　赤坂がテレビ台の横にあるラックに視線を向ける。バネが錆さび付いたロボットのようにぎこちなく頷うなずく。自分の家でガチガチに緊きん張ちようしている俺を余所に、赤坂はリラックスしている。

　俺もひとまず落ち着こうと、乾かわいた舌を湿しめらせるために湯飲みに口を付けた。

「美人もこういうの読むんだ」

　不意に尋たずねられて顔を上げる。赤坂の手にしている本が目に入った。

「ぐっ」

　すんでのところで、お茶を噴ふきかける。

　千葉が冗じよう談だん交じりに送ってきたゲイセックスの教則本だ。それを見られるぐらいなら、いっそ普ふ通つうのアダルト本を見つけられた方がまだましだった。いや、持っていないんだけど。久しぶりに、本気で死にたくなる。

　先さき程ほどまでの気まずい空気が一いつ遍ぺんに払ふつ拭しよくされたが、元げん凶きようの幼馴染みに感謝する気にはなれない。

「ち、違う、それ俺のじゃない」

　赤坂はさして興味も無さそうな顔で、俺が捨て忘れていた本を捲めくる。

　ちらりと見えた頁ページには写真やイラストで丁てい寧ねいに破は廉れん恥ちな事が解説してあった。

　無む駄だに写実性に富んだ絵を見て、頭の中でこめかみに当てた銃じゆうの引き金を三回ほど引いたときに、「アンダーラインまで引いてある」と赤坂が口にした。

　中学生の辞書じゃあるまいし、卑ひ猥わいな部分をマーカーで強調する幼馴染みには後で天てん誅ちゆうを下そうと決意し、赤坂から奪うばい取った本を投げる。美しい放物線を描えがいたそれは、壁かべに当たってバサリと落ちた。開いた頁の小見出しには「アナル挿そう入にゆう編」と書かれている。殺してくれ。

「美人」

　笑いを含ふくんだ声で名前を呼ばれて、誤解が解けていない事に気付く。

「ほ、本当に俺のじゃなくて、これ、幼馴染みが持ってきた奴やつだから」

　本を回収しながらも、顔を上げることが出来ずに小さくなった。

　強く握にぎっていた筈はずなのに、あっさりと本が赤坂の手に渡わたる。

　奪われたそれは、再び乱暴に床ゆかの上に投げ捨てられた。

「なんでただの幼馴染みがこんな物、渡すの？」

　急に不ふ機き嫌げんになった赤坂の顔をぽかんと見上げる。

　どうやら怒おこっているらしい赤坂に追い詰つめられて、気付けば背中がロフトに続く階段にぶつかる。このまま後ろ向きに一段一段逃にげていけば、確実にベッドにたどり着いてしまう。

　退路を断たたれてうろうろと視線を彷徨さまよわせていると、赤坂は「あの本、俺とのこと考えて読んだ？」と訊いてくる。途と端たんにかっと顔が赤くなった。

「し、してない。そんな想像しない」

「……俺は、してるけど。美人が俺の腕の中にいるところとか」

「み、耳元で囁くの、やめろよ」

　こんな事なら赤坂の傍には寄らずに、台所でお茶ちや請うけでも作っていれば良かったと後悔する。

　今からでも遅おそくない。クリーム入りのどら焼きなら、小一時間は赤坂の相手をしなくて済むと思い、肩かたに触ふれる赤坂の手を摑つかみ、「あの、ど、どら焼き、食べたくない？」と訊きいてみる。

　沈ちん黙もくが返ってきたが、めげずに「お、美味おいしいんだけど」と付け加えた。

「……」

　赤坂は眉まゆ根ねを寄せてしばらく沈黙してから、遠えん慮りよ無く噴き出す。

　俺の肩に手を置いたまま前のめりになる姿を見て、何がそんなに面おも白しろいのか分からずに、色めいた空気が消え去ったことに単純に安あん堵どした。

「美人……断り方が斬ざん新しんすぎる」

　笑われたものの、ほっとして「い、いいだろ、上手うまくいったんだから」と告げると、赤坂が首を傾かしげて「上手くいったって何が？」と口にする。

「俺、止やめる気ないけど」

　爽やかな笑え顔がおで言われて「え」と固まっていると、正面から抱き締められる。

「早く慣れるように頑がん張ばろうね？」

　耳元で囁かれた瞬しゆん間かん、脳と心臓の間に激しい電流が走った気がした。

　内ない耳じの中に木霊こだまするように入った声が、そのまま全身に反はん響きようしていく。手を繫つないだだけですら恐きよう慌こう状態に陥おちいっていたのに首と肩の境目に唇くちびるを押し当てられる。吐と息いきが肌はだに直接触れて、パニックを起こしそうになった。

「き、気長に待つとか、さっき」

「今日は触さわるだけだから、頑張ろうよ」

　念を押されて、引く気がないのだと悟さとる。そういえば赤坂は昔から押しの強い男だった。

「が、頑張るけど、あ、明日からとかじゃ、駄だ目め、ですかね？」

　話している最中に項うなじを指で逆さか撫なでされる。付き合う前の紳しん士し的な態度が崩くずれている気がしたが、こっちの方が昔の赤坂に近い気がした。戸と惑まどっているうちに、頰ほおに唇が押し付けられる。

　家に連れてきた時から、なだらかな加速を始めた鼓こ動どうがもう限界に近くなっていた。

「そうだな、明日も頑張ろうな」

　も、って事は今日もするのかと思考がストップしているときに、赤坂の手がするりとジャケットの中に入ってくる。

「ひっ……！」

　抵てい抗こうする間もなく、上着が脱ぬがされて中のシャツに指がかけられた。

「あ、赤坂、俺、赤坂に言わなきゃならない事があって」

「後で聞くよ」

　後でじゃ、手て遅おくれだ。触れられた後で捨てられるのは、自じ業ごう自じ得とくとはいえきっと応こたえる。

「赤坂、俺……」

　言いかけた言葉を奪うように、唇が塞ふさがれる。

　音を立てて唇を吸われ、舌で歯を開くように促うながされた。歯の隙すき間まをざらりと舐なめた舌に舌が触れて、喉のどが震ふるえた。いつもよりもずっと性的なキスだった。入りこんだ舌が、歯の裏側を掠かすめて、舌を捉とらえる。つい顎あごを上げると、深くまで入ってきた。唾だ液えきを飲み込むと、一度唇が離はなれた。だけどすぐにまた、咥こう内ないを犯おかすように舌が入りこんでくる。

　舐められながら背中を撫なでられた。腰のあたりに熱が溜たまっていく。唇の間で濡ぬれた音がする度たびに思考が濁にごった。熱っぽい息を吐はき出すと「美人」と名前を呼ばれながら、耳みみ朶たぶを撫でられる。視界がぼんやりと濁っていた。コンタクト越ごしに見る男の顔も、熱っぽい。

「最後までしないからそんなに警けい戒かいしないで」

　あやすように頰に口付けられて、知らず知らず摑んでいた赤坂のシャツから手を放す。

　───俺は言うつもりだったんだ。

　赤坂の体から伝わる温ぬくもりが、やけに大事なものに思えて手放しがたくなる。キスより先に進む時には必ず言おうと思っていたのに、何もかも失うと思ったら急に決心が鈍にぶる。

「最後までしないって、どこまでするんだよ」

　生き娘むすめみたいな事を言って、どこまでなら許されるだろうかと考える。

　こうなることは予期していたのに、いざ触れられるとどうしていいのか分からない。

　どこまでなら、正体を明かした時に許して貰もらえるんだろうか。大だい嫌きらいな相手に触れたと知ったときに、どこまでなら許容範はん囲いなんだろう。

「どこまでなら平気？」

　そんなの俺が知りたい。

「せ、背中……とか？」

　背中だったら、どこを触られても平気だと思って答えると、赤坂は予想外だというように首を傾げてから、いきなり俺の膝ひざの裏に手を入れて腰こしにもう片方の腕うでを回した。

　何をされるのか分からずにいたら、抱だき上げられて赤坂の足の上に下ろされる。小さな子供が父親にされるように、膝に乗せられた。後ろから抱き締しめられて、腹の方に手が回される。

　腹は約束してないと言いたかったが、耳に吐息が触れてそんな事を言える状態じゃなくなる。

　このまま十分経たったら、不整脈が原因で死ぬかもしれないと真しん剣けんに考えた。

　男同士だ。それが分かっているのに、心臓はうるさいし、顔は熱くなる。

「男の割りに軽いな。ちゃんと食べてる？」

「た、食べてる」

　最初は緊きん張ちようしていたが、赤坂がそれ以上何もする気がないと分かると、自然と体から力が抜ぬけた。赤坂はそれを待っていたかのように先程よりも少しきつく、抱き締めてきた。

　今では体中の色々なところが触れ合っている。

「噓うそつき」

「何が？」

「背中だけって言った」

「俺は最後までしないって言っただけで、背中だけって提案には了りよう承しようしてないよ」

　悪気もなく赤坂は口にする。確かにその通りだが、狡ずるい。

　こういう手で今まで色々な相手を誑たぶらかしてきたのだろうと簡単に想像できた。

「それに噓つきはお互たがい様だろ」

　そう言われて、一いつ瞬しゆん自分が赤坂を騙だましていることがばれたのかと、肩が強こわ張ばる。

　そんな体の反応は、触れている赤坂には筒つつ抜ぬけだろう。

「経験豊富じゃないくせに」

「え、あ」

　するりと、シャツの内側に手が入ってくる。直じかに肌を辿たどられて、体が跳はねた。

　自分よりも大きな掌てのひらが、薄うすい腹や胸の上を撫でた。そのときに指先が胸の先を掠める。偶ぐう然ぜん触ふれたのかと思ったら、もう一度戻もどってきた指の先でその場所をくにくにと押された。

「あ、赤坂」

「どうせ俺は噓つきだから」

「指」

　男なのにそんな場所を弄いじられるのが恥はずかしくて、思わず背後の男を見上げる。顔を見ることは叶かなわなかった。振ふり向いた瞬間に、唇を唇で塞がれて表情を窺うかがえない。

　不自然な格好で口付けられて首筋が痛む。キスの最中も胸を弄る指は止まらなかった。

　次し第だいに指を押し戻すようにそれが尖とがると、指で摘つままれる。最初は痛いくらいに引っ張られて、思わず赤坂の舌に歯を立てた。

「ふ、ぁ」

　慌あわてて口を開くと、するりと舌が逃にげていく。制止するための言葉を吐き出す間もなく、再び胸の先を指で押し潰つぶされて、声は喉の奥でくぐもる。

　乳頭の先を爪つめで辿られて、荒あらい息が漏もれた。

　下半身と直結するような明確な快感ではなく、むず痒がゆい程ほどに微かすかな愉ゆ悦えつが胸の先に広がる。

　腹の上に片方の手を置いたまま、今度はもう一方の胸の先を弄られた。同じような事をされて、そちらも同様に硬かたくなるとシャツが捲まくり上げられた。

　すっと冷たい空気が肌を冷やす。それでも赤坂に触れられていた場所は熱を持ったままだった。青白い肌の上で、女性みたいな色のそれが存在を主張している。

「な、何す……」

　抗こう議ぎの声は耳を舐められて中断する。軟なん骨こつに軽く歯を当てられて、視線を伏ふせた。

　服を捲られたままなので赤坂が胸の先を弄るときの、卑ひ猥わいな指の動きが目に入る。

　やらしいそれに、言葉を失って唇を嚙かんでいると徐じよ々じよに下半身が窮きゆう屈くつになっていく。

　幼おさな馴な染じみに病気じゃないのか、と言われたほど普ふ段だんは自己主張しない器官が熱を持つ。

　身近な女性に興味が持てなくて、誰だれかの事を考えて硬くなった事はない。こんな風に体を自分以外の誰かに触ふれられて、反応したのも当然初めてで、恥ずかしくて肌が焼ける。

「っ、ん、ん」

　赤坂に見つかるのが嫌いやで体を丸めた。膝を立てて、少しでも余よ裕ゆうを作ろうとすると腹の上にあった手が器用に片手でボタンを外す。それからファスナーを下ろされた。

「い、やだ」

　先程までの窮屈さはなくなったが、今度は羞しゆう恥ちで胸が苦しくなる。下着の上から陰いん茎けいに触れられて、泣きたくなった。他人に触れられるのが気持ち良くて恥ずかしくて、死にたい。

　騙している罪悪感は未いまだ頭の片かた隅すみにあるのに、簡単に快感を拾い上げる自分が信じられない。

　キスより先の段階に進んだら、と考えていた。でもこんなに生々しい事をされるとは想像していなかった。誰かの手で肌を暴あばかれることが、ここまで恥ずかしい事だとは知らなかった。

　赤坂が俺相手に性的な感情を抱くとはちゃんと実感できていなかった。

「あ、か」

　指で形をなぞられるだけで先が滲にじむ。

　はしたない欲望が目に入らないように、思わず瞼を瞑つぶった。触れられる度に、太ふと腿ももの内側がびくびく震える。腰を引こうとすると、再び腹に回った手に邪じや魔まをされた。

「付き合ってるんだから、いい加減名前で呼んでよ」

　黙だまっていると促すように耳朶を嚙まれる。耳に舌を突つっ込まれて、腰が跳ねた。その時に硬くなった物が尻しりに擦すれる。赤坂も、俺の体を見て興奮しているのだと気付いたら、急に全身が火を着けたみたいにさあっと熱くなる。気付いたことを悟さとられて、赤坂は居直ったようにそれを俺の尻に押し付けた。

「ふ……っ」

「最後までされたくないなら、俺の名前を呼んで」

　脅おどすような台詞せりふに逆らえず、体を震わせながら下の名前を声にする。

「誠吾……さん？」

　呼び慣れない名前だ。赤坂はふっと息を吐いて「それいいな」と吐と息いきだけで笑う。

「初うい々ういしくて、やらしい感じがする」

　下着ごと摑つかまれて、ぐちゅりと粘ねばついた音がした。これ以上されたら確実に死ぬ。

　軽く触さわられただけで、もうそれが限界を迎むかえているのは分かっていた。早そう漏ろうだと笑われそうなほど早い。

「や、らしいのは、俺じゃない」

　布の上から睾こう丸がんを揉もまれて、反射的に逃のがれようとすると尻が赤坂の欲望に擦れる。

　意図せず誘さそうような動きになってしまった事が恥ずかしくて、唇くちびるを嚙む。

「触ってるだけでこんな風になる美人は充分やらしいと思うけど」

　だけど、決定的な刺し激げきは与あたえてくれない。俺の反応を楽しんで、いかせるのを引き延ばしていた。勿もち論ろん、赤坂の前でいきたくない。でも体は限界だった。

「う、う」

　無意識に腰が揺ゆれると、胸の先を弾はじかれる。

「ふ、ぁっ」

　びくんと震ふるえた体の深い場所に、赤坂の指が布越ごしに当てられた。

　ぐっと押されると布地ごと指が孔あなに入りそうになる。排はい泄せつするためだけの器官に性的な意味で触れられて、ぞくりと嫌けん悪おと羞恥と背徳がない交ぜになった感情が肌はだを逆さか撫なでした。

　咎とがめなかったのを了承ととられたのか、布の上からではなく下着をずらして直接肌に触れられる。優やさしい手つきで一番汚きたないところを撫なでられて、泣きたくなった。　>>>♥

　下着を下ろされて、大きくなった性器が赤坂の目に晒さらされる。

　こんなに恥ずかしい事を、世の中の連中は俺よりずっと若い年ねん齢れいで経験しているなんて、信じられない。好きな相手に自分の欲望の在処ありかを晒して、平気でなんていられない。

「い、嫌だ」

　少しでもそれを隠かくそうと膝を閉じた。その時に赤坂の手を足の間に挟はさみ込む。

　そのせいで余計に指の動きを意識してしまう。ぬうっと、指が体の内側に入ってくる瞬しゆん間かんは気分が悪くなるほど、違い和わ感かんがあった。体の中で、自分の意思の及およばない物が動いている事が怖こわくて、赤坂の指だと分かっているのに怯おびえたように、背後の男の腕うでに縋すがり付く。

「せい、ご」

　最後までしないと言ったのに、その約束も破られるのだろうかと不安に思っていると、指はさらに深く潜もぐり込んで来た。

「き、気持ち悪い」

　素す直なおにそう伝えると「もう少しだけ」と言われ、胸を弄っていた手が性器に絡からみつく。

　直接陰茎を扱しごかれて、背中が震えた。手で軽く扱かれただけで、元々限界を感じていたそれは、すぐにでも堰せきを切らしそうになる。

　自分の吐息がやたらと荒くて耳に付く。出したい、と腰こしを震わせながら内側を抉えぐられる違和感が徐々に和やわらいでいくのを感じる。

「美人」

　名前を呼ばれて、耐たえきれなくなった。

「駄だ目め……っ」

　一度出してしまうと当然止める事なんて出来ずに、腰を震わせながら達した。

「あ……ぁ」

　うっすらと瞼まぶたを開けると、赤坂の掌を汚よごす様が目に入って、慌てて再び目をきつく閉じる。

　───なんか、どんどんばらせなくなっていく……。

　正体を明かせば、赤坂は二度とこんな風に触れないだろうと思い、急に心の奥が空くう虚きよになる。しかしいつかはばれる事だ。これ以上先に進んでしまったらもう本当に引き返せなくなる。

　射精したばかりだからか、感情が急に落ち込んでじわりと目め尻じりに涙なみだが滲む。それに気付いた赤坂があやすようなキスを仕し掛かけてきた。

「そんなに怖かった？」

　同い年というよりは、姪めいに向かって話しかけるような柔やわらかな喋しやべり方だった。

　怖いのは赤坂じゃなくて秘密がばれることだとは言えない。頰ほおや髪かみに触れる唇を黙って受け入れる。人の肌を触ることに慣れた指先が、他人に触れられ慣れない肌を辿たどっていく。

　赤坂はしばらく俺を抱だきしめていたが、落ち着いたのを見計らって次の約束をして帰った。

「赤坂、あんなことをした相手が俺だって知ったら、きっと後こう悔かいするだろう……な」

　当初は傷つけてやろうと思っていた。でも今は、赤坂の反応を想像するとひたすら恐おそろしい。

　不意に、他人だったら良かったのにと思った。

　正しよう真しん正しよう銘めいの赤の他人で、高木美人なんて奴やつは最初からどこにもいなくて、千葉美人しか存在しなければ良かった。動物病院で運命的な出会いを果たして、過去のしがらみなんて何もなければ良かった。

「どうせ、ばれたら許して貰もらえないんだから最後まですれば良かったかもな」

　出来もしない事を一人きりの部屋で呟つぶやく。狭せまい部屋が急に広く感じられて、寂さびしさを誤ご魔ま化かすように丸くなる。知らなければ餓うえる事も無かった人の温ぬくもりが欲ほしくて、目を瞑る。

　気付かれる時まで騙だまし通すのは狡ずるいだろうかと、そんな事ばかり考えていたら熱を持っていた肌はいつの間にかすっかり冷えきっていた。










「もしかして体調悪いの？」

　もごもごと食事をしながら二回り年上の副社長に尋たずねられて、「いえ、すみません」と答える。ぼんやりしていた自覚があるので、頭を下げて向き直った。

　この処ところ、睡すい眠みん不足が祟たたって仕事中でも上の空になってしまう事が多い。

　気を引き締しめるように、背中を伸のばして試食品の感想を待つ。

　副社長と社長が味見をするのを、社内では試食会と呼んでいた。

　副社長に対して行うプレ試食会で認められた物しか、試食会には出せない。試食会に出す時点で余よ程ほどの事がなければ発売が決定するが、過去には数度社長の鶴つるの一声でお蔵くら入りになった商品もある。現在は何度目かのプレ試食会の最中だった。

「もう少し何か違ちがうんだよな。味が単調っていうか。ちょっと、味付け工く夫ふうしてみてよ」

　副社長の言葉に頷うなずきながらメモを取る。手を動かして、来週半ばに迫せまった試食会に間に合うだろうかと考える。しばらく残業が確定したが、家に一人でいると余計な事を考えてしまうので、その方が良いかも知れない。

「高木君には期待しているから、失望させないで」

　優しいようで厳しい言葉に頷きながら、試食品を下げる。俺の後に出された後こう輩はいの作った冷れい凍とうスイーツは、わりとすぐに承しよう認にんされた。開発部に向かう道すがら、後輩にも体調不良を心配される。不ふ眠みん症しよう気味なんだと正直に口にすると、漢方を勧すすめられた。その助言を有り難がたく受け取って、更こう衣い室に向かう。

　ロッカーを開けたところで、携けい帯たいが鳴り出した。恐る恐る覗のぞき込むと、案の定表示されたのは「出るな危険」の文字だった。昨日あんな事をしたばかりで、冷静に話ができる状態ではなかった。

　電話には出ずに、留守電に切り替かわるのを待つ。今日の九時に部屋に来て欲しいという内容に重い溜ため息いきを漏もらす。

　赤坂とこれ以上関係が進むのは怖いから、打ち明けるなら今しかない。殴なぐられる覚かく悟ごは出来ているが、罵ば倒とうされるにはまだ心の準備が出来ていなかった。

『明日も頑がん張ばろうな』

　その台詞を思い出して「無理だよ」と呟く。俺も無理だが、きっと赤坂も無理だ。

『デブ』『キモイ』『汗あせっかき』『豚ぶた』『高木菌きん』なんてクラスメイトに嗤わらわれていた相手だと分かったら、触ふれたいだなんて思わないだろうし、付き合っていた事実さえ抹まつ消しようしたいだろう。

　瘦やせてからの渾あだ名なだって『地じ縛ばく霊れい』だった。

「殴られるよなー……」

　小学生の頃ころにプロレス技わざをかけられたり、中学の頃に他校の生徒からカツアゲされた事はある。だから殴られるのは初めてじゃない。だけど赤坂に殴られたら凄すごく痛そうだ。

「でも自じ業ごう自じ得とくだからな」

　今日何度目かの溜息を吐ついて、開発室に入る。あまりに暗かったせいか、部長が「副社長は営業出身の人間だから、開発の気持ちは分からないんだよな」と慰なぐさめてくれた。

　正直、副社長の駄だ目め出だしなんてすっかり忘れていたので、反応が鈍にぶくなる。

「高木さん、今日飲みにでも行きましょうか？　私、牛筋が美味おいしいお店見つけたんですよ」

　気を遣つかった後輩の台詞せりふに、赤坂との約束を断るという選せん択たく肢しが頭に浮うかぶ。

　しかし、そうやって先延ばしにしても、問題はなくならない。引っ越こして携帯も解約して逃にげることは、多分できる。大した給料は貰っていないが、引っ越し先が見つかるまでの間、ビジネスホテルに泊とまるぐらいの金はある。そもそも当初はそういう予定だった。

「今日は、先約があるから。ごめん、ありがとう」

　でも逃げてばかりはいられない。

　このままずっと騙し抜ぬいて傍そばにいたいと思うくらい、赤坂の事が好きでもだ。

　馬ば鹿かみたいだな、と頭を抱かかえる。一体どうしてこんな事になったのか、自分でもよく分からない。誰だれかに優やさしく気遣われるのが初めてだからといって、何もこんなに厄やつ介かいな相手を好きになることはなかったんじゃないかと、自分自身を問いつめたくなる。

　───仕方ないよな。好きになってしまったんだし。だけどもう終わりにしないと。

　家に帰ると決心がぐらつきそうで、約束の時間に合わせて残業した。副社長の要望に添そうために、味を研究しているとあっという間に時間が過ぎた。更衣室で着き替がえる時に、まだ気持ちが萎なえていない事にほっとする。いつになく憂ゆう鬱うつな家路を辿る途と中ちゆうで雨まで降り出す。雨あま脚あしは弱く、すぐに止やみそうだった。少し濡ぬれるだけだ。傘かさを買うのも家に一度取りに行くのも面めん倒どうで、鞄かばんを持ったまま赤坂のマンションに向かう。

　エントランスでロックを解除して貰って中に入った。事情を話したらどうせすぐに追い返されるだろうと思いながら湿った顔を掌てのひらで拭ぬぐい、エレベーターで七階まで進んでドアの前に立つ。

　インターフォンを押すとすぐに、ドアが開いた。

「お疲つかれ」

　出てきた赤坂に労いたわられて、意味もなく小さく頷く。本当は玄げん関かんで話をしたかったが、赤坂がさっと室内に戻もどってしまったので、仕方なく靴くつを脱ぬいで追い掛かける。

　ゆとりのあるリビングには洗練された家具が置かれていた。ベランダはうちよりも面積があり、灰皿とサンチェアーが一つずつ並んでいるのが見える。

「適当に座すわって」

　俺も今帰ってきたばかりなんだ、と言うと赤坂は珈コー琲ヒーを淹いれながらネクタイを外す。

「その、今日は話があって来たんだ」

　昨日「後で」と言われた話題を切り出すと、赤坂は珈琲をテーブルに置く。

　赤坂はソファに座ったが、俺はその近くで立ったまま俯うつむく。

　電車の中で順序立てた話を、どう切り出して良いのか解わからずに口くち籠ごもる。

　謝あやまらなければいけないと、ずっと前から思っていたのにいざとなると、「言ったら全部駄だ目めになるぞ」と怖おじ気付きそうになる。

「美人？」

「俺……言わなきゃならない事が、あって」

　声が震ふるえるのは仕方ない。赤坂の前に立つと、俺はいつだってあの情けない子供時代に引き戻される。随ずい分ぶん引き離はなしたはずの影かげに、追いつかれてしまう。

「何？」

　赤坂はカップに口を付けた。視線を向けられて、じりじりと体の内側が焼けるような感覚を覚える。すっと息を吸い込んだら、それが刃のように喉のどに刺ささった。

　言葉にも棘とげが生えて、口の中をあちこち刺す。復ふく讐しゆうなんて馬鹿げたことを考えなければ良かった、と後こう悔かいするのはこれが何度目か分からない。だけど、復讐しなければ俺は赤坂の事を何も知る事が出来なかった。リストにできるほどの好みを把は握あくする事もできなかったし、恐おそらくキスも知らないままだっただろう。だからこれで良かったんだと、自分自身に言い聞かせる。

　たとえ、これから赤坂に嫌きらわれるとしても。

「全部、噓うそなんだよ。俺、赤坂の事を騙してたんだ。つ、付き合ってたのも本当は、赤坂のことが好きだから付き合ってたわけじゃなくて……子供の頃の仕返しがしたくて」

　俺の言葉に、赤坂は動じた様子もなく珈琲を飲む。

　柔やわらかな湯気が立ち上り、苦く焦こげ付いた匂においが部屋には広がっていた。

「全部」

　湿った空気によく馴な染じむ声が、楽しそうな響ひびきで俺の言葉を繰くり返す。

　それは予想していたような反応ではなかった。

「全部って、どこから？」

　優しげなのにどこか投げやりな声こわ音ねにびくりと肩かたが震える。

　ごめんなさい、と謝る前に「ビジン、黙だまってないで何か言ってよ」と古い渾名を呼ばれた。

「え？」

　赤坂は自分の分のカップを空にして俺に視線を向けた。

　その眼まな差ざしは穏おだやかに見えて、瞳ひとみの芯しんは凍こおり付いている。逃げ場なんてどこにもないのに、この期ごに及およんで逃げ出したくなった。

「本当にずっと気付かれてないと思ってたの？」

　さもおかしそうに赤坂が笑う。刺とげ々とげしい笑え顔がおを前にして、言葉を失う。

　一体、いつ俺の本当の名前がばれたんだろうと、目を見開いた。

「な、なんで、知って……」

　あんなに頑張って秘密にしてきた事がばれて、赤坂は「なんでって、むしろなんで騙だませると思ってたのか不思議だよ」と呆あきれたように言う。

「顔、全然昔と変わらないのに。瘦せただけで、性格も何もかも昔のまんまだしね」

「いつ、俺だって分かったん、だよ？」

　話しながら、今までの事を回想する。どのタイミングでばれたのか、分からなかった。

「顔が変わらないって言っただろ。だから最初から。犬の診しん察さつ券に書いてあった名前とビジンが名乗った名前が違ちがったから、俺と関かかわりたくなくて偽ぎ名めいを使ったんだと思って、気付いてないふりしてただけ。いつかばらしてくれると思ってたし」　>>>♥

　犬の診察券と言われて、そういえば問もん診しん票の『保護者欄らん』を書くときに飼い主の名前が分からず、仕方なく自分の名前を書いた。しかしまさかそれが診察券に使われるとは思わなかった。

「ビジンは人を騙すの向いてないと思うよ。俺が電話した時も、高木だって名乗ってたし」

　赤坂の電話を受けたときの事は、思い出せない。自ら本当の名字を名乗っていたなんて、間ま抜ぬけすぎる。確かに噓や騙す事は昔から得意じゃなかった。赤坂は、その点今もあの頃も噓がうまい。俺の正体に気づいてると、微み塵じんも感じさせなかった。だけどどうして、赤坂が俺の猿さる芝しば居いに合わせる必要があったんだろう。いつ俺が正体をばらすか、その時をずっと内心嘲あざ笑わらいながら待っていたのだろうか。そのために、俺とあんな事までしたのか。

「だったら、だったらなんで俺と付き合おうなんて言ったんだよ？」

　否定して欲ほしくて問いかける。赤坂は観察するような目を俺に向けた。

　羞しゆう恥ちと混乱で顔が赤くなる。生まれてから一番みじめな気分で、泣きたくなった。

　もう俺の負けでいいから、今すぐ靴を履はいて玄関から逃げ出したい。

　唇くちびるが触れた時、焦あせる姿を見て内心で馬鹿にしていたのだろうか。最初に仕し掛かけたのは俺なのだから、仮にそうだったとしても責める権利はないが、俺が今日打ち明けなかったら赤坂はどこまで騙されたふりをするつもりだったんだろう。俺を貶おとしめるために、抱だいただろうか。

「……俺、そんなにお前に嫌われたんだ？」

　コンタクトレンズが涙なみだのせいでずれて、余計に視界がぼやけた。

　慌あわてて指で戻そうとしたが、余計に位置がぶれて痛くなる。こんなことしている場合じゃないと思っていると、知らぬ間に近づいてきた赤坂に手首を摑つかまれた。

「今日は、終わらせに来たの？」

　目が痛くて、視界は不ふ鮮せん明めいだった。だけど見ないでも、赤坂が怒おこった顔をしているのは分かる。

　摑まれたままの手首を引こうとすると、余計に強く摑まれた。いっそ殴なぐればいいのに、と思った。殴ってつまみ出してくれれば、ここから退場できる。

「俺に触さわられるのが嫌いやで、終わらせに来たんだろ。騙すなら、騙し抜ぬかないと。ビジンが始めたんだから、最後まで演じきってよ。俺も、折せつ角かくイイ人のふりが様になってきたのに」

　赤坂の言葉にも棘が生えていた。それがちくちくと肌はだに刺さる。その痛みに言葉を失って見つめると、頰ほおに拳こぶしを当てられる代わりに、ネクタイを締しめた襟えり元もとをぐいっと指で引かれた。

　思わず前のめりになった俺に向かって、赤坂は「脱いで」と口にする。

「今日もする約束だったよね？　今日は最後までしようよ。それで、許してあげるから」

　耳に柔らかく嚙かみ付かれながら告げられた台詞せりふに、目を見開く。

　赤坂がどんなつもりでそんな事を言うのか分からなかった。俺を傷つける以外、そんな行こう為いに意味があるとは思えない。

「好きでもない男と仕返しのために触ふれ合えるんだから、贖しよく罪ざいのために体ぐらい差し出せるんじゃない？」

　好きでもない男、と赤坂が言ったのが可笑おかしい。

　何もかも見み抜ぬかれたと思っていたが、そこだけはばれなかったのか、と安あん堵どする。

　好きじゃなかったら、正体なんてばらさずに行方ゆくえを晦くらましていた。でも、それは赤坂に分かって貰もらえなくていい。ばれていたら、こんな条件を赤坂は提示しなかっただろう。

「……わかった」

　そう呟つぶやいた自分の声は、驚おどろく程ほどに冷静だった。

　赤坂は俺が受け入れると思わなかったのか、意外そうな顔をする。

　自棄やけになっているわけでも、ましてや本当に償つぐないの気持ちからでもなく、打算的にその要求を受け入れる。惨みじめでも、好きな相手に抱かれるなら、いいと思った。俺は本当に馬ば鹿かだ。

「いいよ、それで許してくれるなら」

　ネクタイを解くときに、指に触れた服が予想以上に冷たくて、自分で思うよりもずっと雨に濡ぬれていたのだと知った。










　黒板の隅すみに描えがかれた相合い傘がさを覚えている。

　日直は男女一組で、時折悪戯いたずらでその間にハートマーク付の傘が描かれた。

　たぶん俺達の親世代からあるような、旧ふるい悪戯だ。片方は赤坂で、もう片方は女子生徒だった。彼女は赤坂が好きで、多分彼女を庇かばった女子も赤坂の事が好きで、男子と一いつ緒しよに彼女をからかった子も赤坂の事が好きだったんだろうと思う。教室はいつも赤坂が中心になっていた。

　みんな熱病のように赤坂の事が好きで、認められたくて、一緒に居たかったんだろう。

　女子生徒はからかわれて泣いた。自分の気持ちをみんなの前で暴ばく露ろされることよりも、赤坂に知られたことの方が恥はずかしかったのかもしれない。

　俺は蚊か帳やの外から、その光景を見ていた。赤坂は少し遅おくれて登校して、はしゃぐ連中を無視して席に着いた。女子生徒を慰なぐさめるでもなく、はしゃいでいる男子に叱しかるでもない。どちらも眼中にないようだった。俺の時は庇ってくれたから、少し意外だった。結局、相合い傘は優等生の野間が、教師が来る前に消したので問題にならなかった。

　普ふ段だんは教室を牽けん引いんする存在だったが、時々そんな風に超ちよう然ぜんとした態度を取る事があった。

　あの時の赤坂が何を考えていたのかは知らない。でも、きっとどうでも良かったんだ。

　眼差しは下らないと言わんばかりに冷めていた。今と同じように。

「逃にげるかと思った」

　寝しん室しつに入ってきた赤坂はそう言って俺の目の前に立つ。俺と同じ、薄うす手でのガウンを着ている。光こう沢たくのあるそれは肌はだ触ざわりがよくて、今にも肩から滑すべり落ちていきそうだった。

「逃げない」

　そう呟くと、顎あごに赤坂の指が触れる。それに促うながされて上を向く。

　赤坂の指はまだ湿しめっていた。俺の体はシャワーのせいですっかり冷えて、よけいに指の温ぬくもりを鮮明に感じてしまう。

「そうだったよな。ビジンは逃げない。しつこく苛いじめられても、毎日学校に来てた。早退も、遅ち刻こくもしなかったし、悪口を言われても平然と無視してた」

　赤坂の言葉に苦い記き憶おくが蘇よみがえって、思わず奥歯を嚙みしめる。

「ビジン」という呼び方は嫌きらいだ。それで何度親を恨うらんだか知れない。普ふ通つうの男っぽい漢字が良かったと、面と向かって抗こう議ぎした事がある。

「格好いいと思ってたよ。一人でも平気でいられる強さを、他ほかの連中は持ってなかったから」

　別に好きで一人だったわけじゃないと、あの頃ころの自分を思い出す。平然としていたわけじゃない。いつだって、情けなくて泣き出しそうだった。

　灯あかりのない室内では、カーテンの隙すき間まから忍しのび込んだ遠くのネオンだけが光源だった。

　それでも暗さに慣れて仕し舞まえば、赤坂の表情ぐらいは読みとれる。コンタクトは外してしまったが、元々裸ら眼がんでも生活するのにさほど支障はないから、この距きよ離りなら問題なく見える。

「よく嫌いな男に抱かれる気になるね。そんなに、俺が怖こわい？」

　詰つまらなそうな顔だった。俺が拒きよ絶ぜつしなかった事が不満なのかもしれない。

「よく嫌いな男を抱く気になるよな。そんなにまでして俺を貶めたいのかよ」

　似た台詞で言い返すと、赤坂は微かすかに笑って俺の唇を親指でなぞる。

　腹は括くくった筈はずなのに、触れられると切ない。

　昨日は触れられると恥ずかしくて、気持ちよくてどうしようもなくて、だけどどこかで嬉うれしいと思う気持ちがあったのに、今はただ苦しい。どうしようもなく辛つらかった。

　意地で抱だき合ってまで、俺は何が欲ほしいんだろう。抱き合ったという事実が欲しいのか。

「俺のこと、そんなに嫌いだった？　復ふく讐しゆうしたいぐらいに」

　赤坂の言葉に答えは返さなかった。これ以上話しても、何も得られない。ただ傷つくだけだと思って、顔を逸そらす。唇から指が外れた。

　雨が降ってるせいで、室内は少し寒い。求められる温もりは目の前の男だけで、だけど自分から手を伸のばす事は出来ない。俺は脅おどされて仕方なく、赤坂に抱かれるという筋書きだ。

「馬鹿みたい」

　苛いら立だちを含ふくんだ声で赤坂はそう呟いた後で、溜ため息いきを吐ついて俺をベッドに押し倒たおした。

　腰こしひもが解かれないまま、合わせ目に手を入れられる。肌の上をさすられて、声を飲み込んだ。

　赤坂の台詞が耳に焼き付く。多分本当に、馬鹿なんだろうと思いながら目を閉じる。

　慣れない体は、こんな状じよう況きようでも軽く触れられるだけで簡単に反応した。

「う、ぁ……」

　声を出したくなくて、唇を嚙むと余計にしつこく胸を弄いじられる。

　女性とは違ちがうのに、薄うすい肉を揉もまれておかしな気分になった。

　すぐに尖とがった先を吸われてベッドの上で身を捩よじる。下着を着けてない下か肢しに手が這はわされて、反射的に逃げるように赤坂の肩かたを押す。けれどそれだけでは、びくともしない。

　目を開けると、好戦的に歪ゆがめた綺き麗れいな形の唇くちびるが視界に入る。

「今いま更さら、どこに逃げるの？」

　揶や揄ゆするような声こわ音ねで訊きかれて、唇を嚙む。

　たぶんこれは、赤坂にとってセックスじゃない。ただの苛めなんだろう。

　だったらさっさと突つっ込んで、終わりにしてくれればいい。それともこいつは俺の中に巣くう灰色の煙けむりの正体に気付いていて、心ごと蹂じゆう躙りんしようとしてるんだろうか。

「どうせなら、ビジンも楽しめば？」

　揶揄する台詞を無視するように、すぐ横の、シーツの作る波間に目を落とす。

　すると胸に歯を立てられた。

「ひっ」

　じわりと広がった痛みの後で、尖った場所を指で引っ張られる。体が反応して腰こしが跳はねた。

　浅ましい反応に、頰に熱が集まる。

「男に抱だかれるのは初めて？　それとも、経験豊富って言うのは噓うそじゃないのかな？」

　嘲あざけりを含んだ問いには答えずに、ひたすら瞼まぶたを閉じて体を硬かたくした。もう声なんて一つも漏もらさないように、歯を食いしばる。だけど赤坂の指が体に這うと、それはひどく難しくなった。

　時折軽く爪つめを立てられ、舐められた胸の先が熟うれたように熱を持つ頃には、呼吸に僅わずかながら声が混じり始める。

　赤坂の唇は、胸だけではなく他の部分にも触ふれた。触れられる度たびに熱が灯ともるのは、肌はだの下で血がざわめくからだ。血がざわめくのは、好きな男に触さわられているからだ。

　それを知っているから、もうどうしようもない。体はどんどん火ほ照てっていく。知られたくない気持ちが、肌の上に浮うき上がりそうで怖くなって、もう一度だけ赤坂の体を駄だ目め元もとで力ちから一いつ杯ぱい拒きよ絶ぜつしてみる。肩に爪を立てて、どうにか暴あばかれる前に引き剝はがそうとした。

　それでも太ふと腿ももに這う手すら離れず、伸ばしきることの出来ない肘ひじが力無く震ふるえる。

「ここまできて、抵てい抗こうするの？」

　やけに優やさしい声だった。絶対的に変わらない結果を前に、頑がん是ぜ無ない子供を諭すときに似た口調に、立てた爪を引っ込める。

「嫌いやなら、もっと早く言えば良いのに。そしたら許してあげた」

　にやりと笑う赤坂の顔を見て、噓つき、と唇だけで呟く。

　赤坂は俺の唇を読んでも、微笑ほほえんだままだった。

　その笑え顔がおを眺ながめていると、唇に指が当てられる。逃のがれようとすると、中に入りこんできた。

　歯列をこじ開けた第二指と第三指が舌の表面をなぞる。

「ふ……くっ」

　舌まで赤坂に触れられるとざわめく。

　背筋をびりびりと駆かけ抜ぬける快感の因子を遮しや断だんするために、含まされた指に嚙かみ付く。

　ゴリっと嫌な音がしたが、赤坂は平然とした顔で指を動かして舌を撫なでた。その指が止まり、俺が歯から力を抜く。赤あか紫むらさきの歯形がついた指が、口の中から出ていく。

　指は、開いた足の奥に這わされた。唾液を纏まとったそれが、孔あなの周りを引っ搔かく。

　赤坂の肩に置いたままの手は、押しやる事も爪を立てる事も忘れて、ただ堅かたい筋肉に触れる。

「なぁ……全部噓って、あの男の事も含めて？」

　輪を描えがくように、指が孔の周りを辿たどる。時折引きつれた肉の中心を擽くすぐるように掠かすめて、その度に爪つま先さきまで力が入った。質問を無視した仕返しに、指が乱暴に内側に突き入れられる。

「ひゅ、あ、っ」

　長い指は無ぶ遠えん慮りよに内側を奥まで進む。ずぶずぶと入ったそれに、更さらに声が出そうになって慌あわてて両手で口を押さえる。昨日よりもずっと乱暴な手つきで、入りこんでくる。

「電話に出た男、本当はどういう関係なの？」

「千葉のことは、あ、かさかには関係ない」

　変な声が漏れないように、注意深く答えた。

「千葉っていうんだ。偽ぎ名めいに彼氏の名前を使ったわけ？」

　指を増やされて、乱暴な手つきで内側を擦こすられる。

　腹が苦しくなって、ずり上がるように背中をベッドに擦なすり付けると、「初めてっぽく見えるけど、これも演技？　彼氏とはどこまでの関係なの？」と白けた声で赤坂が言う。

「……どうせ、どっちでもいいんだろ」

「そんなことないよ。そいつには簡単に足開いてて、俺だけ焦じらされてたなら面おも白しろくないしね」

　俺が赤坂を傷つける事は酷ひどく難しいのに、赤坂は簡単に俺を傷つける事が出来る。

　好きになるべきじゃなかったのに、ともう一度詮せん無ない事を考える。少しぐらい優しくされたからって、馬ば鹿かみたいだ。結局、赤坂の掌てのひらの上で踊おどらされていただけだったのに。

「……美人と俺が寝ねたって知ったら、そいつはどうするんだろうね」

　体は熱を持つのに、心は冷えたままだった。触れ合っているのに寂さびしくて虚むなしい。

　内側で指が開かれ、抜かれる。圧あつ迫ぱく感かんが無くなってほっとしたのも束つかの間、赤坂の体を挟はさむように大きく足を開かされる。腰ひもが解かれて、ガウンが剝ぎ取られた。

　自分の太腿に、時折赤坂の張り詰めた性器が掠める。熱くて硬いそれがわざと肌の上に擦り付けられた。自分の物より大きい欲望の証に、無意識に体が強こわ張ばる。

「足、持ってて」

　そう言われて、強引に膝ひざを抱かかえさせられた。覚おぼ束つかない指先を膝裏に当てる。さぞかし滑こつ稽けいな格好だろうと恥はずかしいより情けなくなる。

　赤坂は俺にそんな体勢を強しいたまま、ナイトテーブルからゴムを取り出す。当然のように常備しているのを見て、このベッドで抱かれた相手が俺だけでは無い事に気付く。

　彼もこうしていたんだろうかと、赤坂にキスをした男の顔を思い浮かべた。

　赤坂は慣れた手つきでゴムを嵌はめた後で、顕あらわになった場所に観察するように視線を向ける。

　冷たい眼まな差ざしが嫌だった。汚きたない場所を見られていると思うと、死にたくなる。

　一体、何を考えているのだろうと想像して怖こわくなった。羞しゆう恥ちと、嫌な想像で、じわりとまた涙なみだが滲にじむと、ようやくその場所に指が触れる。思わず息を詰つめた。

　ゴムを被かぶった先せん端たんが宛あてがわれ、それが肉の内側に入って来る。

「っ、は、う、……っ」

　体がそこから裂さかれていくような気がした。

　頭だけ無む理り矢や理り飲み込まされて、ずり上がりそうになると足を摑つかまれて引き戻もどされる。そのせいで、膝を持つことができなくなった。役目を失った手は、本能的に赤坂の体を拒きよ絶ぜつした。

「う、ぁ、……あ、ぁ」

　抜いて欲ほしい。苦しい。最悪だと、歯を食いしばりながら思う。

　だけどそれを口にはしなかった。ひたすら我が慢まんして、痛みから意識を逸らそうと目を瞑つぶる。

　飛行機雲、スケルトンの時計、燐寸マツチの匂におい、ロープウェイ、玉たま砂じや利りの音、地元のホテルのチャペル、姪めいの笑い声、植物図ず鑑かん、ハンモック、大きな蓄ちく音おん機き、アーミラリー天球儀。

　無意識に、赤坂が好きだと言った物を頭の中で並べる。後は、なんだっただろうか。

　覚えている筈はずなのに出てこない記き憶おくがもどかしい。思い出せたら、痛みが消えるというわけでもないのに、必死に頭を巡めぐらせていると「美人」と、名前を直接耳に吹ふき込まれた。

　うっすらと目を開ける。赤坂の髪かみと天てん井じようが見えた。

　いつの間にかシーツを握にぎりしめていた手を取られ、背中に誘ゆう導どうされる。どうしていいのか分からなかったが、掌に肌が触れたときに突き上げられて、咄とつ嗟さに爪を立ててしまう。

「そのままでいいから」

　先さき程ほどよりも随ずい分ぶん優しい声で言われ、宥めるようにキスをされた。乾かわいていた唇と、怯おびえていた舌が丁てい寧ねいなキスで慰なぐさめられる。

「美人」

　赤坂も苦しいのかもしれない。だから上辺だけでも優しくしてくれるんだろうか。

　肉はびっちりと赤坂のそれにまとわりついている。隙すき間ま無く食い締しめた場所からは、断続的な痛みが伝わってくるが、唇を吸われている間は意識しないで済んだ。

「は、ぁ、……ぁっ」

　寂しい隙間が埋うめられて、肌がくっつく。赤坂は俺の髪に唇を寄せて、腰を摑んで緩ゆるく揺さ振ぶった。時折唇は、耳に触れる。一度も弄いじられていない性器が、微かに芯しんを持ち始めた。

　すぐに赤坂にそれを気取られて、まだ柔やわらかい性器をわざと腹に擦り付けるようにされて、触れられ慣れてない敏びん感かんな先端はすぐに、快感を拾い上げる。

「ふ、っ、ン、ん」

　赤坂が体を起こす。手で直接扱しごかれて、思わず全身に力が入る。当然、赤坂を受け入れた場所も締め付けてしまう。余計に中に入った物を意識してしまい、熱を移された肉がざわめく。

「あ、ァ、や、だ」

「いけるようなら、一回出して」

　掠れた声で赤坂が言った。きっとセックスなんて慣れているのだろう。

　でも俺は違ちがう。こんな風に誰だれかと皮ひ膚ふを触れ合わせるのは初めてで、自分の感情すらコントロールできない。わけもなく泣きたくなって、本当の気持ちを喚わめき散らしたくなるような、情じよう緒ちよ不安定の状態で達するのが、急に怖くなる。

「や、ぁ、赤坂、い……、ぁ」

「大だい丈じよう夫ぶだから、出して」

　甘い声に宥められて、縋すがり付いた。手と性器の間が濡ぬれて、擦られる度に心ここ地ちよくて声が漏もれる。背中に鳥とり肌はだが立って、体の奥が震えた。

　絶頂の瞬しゆん間かんはふっと軽くなって、すぐにその倍の重力を感じたように体が沈しずむ。

「っは」

　達した瞬間締しめ付けたせいで赤坂は短い息を吐はき出して、中に埋めたままのそれを一度抜く。

「ン、ぁ」

　思わず喉のどを反らす。抜きとられたそれが、太ふと腿ももに当たる。濡れた感かん触しよくが居たたまれなくて、避さけるように足を動かすと痛みが走った。抜かれた筈なのに、そこはじりじりと痛む。

　まだ中に入っているような気がした。赤坂の濡れた指が、再び孔の中に入ってくる。

「い、たい」

　思わず泣き言を口にした。赤坂はあやすように目め尻じりに唇くちびるを押し付ける。甘い唇が、嫌いやだった。

　こんなやり方では未練が残ってしまいそうだ。手て荒あらに扱あつかうならずっとそうしてくれればいいのに、急に赤坂が優やさしくなるから思い切れない。もっと嫌いにさせて欲しい。

「へたくそ」

　だから挑ちよう発はつ的に嗤わらった。赤坂の唇が目め尻じりから離はなれる。どんな顔をしているのかは、怖くて確かく認にんできない。だから俺はシーツに投げ出された力の入らない自分の指先を見る。

「今まで……してきた奴やつの中で、赤坂が一番、下手へただ」

　赤坂は頰ほおに唇を落として、俺の望み通りの乱暴な手で髪を撫でた。　>>>♥

「他ほかの男と比べられるなんて余よ裕ゆうがあるんだな。じゃあ別に、休まなくても平気だよね」

　赤坂が足首を摑む。力ずくで開かされて、あられもない格好でもう一度その場所に受け入れるはめになる。

「っ」

　悲鳴なのか嬌きよう声せいなのか、判断の付かない声が漏れそうになって慌あわてて飲み込んだ。

　セックスというより折せつ檻かんのように中を蹂じゆう躙りんされて、苦しくて首をうち振ると一度吐き出して力を無くしている性器を愛あい撫ぶされる。

「ぃ、や、だ」

　そのまま自分勝手に吐き出せばいいのに、俺にも快感を与えようとする。それが嫌で、手の甲こうに爪つめを立てても指が離れない。

「美人」

　名前なんて呼ばなくていい。鮮あざやかに苦痛だけが欲しい。酷くて最低で、好きになったのが間ま違ちがいだと実感したいんだ。子供の頃ころ、本当はずっと憧あこがれていたという事も忘れてしまいたい。

　二度としたくないと思いたい。そうじゃないと、また手を伸のばしたくなる。背中に縋り付きたくなるのが嫌で、掌に爪をめり込ませた。

「も、嫌だ、もう駄目」

　泣きそうになって手で顔を隠かくした。赤坂は俺が達した後で内側で爆はぜる。

　これで終わりだ、と安あん堵どすると同時に、赤坂が自分の体を使って達することができたのだという事が純粋に嬉うれしかった。だけど同時に息が出来ないくらい胸が痛んで、それを誤魔化したくて強く唇を嚙かみしめた。










　失しつ恋れんをしたって朝は来るし、体が怠だるくても社会人である限り仕事をこなす必要がある。

　目覚めは最悪だった。歩くだけでずきずきと体の奥が痛んだので、家の前にタクシーを呼んだ。行ぎよう儀ぎが悪いと思いながらも後部座席で横になると、昨夜ろくに眠ねむれなかったせいかそのまま眠ってしまい、着いたところで運転手に起こされた。

　寝ねぼけ眼まなこを擦こすろうとして、手が眼鏡にぶつかる。昨日、外したコンタクトをどこかに失くした事に気づいたのは、今朝だった。

　探す気も起きずに前に使っていた眼鏡をかけた。正直、寝不足の目にレンズを入れるのは億おつ劫くうだったので丁度良い。

『どうせ同じ結末になるなら、最初からイイ人ぶる必要なかったな』

　事が終わった後で、億劫そうに赤坂は言った。俺はもう一度シャワーを借りるのが嫌で、濡れた服を着て無言で家に帰った。ドアを開けて部屋に入り鍵かぎを掛かけて、補助鍵を付けたときに、気が抜ぬけて濡れた服のまましばらく玄げん関かんで蹲うずくまっていた。それが悪かったのかもしれない。

　部屋でもう一度シャワーを浴びて布ふ団とんに入った時は既すでに、体が重かった。抱だかれたからというだけじゃなく、風邪かぜを引いたかもしれないと、全身が気怠い理由に思い当たる。

　念のために、会社のロッカーにしまっていた使い捨てのマスクを取り出す。

　更こう衣い室を出ると部長が「お、風邪か？」と訊いてくる。

「いや、まだよく分からないんですけど」

「ノロウィルスだけは持ち込むなよ」

「去年持ち込んだ人が言わないでください」

　思わず反論すると、部長は少しばつが悪そうな顔をした。

「まぁ。風邪なら悪化する前に帰りなさいね」

　その台詞せりふには素す直あおに礼を言う。

　確かに体は怠いが、家には帰りたくない。家にいればどうしたって赤坂の事を考えてしまうから、仕事をしている方が気持ちは楽だ。結局、赤坂に向かう感情は今も俺の胸の内側にある。

　最初から、赤坂は俺が千葉ではなく高木だと知っていた。付き合おうといった時に、動どう揺ようする俺を見て内心おかしかったんだろうな、と自じ嘲ちようする。

　───そこまで嫌きらわれているとは思わなかったな。

　考えれば考えるほど、赤坂を今も好きでいる理由なんて見付けられない。なのに今も嫌えないのは何故なぜなんだろう。自分自身の事なのに分からない。だけどそもそも赤坂を責める資格は俺にはない。お互たがい騙だましあっていて、向こうの方が一枚上手だっただけの話だ。

　それに感情の整理を付けられなくても、もう俺と赤坂の関係は昨日で終わりになった。

　また赤坂の事を考えている。仕事に集中しようと頭を切り換かえた。しかし集中しようとすればするほど、頭の中がぼんやりしてくる。次し第だいに頭痛まで始まった。

　昼休みになっても、俺の体調は一向に改善しない。それでもモニタによる試食会の結果が出る午後の会議には参加したかったので、薬を飲んで終業時間までなんとか持ちこたえた。

　翌日もまだ気分は悪かったが、薬を飲んでいれば体は怠くても仕事はできたし、熱も平熱よりも多少高いぐらいだった。仕事も立て込んでいて、半休を取るのも勿もつ体たいない。

　何より意地でも働く事で、色々な事を頭から締しめ出したかったんだ。

「大丈夫ですか、高木さん」

　気き遣づかうように後こう輩はいに訊かれたのは、赤坂と寝てから三日も経たつ頃だった。

　こじらせた風邪は咳せきを伴ともなうようになり、その日は朝から気分が悪かった。

「平気……」

　弱々しくそう答えた俺を見て、部長が珍めずらしく険しい顔で「どうしてそう酷ひどくなるまでほっといたんだ。今すぐに病院に行ってきなさい」と口にする。

「食品を扱ってるんだ。ここにいる他の人間に移っても困るし、試食会までに治すためにも、病院に行きなさい。今日はもういいから」

　部長の言葉に「すみません」と頭を下げた。

　帰り支じ度たくをして会社を出たのは、午前十一時頃ごろだった。駅までは普ふ通つうに歩けたし電車にも乗れたが、途と中ちゆうで吐はき気を覚えて降りるつもりのない駅のホームに飛び降りる。

　駅のトイレで二度ほど吐いた。吐くものがなくなってホームに戻もどったが、電車に乗ったらまたぶり返しそうで、プラスチックのベンチに座すわって何本か電車を見送る。車くるま酔よいをする可能性があったのでタクシーを避けたが、もしかしたら電車よりも車の方がましだったかもしれない。

　しかしいつまでも駅のベンチにいても状じよう況きようは改善しない。

　次の電車が到着したので、ふらついた足取りで立ち上がる。

　ドアが開いたときに降りてきたサラリーマンに肩かたをぶつけられて、思わずよろめく。不意に背中を支えられた。その手に促うながされるように電車に乗り込む。

「具合悪いの？」

　聞き覚えのある声で尋たずねられて、振ふり返るとそこに数日前に関係を断たち切ったはずの男が立っていた。

「あ……」

　嬉しくない偶ぐう然ぜんに、意識が遠のきそうになる。どうしてここにいるのか不思議だった。

　どうして、会いたくないときに限って偶然会ってしまうんだろう。

「どこまで？」

　ぼんやりと赤坂の顔を見ていると「どこの駅で降りるの？」と同じ質問をされる。

　実家を出て以来、病気にはかかっていないからこのあたりに掛かりつけの医者はいない。

　ひとまず自宅の最も寄より駅で降りて、適当に探すつもりだった。だから「いつもの駅まで」と答える。

「病院は？」

「これから」

　俺の返答を聞いて、赤坂は携けい帯たいを手にした。

　立っているのは辛かったが、席は空いていない。気分はますます悪くなっていた。熱が出始めたかもしれない、と膝ひざから力が抜けそうになって思う。

「寄り掛かってて」

　ゆらゆらと体が揺ゆれていると、赤坂に引き寄せられた。抵てい抗こうするほど気力もなく、赤坂の胸に寄り掛かる。一人で立っているよりはずっとましだった。熱がなかったら、こんな風には寄りかからなかったかもしれない。正常な判断が出来ていたら、もしくは熱があるという言い訳がなかったら、二度とこんな風に赤坂に触ふれることは無かった。

　ふと、どうして小学校四年の運動会の日に、俺が赤坂に声をかけることができたかを思い出す。午前中の種目にリレーがあった。基本的に種目は各自立候補だが、リレーだけは五人一組なのに四人しか集まらなかった。そこで担任が強制的に俺をその組の中に参加させた。

　たぶん団体競技に入れる事で、俺をクラスの輪の中に馴染ませたいと考えていたのだろう。けれど見るからに運動音おん痴ちの俺を、他ほかの仲間が歓かん迎げいするわけがない。当日も文句を言われた。

　俺は第三走者で、前の奴やつからも後ろに走る奴からも酷い結果を出すなとプレッシャーをかけられていた。トラックの半周が果てしなく長く見えた。

　緊きん張ちようにガチガチになっていたら『転んでも遅おくれてもいいよ』とアンカーの赤坂が言った。

『高木がどんな結果を出しても、俺が一位とるから』

　気負いもなく平然と口にした赤坂を純じゆん粋すいに格好いいと思った。

　俺は二位の状態でバトンを渡わたされ、四位の状態でバトンを託たくした。不満げな顔をする前の走者に謝あやまって、どきどきと不安な気持ちで最終走者の赤坂が走る様を見つめた。

　最終走者はトラック一周だ。五位で受け取って、僅きん差さで一位を取った。うちのクラスは大盛り上がりだった。赤坂は走り終わった後で俺の傍そばに来て、仲間にするように肩を叩たたいた。

　それが嬉うれしかったから、友達になりたくなった。だから昼食の時に、声をかけた。

　たわいもない記き憶おくだ。きっと赤坂にとってはリレーで一位を取った事なんて、細やかな記憶過ぎて覚えているかどうかも分からない。俺も今の今まで忘れていた。思い出さないようにしていたのかもしれない。だって、その後は赤坂とは険悪になってしまったから。

　どうしてあの後で、拒きよ絶ぜつされたのかは分からない。それまでは赤坂は俺に普通に接してくれていた。庇かばってくれた事さえ、何度かあった。急に嫌われた理由を今更知りたくなった。

「降りるよ」

　声をかけられて、赤坂が俺を連れて電車を降りる。

　どこに行くのか分からなかったが、赤坂はタクシーを呼ぶと、病院の名前を告げた。どこまで付いてくるんだろうとぼんやりとしながら考えたが、訊きいたら帰ってしまう気がしたから疑問は胸の裡うちに仕し舞まう。タクシーの中で、赤坂はろくに話をしなかった。

　まだ俺に怒おこってるんだろうか。だとしたらどうしてこんな風に、世話してくれるんだろう。仕事中じゃないのか。声に出せない疑問ばかりが、頭の中で膨ふくれあがる。

「美人」

　名前を呼ばれて、いつの間にか赤坂の肩に凭もたれて閉じていた目を開ける。

　車は既すでに停とまっていて、タクシーのドアは開いていた。のろのろと降りると赤坂は俺を待合室のソファに座らせた後で、受付から問もん診しん票を貰もらって来る。

　それに記入していると、赤坂に電話が掛かかってきた。

　ディスプレイを見て、赤坂は病院を出ていく。俺が診しん察さつ室に案内される頃ころになっても戻らなかったから、そのまま帰ったのかもしれない。その事を少し残念だと思いながらも、診察室のドアを開ける。応対してくれたのは白しら髪がの医者だった。

　三日前から風邪かぜをこじらせていると言うと、呆あきれた顔で「早く来なさいよ」と叱しかられる。

　腕うでに注射を打たれて待合室に戻った。会計はわりと早かったが、薬は横の調ちよう剤ざい薬局で出すと言われて、そこまで歩くのが億おつ劫くうだった。それでも注射のおかげなのか、吐き気は消えている。

　駐ちゆう車しや場を渡り、こぢんまりとした調剤薬局に入る。中では何人か俺と同じような患かん者じやが待っていた。十分程度で薬が処方され、金を払はらって外に出る。

　タクシー乗り場には、一台もタクシーがない。呼び出すのと通りに出て拾うのはどちらが早いか考えていると、携帯が鳴る。出るな危険、と表示された文字を見て通話ボタンを押すべきか迷ったが、随ずい分ぶん長い事鳴っていたので、根負けする形でボタンを押した。

『どこにいるの？』

　開口一番にそう訊かれて「薬局の……」と答えたところで、自分の声ががらがらだと気付く。

　医者と話していた時よりもひどくなっている。

『わかった。そっちに行く』

　帰ったんじゃなかったのか、と訊く間もなく通話が切れた。

　しばらくして、目の前に銀色の車が停まる。何度か乗った赤坂の車をぼんやり眺ながめていると、助手席のロックが開く音がした。迷いながらもドアを開ける。

「乗って」

　赤坂にそう指示されて、躊躇う素振りを見せると再度促され、仕方なく助手席に乗り込む。

「赤坂、仕事は……？」

「部下に任せた」

　スムーズに車が走り出す。普ふ段だんよりも緩ゆるやかなスピードに、気を遣われているのが分かる。

　シートに体を沈しずめながら「なんで、こんな事してくれるんだよ」と訊いた。

「それ、俺のせいだよね」

　感情を剃刀かみそりで削そぎ落としたような、無機質な声だった。

　後こう悔かいしているのかもしれない。気持ちの窺うかがい知れない声を聞いて思う。でなければあんな事をした相手に対して、仕事まで放って世話を焼いたりしない。

「……赤坂のせいだなんて思ってない」

　雨に濡ぬれたのは俺のせいだし、病院に行かなかったのも自分の判断だ。赤坂に責任を押し付ける気はない。先さき程ほどは具合が悪くてつい寄り掛かってしまったけれど、もう平気だ。

「先に赤坂を騙だましたのは俺だから、責任感じなくていいよ」

　掠かすれた声は鑢やすりみたいにざらざらと神経に障さわった。自分の声だというのに、聞いていると不快になる。唾つばを飲み込むたびに喉のどが痛くて、明日は仕事を休む羽目になりそうだと覚かく悟ごした。

　スケジュールが詰つまっているから、休むとその分仕事が大変になる。あの部屋からさっさと引っ越こしてしまいたいのに、このままでは時間が取れるのは少なくとも一月は先になりそうだ。そんな事を考えているうちに、アパートの前に車が停まる。

「ありがとう。だけど……次は助けてくれなくて良い。外で会っても無視して欲しい」

　そうじゃないと、俺がいつまで経たっても引きずる。仮に俺が死にそうになっていたとしても、次は赤坂の手を借りたくない。

　もう二度と乗ることのない車を降りようとすると、腕を摑つかまれる。

　不意に体が震ふるえた。抱だかれた事を思い出すせいか、力強い手が怖こわくなる。

　赤坂はあのとき、自分の事が怖いかと訊いた。たぶん、その通りだ。子供の頃からずっと怖い。傍にいると期待して、それが裏切られて、いつも傷つく。だから怖い。

「放せ、よ。もう……お前に傷つけられたくない」

　熱のせいか感情が高ぶって、言いたくもない本音が漏もれる。

　手首に絡からんでいた指が外されると、逃にげるように車を降りた。

　急いで部屋に入って鍵かぎをかける。ここはもう、恐おそろしい事は何もない扉とびらの内側だ。それなのに心臓がひどい音を立てる。気分が悪くなって、這はうようにトイレと風呂ふろが合わさったユニットバスに向かう。胃の中身を吐はき出す。胃液と唾だ液えきしか出てこない。吐きながら泣いた。

　泣く理由はたくさんあった。昔から、その理由だけには事欠かなかったけれど、こんな風に泣くのは初めてだった。布越ごしに冷たいタイルが尻しりに触れる。　>>>♥

　必要なのは水分と、ビタミンやアミノ酸が豊富な食事、それから温かな布ふ団とんでの心ここ地ちよい睡すい眠みんだとは分かっているのに動く気にならない。

　冷たいタイルの上で膝を抱かかえながら、運命に似た偶然を恨めしく思った。
















「殺して来てやろうか」

　翌日、夕食時に俺の部屋を訪おとずれた千葉はそう言って、首の下で親指を立てた手をスライドさせる。その動きに、腕に着けていた細身の鎖くさりがジャラジャラ揺ゆれた。

　完治したと思っていた中二病が、どうやら再発したようだ。今日はパンクな気分らしい。格好に影えい響きようを受けているのか、心なしか言こと葉ば遣づかいもワイルドだ。

「そういう、つもりで、話したわけじゃないから」

　相変わらずがらがらに嗄しわがれた声で告げると、千葉は面おも白しろくなさそうに腕を組む。

　経過を知りたがった幼おさな馴な染じみに、赤坂との間にあった事を割かつ愛あいして話したが、勘かんのいい男に訊かれるがままに答えているうちに気づけば全部暴ばく露ろしていた。

「レイプまでするかよ、普ふ通つう」

　吐き捨てるような千葉の声を聞いて、ああそれでそんなに怒っているのか、と納なつ得とくする。

　俺はパントリーからインスタントのボンゴレリゾットを取り出しながら「レイプじゃない」と弁解した。

「許す代わりにやらせろって、それレイプだから。大体、よし兄もなんで了りよう承しようしてるんだよ」

「好きだったから。だから、レイプじゃない」

「は、ぁ？　何時いつの間にそんなややこしい話になってんの？」

　心底理解できないというように、千葉が顔を歪ゆがめて前まえ髪がみを搔かく。鎖がまた音を立てる。

　俺にだって理解できないんだから、千葉に理解できなくて当然だ。

「好きだったって、なんで？　子供のころ、苛いじめられた相手なんだろ？」

「うん」

「今だって、そんな取引してくるような、最低な奴やつじゃん」

「わかってるよ」

　沸ふつ騰とうした湯を、容器の内側に付けられた喫きつ水すい線まで注ぐ。

　今日は台所に立つ気が起きないが、幸い食しよく糧りようなら一月は優に引き籠こもっていられるだけあった。競合調査用に買ったインスタントやレトルトはまだまだ仕舞ってある。

　昨日の予想通り、今日の仕事は休む羽目になった。

　今は薬で熱が下がっているが、目覚めたときはわりと高熱だった。明日は土曜だから結果的に三連休を得てしまい、罪悪感が芽生える。昔から、それがたとえ病気の時であっても、学校を休むときは気持ちが重かった。会社に入ってからは、親しん戚せきの葬そう式しきを除いては休んだ事なんて一度もない。しかも試食会が迫せまったこの大事な時期に、と内心頭を抱える。

「だって、よし兄ゲイじゃなかったのに」

「そのあたりが理解できないのは、俺も一いつ緒しよだ」

　他人ひと事ごとのように言うと、千葉は怒いかりと戸と惑まどいと呆あきれと、他ほかにも何種類かの感情をミンチにして混ぜ合わせたような顔で「それって俺が焚たき付けたせい？」と恐る恐る訊きいてきた。

「千葉は悪くない」

　悪いのは俺だ。幾いくら焚き付けられたといっても、引き返すチャンスは幾らでもあったのに、それを先延ばしにした。

「…………よし兄がレイプじゃないっていうなら、それでいいけど、もうこれ以上赤坂とは会わない方がいいんじゃない？」

「わかってる。昨日だって、自分から会おうとしたわけじゃない。たぶん向こうだって、俺が弱ってなければ声はかけなかったと思う」

　千葉は俺の返事を聞いて、うん、と神しん妙みような顔で頷うなずく。

「俺もいい物件ないか探すの協力するよ。出来るだけ早く、ここ出られるように」

「悪いな」

「よし兄が引っ越すって言った時に、止めたの俺だし。その辺りは責任があると思う」

「そう思うならその本、持って帰ってくれ」

　赤坂に見つかって恥はじをかいた本を指さす。それがある限り、この部屋でしたやりとりを思い出してしまうので嫌いやだ。千葉は本を見て「ごめん」と言った。

　責めるつもりはなかったが、色々と責任を感じているようだ。

「じゃあ、俺帰るけどさ、何かあったら連れん絡らく入れてよ。赤坂に復ふく讐しゆうの復讐の復讐をするときに役に立ちそうな奴ら、たくさん知ってるし」

　千葉は尖とがった顔でそう言ってから、アパートの部屋を出て行く。

　一人きりになると、急に部屋が静かになる。

　夕方近くまでずっと布団の中でうつらうつらしていたので、眠ねむ気けはなかった。横になっているのが一番だと分かっていたが、布団の中は飽あきてしまった。

　ふと、衝しよう動どう的にカーテンの向こうが見たくなる。赤坂が前に住んでいると知ってからは滅めつ多たに自分では開けなくなったそれを捲まくり、ガラス戸を開けた。

　サンダルは足を入れるとひやりと冷えていた。その感かん触しよくにぞわっと鳥とり肌はだを立てながら、ベランダから目の前のマンションを見上げる。しかし七階のベランダには人ひと気けがなかった。

　ほっとしたような、残念なような複雑な気持ちだった。

　自分から声を掛かけるなといったくせに何をしているんだ、と自じ嘲ちようして部屋に引っ込む。冷えた体を温めるように暖だん房ぼうの温度を上げる。そのまま、畳たたみの上で毛布にくるまってうとうとしていたら、随ずい分ぶんと経ってからバタンと車のドアが閉まる音がした。

　なんとなく予感がして、カーテンを開けて窓の外を見つめる。スーツ姿の男が二人、タクシーを降りてマンションに入って行くところだった。片方は赤坂で、もう一人は以前目にしたあの男だった。俺に対しても最初はそうだったが、赤坂はエスコートするように男を中に案内した。それを見て、胸が痛んだ。

　付き合っていた頃ころに俺に対してしていたように、紳しん士し的に誠実に赤坂に扱あつかわれる誰だれかがいるなんて、考えただけで嫌な気分になる。

「本命はあの人なのかな」

　カーテンの向こうにはもう誰もいない。熱がまた上がった気がした。

　傾けい斜しやした階段を上がり、寝しん室しつ代わりのロフトに向かう。考えれば考えるほど凹へこみそうだった。

　彼が赤坂をなんと呼ぶのか。赤坂は彼とキスをするのか。この部屋で俺に触ふれたときのような、優やさしいけど強ごう引いんな手つきでするのか。それとも赤坂の部屋でしたときのような、傲ごう慢まんな態度で接するのか。あのきれいな男は自ら足を抱えるだろうか。

　想像していたら耐たえられなくなって、部屋の照明を消して布団の中に潜もぐり込む。

　その時に、隅すみに置いたままの紙かみ袋ぶくろが目に入る。以前赤坂の姪めいと妹から貰もらった手紙はまだ読んでいなかった。もう全部カタがついたのだからと、枕まくら元もとにある電気を点つけて手紙を開ける。

　妹からの手紙には、丁てい寧ねいなお礼の言葉が綴つづられていた。娘むすめを見つけてくれたのが俺のような人間でよかったと書かれていたそれに、溜息がこぼれる。妹からの手紙を読んだ事で罪悪感が芽生え、姪の手紙を読む事に躊ちゆう躇ちよした。

　覚かく悟ごを決めて封ふう筒とうを開く。子供らしい字で書かれた手紙を読んで、何故なぜこれを貰ってすぐに読まなかったんだろうと後こう悔かいする。

〝誠吾おじちゃんもお友達に会えてすごくうれしそうでした〟

　手紙の最後の方に書かれた一文に、もしかしたら、と思った。

　もしかして最初から自分の名前を名乗っていたら、今とは違ちがう結末だったのだろうか。

　姪の前でまで、赤坂が演技する必要はない。嬉うれしそうだったというのは、本当なのかもしれない。二度目に会った時に正体をばらしていれば、笑い話で終わったのかもしれない。

　正体を知っていたならどうして付き合うなんて言い出したのかと訊いたとき、赤坂は答えなかった。赤坂が俺に向けた独どく占せん欲よくも嫉しつ妬とも本物で、粗そ野やな態度の方が噓うそなのかもしれない。

　───俺が赤坂を好きになったように赤坂も俺を好きになってくれていたのだろうか。

　だとしたら正体を打ち明けた時に俺が告白していたら、「仕返し」なんて言わなければ、今赤坂の横にいたのは自分だったかもしれない。

「全部、都合のいい妄もう想そうだ」

　でも、それなら説明がつく。千葉の名前を出したときに怒おこったのも、優しく笑ってくれたのも演技じゃないのかもしれない。赤坂は俺が自ら名乗るのを待っていてくれたんだろうか。

「今いま更さらそんな……馬ば鹿かみたいだ、俺」

　あの日、寝室で赤坂が口にした台詞せりふを呟つぶやく。今になって気づきたくなかった。

　思わず手紙をぐしゃりと丸める。昨日と違って泣きはしなかったが、眦まなじりだけは熱を持った。

　許して貰いたいとか、もう一度付き合いたいとか、そういうのは抜ぬきにして、赤坂に謝あやまりたかった。










　同窓会の通知が実家から転送されて来たのは、それから二週間後の事だった。

　大おお雑ざつ把ぱな母親がＤＭも含ふくめて、二月に一度ぐらいの割合で俺に手紙を転送してくれる。

　ＤＭは処分してくれても構わないのだが、以前間ま違ちがって大学の恩師からの手紙を処分されて俺が怒って以来、お袋ふくろは何もかも送ってくれるようになった。しかしあまりマメな方ではないので、ずいぶん前のはがきが届く事もある。同窓会の往復はがきもそんな風にして手元に届いたため、受け取った時には既すでに締しめ切きり日を過ぎていた。もしかしたら以前実家にかかってきた同級生からの電話の用件は、これだったのかもしれない。

　しかし、幹事の連絡先は載のっている。連絡して頼たのみ込めば今からでも出席できるかもしれない。普ふ段だんだったら、恐おそらく間違いなく欠席に丸を付けていただろうが、同窓会は六年生の時のメンツだ。赤坂も来るかもしれない。いや、あいつは多た忙ぼうだから来ないだろうか。

「開発にもカメラが入ります。その際に商品説明をお願いしますので、開発者の方とも打ち合わせを設けさせていただきたいのですが……」

　よく通る低い声は耳から耳へすり抜けていく。

　ボールペンを持ったまま、会議室の隅で同窓会の事を考えていると「高木さん」と呼ばれる。

　ふっと顔を上げると、広報の部長が俺を見ていた。

「そういうわけで、高木さんにもテレビに出ていただく形になりますが……」

　そんな風に話を振ふられて「え？」と間抜けな声を出す。

　今日の会議の議題はテレビ局の取材に関してだった。人気のある冷食を紹しよう介かいする企き画かくの一いつ環かんで、本社にカメラクルーとお笑い芸人が来るという説明を会議の冒ぼう頭とうで受けた。

　紹介されるのは俺が昨年関かかわったスイーツのいくつかと、もうしばらくしたら店頭に並ぶ夏用の製品だった。全国ネットで午後八時に放送される番組なので、広報部はやたらと気合いが入っているらしい。

「あ、いえ、俺じゃないほうが、いいと思います」

　盛り上がっている空気に水を差した台詞に、企画の同期が「出たよ」と小さく呟く。

「開発者の方にも、協力をいただきたいのですが。何か個人的な問題があるんですか？」

　咎とがめるような目を広報の部長に向けられる。部長はやり手だが、攻こう撃げき的なところがあって元々苦手だった。拒きよ絶ぜつするのは個人的な問題で、それを仕事に持ち込むなと暗に言われる。

　以前ならこんな風に言われたら畏い縮しゆくしていたが、言葉が足りないせいで酷ひどい失敗をしたお蔭かげで自分の意見を口にすることに躊躇しなくなった。

「個人的な問題ではなく、今回発売する新製品は彼女が開発した物です」

　そう言って後こう輩はいに視線を向ける。

「特集されるスイーツは確かに私が開発しましたが、彼女にも説明はできます。むしろスイーツのメインターゲットは彼女と同じ年ねん齢れい層の女性なので、彼女が前面に出て説明した方が好印象ではないでしょうか。もちろん、私が現在開発している独身男性を対象とした製品を紹介していただく場合は私が説明させていただきますが」

　俺がそう口にすると、うちの部長が「広報からは男性が出るなら、画え的てきにも開発からは女性が出た方がいいもんなぁ。美人だし」と独り言のように呟く。

　広報の部長は一いつ瞬しゆん考えるように俺と後輩を見比べて「確かに、そうですね」と言った。

「お願いできますか？」

　後輩はいきなり広報から話を振られて「は、はい。私でよければ」と照れたように頷うなずく。

「一応、取材時には高木さんにも画面の外でフォローしていただく形になるかもしれませんが」

「勿もち論ろんです」

　広報の部長は小さく笑え顔がおを浮うかべてから「開発の方にはいろいろと時間を取っていただいて申し訳ありませんが、協力よろしくお願い致いたします。仔し細さいが決まりしだい随ずい時じご連絡させていただきます。それから美人という褒ほめ言葉は最近ではセクシャルハラスメントに該がい当とうする場合がありますので、気を付けてください」と付け加える。

　ちくりと刺さされた部長は、少しも懲こりない顔で「うちの部署には美人が二人もいるからな、羨うらやましいんだろ」と嘯うそぶく。

　さざ波のような笑いが起こり、思わず当事者である俺と後輩も口許を弛めた。以前は嫌だった名前に関する冗談も今は笑い流せる。

　会議は丁度正午に終わった。薄うす暗ぐらい会議室を出るときに、企画の同期が「また嫌みなくらい卑屈になって人前に出るのを拒きよ否ひしてんのかと思った」と口にする。

　同期は探さぐるような目つきで俺を見て、「今度同期会があるけど、お前くる？　経理の子がお前に会いたがってるらしいよ」と言った。

「どうせ浄じよう化かされた地じ縛ばく霊れいが見たいだけだろ」

　俺の言葉に同期が噴ふき出す。

「それ、お前のキャッチコピーにぴったりじゃん」

「お前は女好きのイワトビペンギンな」

　千葉に対するときのように軽く返すと、同期は「なんだ、高木って意外と面おも白しろいんじゃん」と打ち解けた顔で笑いながら、自分の髪かみをいじる。

　一番好きな人に嫌きらわれて、怖こわいものがなくなった。これ以上最悪な事態はないと思ったら、物もの怖おじする必要がなくなった。あれ以来、赤坂とは会っていない。避さけられているのか、それとも向こうも忙いそがしいのか、道で顔を合わせる事も駅ですれ違う事もなかった。

　着飾る必要がなくなり、俺はまた眼鏡を使うようになった。こっちの方が俺には合っていた。

「じゃあ、今度の同期会の日程が決まったら連れん絡らくするわ」

　食堂に向かう同期と別れて、開発室に戻もどる。

　昼飯に他社の冷食を食べながら、試食会で許可が下りた商品のパッケージデザイン案を確認する。

　それから休憩が終わる前に、鞄かばんの中から同窓会の通知を取り出す。

「あ、同窓会に行くんですか？」

　電子レンジを使うために通りかかった後輩に尋たずねられて「迷ってる」と正直に答えた。

「どうしてですか？　私なんて今から楽しみですよ。片かた想おもいしてた人にも会いたいし」

　後輩の無む邪じや気きな台詞に、部長が「見ない方がいいよ。夢は夢のまま。パンドラの箱は鍵かぎをかけたままにするべきだよ」と溜息交じりに口にした後で、緩ゆるく首を振りながら「初はつ恋こいが実らなくてよかったなぁ」と遠い目をする。何かあったらしい。

「ま、まぁ、でも、高木さんの初恋の相手は素す敵てきな女性に成長されてるかもしれませんよ」

　まるで元気づけるように言われた。

「私なんて、未いまだにあのとき告白してれば良かったなって、後こう悔かいしてます。言えば、何か変わったかもしれないのに」

　後輩がはにかむように言った。

「そうだよな、行動しなきゃ何も変わらないんだよな」

「はい、そうですよ」

　その笑顔に背中を押されるようにして頷く。

　まだ間に合うかもしれないなんて、そんな希望にすがるつもりはない。ただ、伝えておきたいと思った。一生に一度ぐらい、好きな相手に告白するのも良い。

　謝罪した後で冷たいまなざしを返されても、厳しい言葉を投げられても、もう覚かく悟ごはできているのだからきっと傷つかない。仮に傷ついたとしても、少し泣けばきっと元に戻れるだろう。

　それに言えなかった言葉を後悔しつづけるのは、もううんざりだ。










　同窓会当日は多少余よ裕ゆうを持って会場に到とう着ちやくできると思っていたが、電車が車内不ふ審しん物のせいで遅おくれたために、ホテルについたのは時間ぎりぎりだった。

　慌あわててスタッフに会場の場所を尋ねる。受付には誰だれだかさっぱり分からない女子が二人座すわっていた。名前を名乗って会費を出すと、彼女たちが名めい簿ぼの名前を横線で消す。

　名簿には赤坂の名前も載のっていた。

「赤坂も来るのか？」

　そう尋ねると頭にコサージュを着けた方が「一応、出席になってるけどさっき遅れるって電話あったから。一応私もあと三十分は待つ予定なんだけど、来れないかもって」と答える。

「そう、ありがとう」

　安あん堵どしたような、焦しよう燥そう感かんが増したような気分で礼を言った。

　会場に入ると、すでに談だん笑しようの環わが出来ている。先生が高こう齢れいなので座って行うのかと思ったが、どうやら立食式らしい。しばらくして会場が暗くなり、司会者が出て来る。

　司会者といっても、恐おそらく俺達の同級生だろうが、自己紹介をされても誰だか分からない。

　招待された人数は四十人以上いたので、最後に担任を務めたクラス以外の生徒も呼んでいるのだろう。俺達よりも年ねん輩ぱいの参加者もちらほらいる。

　しばらくして、司会者の紹介で先生が壇だん上じように登場した。

　記き憶おくの中よりもずっと小さく、ずっと老ふけている姿を見て驚おどろく。少なくとも一七〇センチはあると思っていたが、実際は俺と同じかそれより小さそうだ。

「皆みなさん、本日は私の為ためにお集まり頂き、大変有あり難がとうございます」

　そんな切り口上から始まった先生の挨あい拶さつが終わり、生徒の代表者がスピーチを始める。

　その辺りから早くも退たい屈くつしだした客達が各おの々おの雑談を始めた。俺は話す相手もいないので、配られていた烏ウー龍ロン茶ちや入りのグラスを持って、乾かん杯ぱいに備える。

　しばらくして司会者がその言葉を口にすると、ようやくそれぞれが食事をしたり会話をしたりとざわめき出す。赤坂はまだ来ていないようだ。手て持もち無ぶ沙さ汰ただったから、先に食事をしようと、ビュッフェ形式の料理を皿に取る。しかし色いろ鮮あざやかな料理を見ても、食欲は湧わかない。

　不意に後ろから「それとって」と言われた。

　幼い声に振ふり向くと、小さな男の子が「それ」とケーキを指さしている。

　落としてしまわないように、バランスが取りやすい大きめの皿にケーキを載せて渡わたそうとすると、背後から慌てた母親が近づいて来た。

「ごめんなさい。うちの子はアレルギーがあるの、だからケーキは上げないでください」

　母親の言葉に、男の子はしゅんと俯うつむく。

「どんなアレルギーですか？」

「卵と小麦粉なんです。だからケーキは駄だ目め」

　それを聞いて、俺はいくつかめぼしいデザートを盆ぼんに載せて、近くにいたボーイにその中に卵と小麦粉が入っていないか、調理場に確かく認にんしてきて欲しい旨むねを頼たのむ。話を聞いていたのか快く了りよう承しようしてくれた。

　しばらくして帰ってきたボーイから「使っていないそうです」という言葉を貰もらい、先さき程ほどの男の子がいるテーブルに、ケーキではないが可愛かわいらしく盛りつけされたデザートを持っていく。

　ふと以前赤坂と寿司すし屋やに行ったときの事を思い出す。

　あのときカニと海老を貰ったが、再会後の赤坂からはカニと海老にアレルギーがあるとは聞いていない。聞いていないのにカニとエビを取った俺を見て、赤坂は内心苦笑していたんだろうか。そもそも行きつけの店でその二つを出されるのもおかしい。あれは最初から引っかけだったのだろう。

　しかし、俺は今の今まで自分がミスをしたとは気付かなかった。他ほかにも色々と細かいミスをしてそうだと思ったが、どうせ今思い出しても後の祭だと、考えるのは止やめて男の子の前に皿を置く。

　男の子が声をあげて喜ぶのを聞いて、離はなれようとすると「もしかして、高木君？」とその子の母親に言われる。そう呼ばれても、彼女が誰かは分からなかった。

「覚えてないかな？　中学の時生徒会長をやってたんだけど」

　なんとなく顔を思い出す。話した事はないが、女子の中では中心的な人物だった。

「よく、俺のことが分かったね」

「確かに瘦やせたけど目元は昔のまま。良かったら少し話していかない？」

　どうせ赤坂はまだ来ないし、他に話したい相手もいないので席に座る。

　しばらくはお互たがいの仕事の話をした。彼女は大学在学中に結けつ婚こんして、出産と育児のために二年間休学してから卒業したのだと笑いながら話してくれる。

　お互いに名めい刺しを交こう換かんしていると、遠巻きだった女子の一団に声をかけられた。

「すみません、さっきからどなただろうって話をしてたんですけど、会長と話してるってことは私達のクラスの方ですよね？」

　女性は顔が変わりすぎて、誰一人名前が分からなかった。そんな彼女たちに向かって「高木です」と口にすると、宴えん会かい場中の視線を釘くぎ付づけにするような大声で「高木ぃ!?」と驚かれた。

「どうしたの!?　すごい瘦せたじゃん！」

「信じられない、なんのダイエットか教えてよ！」

　口々に色々な事を言われて、何から返答して良いのか困っていると「おじちゃん」と声を掛かけられる。

　横を見ると、先程の子供が「あのお姉ちゃんのケーキは食べられないの？」と訊いてくる。視線の先を見れば、黄色いスポンジに白い生クリームでデコレーションされたケーキがあった。

「あれは、食べられないな。ああいうケーキが食べたいの？」

「うん」

「じゃあ今度、食べられるケーキを探して教えてあげるよ」

「ほんとぉ!?」

　嬉うれしそうな子供の声に頷うなずくと、生徒会長だった女性がふわりと微笑ほほえんだ。

「ありがとう」

「へぇ、そういうの詳くわしいんだ。うちの姉の子供もアレルギーがあるから、私にも後でそういうケーキを売ってるところ、教えてくれない？　あと、ダイエットの方法も！」

　何人かの女性から差し出された名刺を受け取る。

　大おお幅はばに体重を減らした、という事でちやほやされるのもどうかと思っていると、「お前、本当に高木なの？」と男の声で訊きかれた。

　振り返ると、そこには当時、クラスを纏まとめていた優等生が立っていた。しかし外見は随ずい分ぶん変わっていた。小学生時代は真面目まじめだったのに、今ではまるで当時とは正反対だ。

「野間」

　俺が名前を呼ぶと周囲がざわついた。どうやら他の同級生は彼が野間だとは気付かなかったらしい。再会を喜びたかったが、どうも様子がおかしい。

　野間は周囲の反応に面おも白しろくない顔をする。既に酔よっているのか、もう足下が覚束ない。赤坂やその友人たちの次にクラスでは目立つ存在で、俺みたいな苛いじめられっ子も相手にしてくれるできた生徒だったのに、野間は一人でいた。

　確か中学は大学まで一いつ貫かんになっている私立に進学したので、小学校時代の友達とは切れてしまったのかもしれない。

「久しぶりだな、元気だった？」

　豹変ぶりに戸惑いながらもそう口にすると、野間は呆あきれたように笑って「元気だよ。お前も元気そうだな、ビジン」と言う。その荒すさんだ物言いに、周囲の空気が固まる。

「うちのクラスで一番下っ端ぱだったくせに、馴なれ馴れしいなぁ、お前」

　馴れ馴れしいと言われて傷つくより、野間らしくない口調に驚く。

　当時、野間はそんなことを言う奴やつじゃなかった。クラスで盗とう難なん騒さわぎがあって俺が疑われた時も、庇かばってくれた。それに野間だけは、俺のことを「ビジン」とは呼ばなかった。

　驚いていると、俺の代わりに周囲の女性が「ちょっと、野間！」と怒おこり出す。

「私達楽しく話してたのに、いきなりなんなの？」

「中学高校で自分が散々苛められたから、ここでまた高木のこと苛めようとしてるわけ？」

　受付でコサージュを着けていた女性が言った台詞せりふに、かあっと野間の顔が赤くなる。

　そういえば野間と同じ私立中学に進学した奴が何人かいたから、彼女もそのうちの一人なのかもしれない。

「でもさぁ、野間のは仕方ないよね。人の物盗ぬすんでその濡ぬれ衣ぎぬをクラスメイトに着せるとか、最悪じゃん。小学校の時のトラブルだってもしかしたら原因はあんたなんじゃないの」

　彼女の言葉に「そういえばやたらと高木に成績で対抗心燃やしてたよな。もしかして高木のせいになってる件も、お前が真犯人だったりして」と遠巻きにしていた男性の一人が呟つぶやくと、他の奴も疑惑を口に出す。

　同窓会の雲行きが怪あやしくなったときに、野間と目が合う。

「てめぇ、何笑ってんだよ。馬ば鹿かにしてんのか!!」

　笑ったつもりはなかった。初めて聞く話にただただ驚おどろいていただけだ。いつの間にか知らないトラブルの犯人にされて、笑えるわけがない。

「よしなって、余計みじめだよ」

　笑いを含ふくんだ受付にいた女性の言葉に野間の怒いかりがそちらに向く。その指が乱暴にコサージュをむしり取り、痛みに呻うめいた女性に殴なぐりかかろうとする。

「おい……っ」

　慌あわてて割って入ったら、俺が殴られた。大した力じゃなかったが、指輪が頰ほおを掠かすめてかなり痛い。そのまま絨じゆう毯たんの上に倒たおれると、会場が騒そう然ぜんとなる。

　ようやく舞ぶ台たいの近くで談だん笑しようしていた先生が、異常な事態に気づいた。

「やだ、大だい丈じよう夫ぶ？　高木。私のためにありがとう」

　声をかけてくれる女性に頷きながらずれた眼鏡を直して顔を上げると、野間の周りには誰だれもいなかった。その上みんなが、非難するような視線を野間に向ける。

　握にぎった拳こぶしは震ふるえていた。野間の気持ちはよくわかる。大勢の中での疎そ外がい感は、普ふ通つうの孤こ独どくよりもずっと強い。嚙かみしめた唇くちびるに後こう悔かいが透すけて見えた。誰も野間に声をかけない。

　咎とがめるような視線を向けるだけだ。針のようなそれに晒さらされているかつてのクラスメイトを眺ながめているのは、あまりいい気分じゃなかった。

「野間」

　不意に、緊きん迫ぱくした空気の中に聞きなれた声が割り込む。

　まるで霧きりが晴れるように、それまでの険悪な雰ふん囲い気きが霧む散さんした。

「ちょっと飲み過ぎなんじゃない？　俺も酔い覚ましたいから、一回、外に行こうよ」

　決して鋭するどくはないが、絶対に逆らえないような雰囲気で、来たばかりの赤坂がそう言う。

　赤坂は床ゆかの上に倒れたままの俺と目が合うと、少し眉まゆ根ねを寄せて「平気？」と口にする。

　会ったら連れ出そうと考えていた。

　トイレでもなんでも、とりあえずどこかに行って気持ちを洗いざらい話してしまおうと思っていたが、いざ本人を目の前にすると動けなくなる。

　赤坂は俺に手を差し伸べようとはしなかった。それでも、あんな事を言ったのに無視されない事が嬉しかった。

「平気。全然」

　立ち上がった時に少しよろめいて、俺が庇った受付の子が支えるように俺の腕うでに手を添そえた。

「赤坂」

　野間は赤坂を見て怯おびえるように体を退いたが、結局言う事を聞いて大人しく会場から出ていく。当時から男子に対しても、赤坂は強い影響力を持っていた。

　二人がいなくなると、途と端たんにみんな口々に赤坂の事を話した。それが一段落つくと、彼らは俺に当時の事を謝った。話の流れで本当にいくつか濡れ衣を着せられていた事が分かる。受付の子にはすっかり感謝されて、名めい刺しを渡わたされた。それをきっかけに、みんなが各自アドレスを交こう換かんし合う。それが終わると、今度は野間の話になった。

「でも野間っていえばさ、赤坂に一回殴られたことあったよね」

「あった！　あのときも確か、高木が絡からんでたよね」

「え？」

　知らない話題に首をかしげると、女性の一人が詳しく教えてくれた。

「高木の机の上に落書きがしてあってそれを野間が書いているところを女子の誰かが見ててさぁ、そいつが先生に相談しないで赤坂に相談したんだよ。で、赤坂が野間を殴ったんだよね」

「懐かしいな、それ。そのあと赤坂とその女子が付き合ってるって噂うわさが流れて、野間が流したんじゃないかってみんな言ってたよな。あいつ六年の時は、殆どずっと休み時間一人ぼっちだったなぁ。だからみんなと離はなれて私立に行ったんだろ」

　初耳だった。赤坂が俺のために怒ったというのも。野間が仲間外れにされていたことすら同じクラスだったのに知らなかった。てっきり野間は人気者だと思っていた。

　確かに休み時間は一人でいたが、それは中学受験のために勉強しているのだと疑わなかった。班分けの時は、率そつ先せんして俺と組んでくれていたが、あれは他ほかに組んでくれる奴がいなかったからなのか。十数年目にして初めて知った事に驚いていると、誰かがぽつりと「赤坂君、遅おそいね」と言った。確かに随分時間がかかっている。

「俺、見てくるよ」

　他の誰かに言われるより早くそう言った。赤坂と話をする良い機会だ。

「落書きの件けんの、お礼も言いたいから」

　今仕入れたばかりの情報を口実にすると、さすがに付いていくという人間はいなかった。しかし女性の何人かは羨うらやましそうな顔をして見せる。

　もしかしたら、俺以外にも二人きりの状じよう況きように持ち込んで告白をしようと考えていた人間がいるのかもしれない。

　確かにあんな風に外見も中身も理想的に成長した初はつ恋こいの相手を見たら、そんな顔にもなるだろう。そういえば赤坂が運命の人かどうか、悩んでいた相手がこの中にいる事を思い出した。

「ちゃんと連れてきてね」

　何人かの女性に念を押すように言われて、「やっぱり私も行く」と言われないうちに、足早に会場を出る。中庭やラウンジがいくつかある大きなホテルなので、探すのは一苦労だ。

　虱しらみ潰つぶしに探すのは、赤坂が電話に出なかった時にしようと思いながら、宴えん会かい場からロビーに伸のびるエスカレータに乗る。

　携けい帯たいはすぐには繫つながらなかった。一度、留守番電話に繫がってしまい、もう一度掛かけ直す。

　二度目の電話も、また留守番電話に転送されるのかもしれないと思った時に、ようやく繫がった。電話に出てくれたというだけで、嬉しかった。

「今、どこ？」

『チャペルの前のベンチ』

「行っていい？」

　拒きよ絶ぜつされたら、今ここで気持ちを告げようと思った。ゴムの手すりを握り締しめて返答を待っていると『野間は帰したよ』と言われる。

「赤坂と話したいんだけど……」

『わかった。待ってる』

　素そつ気けなく電話は切れた。理由を訊かれるかと思ったが、それもない。

　ホテルのスタッフにチャペルの場所を訊いて向かいながら、赤坂は野間を帰したのにどうして戻もどって来ないのだろうかと考えた。

　せっかく運命の人に再会できるかも知れない同窓会に参加しないのは、俺がいるからだろうかと嫌いやな予想を立てた。

　だけど仮にそうだとしても、言うと決めたのだから今さら逃にげる気はない。

　同窓会の会場から離れた別館のロビーを通って、外に出る。迷めい路ろのような庭園を抜ぬけてようやく屋根に十字架を冠したこぢんまりとしたチャペルが目に入った。

　視線を巡めぐらせると、薔薇ばらの生いけ垣がきの近くに置かれたベンチに座すわっていた赤坂を見つけた。

「お、疲つかれ」

　ぎこちなくそう声をかけると、赤坂は「話って何？」と訊いてくる。

　うちの親おや父じは小さい頃ころ、俺に「大人になれば今悩なやんでいる事なんて総すべて解決する」と言った。あの頃、言いたい言葉は頭の中にあるのに、上手うまく声にすることができなかった。人前で話すのが苦手で、言葉はいつも舌の上に張り付いて離れなかった。

　確かに大人になって多少はましになったけれど、今もこうしてずっと用意していた言葉を吐はき出せないでいる。一番大事な事を声に出すのは、いくつになっても勇気が必要だ。

「騙だましてて、本当にごめん。それ、謝あやまりたくて」

「別に謝る必要ないと思うよ。俺は、知ってて騙されてたんだし。抱だかせて貰もらったし。話ってそのこと？」

　赤坂は黙だまったままチャペルを見上げる。結けつ婚こん式用に作られたちゃちなそれを見て、不意に以前赤坂が言っていた場所はここかもしれないと思った。この場所で赤坂は何を願ったんだろう。

「その、赤坂、俺……、う、噓うそだって言ったけど、あれ、噓じゃないんだ」

　要領を得ない自分の台詞せりふに、死にたくなる。

　順序立ててスピーチのように作り上げた原げん稿こうが吹ふき飛んでしまう。

　赤坂と付き合ったことで、少しは変われた気がした。

　同どう僚りようやかつてのクラスメイトとはうまくできていたけれど、やっぱり赤坂の前に立つとどうしていいかわからなくなる。駄だ目めな高木美人のままだ。

「いや、う、噓なんだけど、俺」

　じっと見上げられて、余計に言葉が突つっかかる。ああ、もういい。一番大事なところだけ伝わればいい。どうせ、結果は同じなんだから下手へたな言い訳をしても意味がない。

「好き、なんだ」

　そう言うと、赤坂の目がようやくこちらに向けられる。

「だ、騙そうとして近づいたけど、赤坂のことが好きになって、でも俺だってばれたら嫌きらわれるから、だ、抱かれたら絶対、諦あきらめきれなくなると思って、打ち明けたけど、そのとき、ちゃんと好きって言ってなかったから。今、言いに来た」

　赤坂がベンチから立ち上がるから、反射的に後ずさる。

「あ、赤坂にはほかに相手がいるの、分かってるし、俺のこと怒おこってるのも知ってるから、別に、やり直したいとかじゃなくて知ってて欲しかっただけで」

　無意識に体が逃げようとする。じりじりとチャペルの方に後退していると、手を摑つかまれた。

　びくりと肩かたが跳はね上がる。

「やり直す気はないのに告白しにきたってこと？」

　不満げに茶色の目が細められた。会社で怒られても、野間に殴られても怖くない。でも赤坂が相手だと些細な事でも逃げ出したくなる。

「だ、だって新しい相手、見たし」

「新しい相手って？」

「前に、キスもしてた人。一いつ緒しよに、マンションに入ってた」

　俺の言葉に、赤坂が嫌そうな顔で「ああ」と溜息を吐く。

「あれは会社の先せん輩ぱい。酔ようとキス魔まになって男女構わずやるんだよ。俺の家に頻ひん繁ぱんに来るのは、終電逃のがしたり、奥さんの機き嫌げんを損そこねて閉め出される事が多くて、先輩特権で後こう輩はいの家を占せん拠きよしてるだけ。そもそも俺もあの人も男に興味ないし」

　都合のいい話だと思った。キス魔なんて本当にいるんだろうか。

　俺の猜さい疑ぎ心しんがたっぷり詰つまった視線を受けて、赤坂が嫌そうな顔をする。

「大体、あんなのより美人と幼おさな馴な染じみの方がずっと怪しい」

「な、なんで怒ってんの……？」

　どんどん強くなる手の力が怖こわくなった。

「なんでって、美人の事が好きだから妬いてるんだよ。ずっと」

「な、なんで？」

　適当な事を言って、俺を騙してないだろうか。

　信じた途と端たんに、裏切られるんじゃないのか。

　自分にとって都合が良すぎる展開を信じられずにいると、赤坂がぐしゃと自分の髪かみを搔かき上げる。

「今思い出すと馬ば鹿かなガキだって反省してる。好きだって自覚したら、上手く振ふる舞まえなくなって嫌がる渾あだ名なで呼んだり、事ある毎ごとに構ったりして。ずっと後こう悔かいしてた。今なら優やさしくして気き遣づかって告白して、ちゃんと付き合えると思ってた」

「で、でも、子供の頃なんか、俺、すごい太ってたのに」

　赤坂は「それ、なんか問題なの？」とあっさりと口にする。俺がずっとコンプレックスに思っていた事は一体なんだったんだろう。

「でも、俺なんか、いいところなかったじゃん。す、すげぇ根暗だったし」

「適当に手を抜くって事が出来なくて、色んな事を押し付けられて身動きできなくなってるくせに一人で頑がん張ばろうとするところ。何やらせても遅おそくて、律りち儀ぎで丁てい寧ねいなところ。あと馬鹿みたいに誰だれにでも優しいところとかが好きだった。なのに人前でからかう事しか出来なくて、嫌いなのかって訊かれたときにも、何も言えなかった。だから再会したら、優しくするって決めてたんだ。でも全部噓だって言われて、ひどい事しちゃったけど」

　拒絶された時の事ばかり考えていて、受け入れられた場合は一いつ切さい考えていなかった。繫がれたままの手に視線を落とすと、その勢いでじわりと泣きそうになる。

「一応、俺も言っておくけど、美人が野間になついてたから、ああいうのが好きなのかと思ってイイ人ぶってたけど、本当は違ちがうよ？」

「それは、知ってるけど」

　俺も色々とぼろが出てたかもしれないが、赤坂だってわりと本ほん性しようが出ていた。

　顔を上げるとやたらと近い位置で視線が合う。

「で、本当にやり直す気ないの？」

　答えは一つしか用意されていないのに、退路を断たつように訊きかれる。

　間近に迫せまった赤坂の目に見つめられながら「や、やり直したい」と答えると、満足げに赤坂が笑う。　>>>♥

「俺も、もう一度美人の恋こい人びとになりたい」

　そう言って、赤坂はキスをしてくれた。柔やわらかな唇が何度も触ふれて、眼鏡がかしゃりと音を立てる。段々深くなるくちづけに頭の芯しんがぼうっとした。寄り掛かかるように赤坂の胸に手を突くと、唇を指で拭ぬぐわれる。

「やっぱり、美人が俺の運命だった」










　選んだのは普ふ通つうのシティホテルだった。

　電車はまだ動いていたが、赤坂に泊とまっていこうと言われたときは、そういう意味だと分かった上で頷うなずいていた。

　同窓会には一応顔だけ出しに戻った。恩師に挨あい拶さつして、二次会へと誘さそう元クラスメイトを「仕事の急用」を盾たてに断わる。赤坂は殆ど顔を出していないので、女性陣じんはひどく残念がったがそれでも引き止めることができないと知り、仕方なく諦めていた。

　僅わずかに優ゆう越えつ感を感じて、相変わらず自分は性格が悪いと思いながらも、赤坂を独り占じめできるのが嬉うれしかった。好きだという気持ちを受け入れて貰えたのが幸せだった。

「平気？」

　だから二人きりのホテルの部屋で、そう訊かれて頷く。

　照明を落としたベッドの上で、正面から抱だき合うのは気き恥はずかしくて居た堪たまれなかったが、触れたいと思っているのは俺も同じだった。体も心も赤坂を欲していた。

　裸はだかの肌はだと肌が触れ合っていると考えただけで、目の周りがじわりと赤くなる。

　赤坂は唇を眦まなじりに押し付けて来た。皮膚の薄い所を柔らかな唇に吸われる。

　それを甘んじて受けていると、胸の中がじわじわと熱くなる。縋すがり付いたままの手を相手の頰ほおに添そえて、自分から唇を重ねた。

　ゆっくりと入ってくる舌を絡からめていると、太ふと腿ももに赤坂の硬かたくなった性器が当たって、思わず声を出しそうになった。もうすぐそれを中に受け入れるのだと考えるだけで、腰が震えた。

　ぎこちなく体を硬くすると、今度はシャワーを浴びていた時から兆きざしていた自分のそれが赤坂の腹に当たる。赤坂は俺のようにぎこちなく振る舞うことはなく、ゆっくりと指を性器に絡みつかせた。

　する行こう為いは同じなのに、赤坂の部屋でした時とは全く違う。

　あの時は切ないだけだった胸の内が、愛しさで甘く溶とけていく。

「誠吾」

　名前を呼ぶと、指は少しだけ乱暴になったが、それでも意識して優しく扱あつかってくれているのは分かった。柔らかな手つきで髪を撫なでられて、大事にされる。

　だけど赤坂の部屋でしたときや俺の部屋で初めて肌に触れられたときに、赤坂が少し強ごう引いんに体を暴あばこうとしたのは覚えていた。

　本当は、ああいう風にしたいのかもしれないと、「酷ひどくするのが好きなら、していい」と告げる。どんな風にされても、相手が赤坂なら俺はきっと満足できる。

　眼鏡を通さないで見た赤坂は、少し困ったような顔で俺を見つめた。

「そういう事言わないでよ。逸はやる気持ちを必死で抑おさえようとしてるのに」

「でも」

「酷いことなんて出来るわけない。ずっと、好きだった相手がようやく手に入ったのに、これで嫌われたら、最悪」

「お、俺だってずっと好きだった相手がようやく手に入ったのに、こんなことで嫌わない」

「それ、絶対忘れないで」

　赤坂はそう言ったけれど、そこから先ももどかしくなるほど丁寧に扱われた。

　胸も唇も溶けていきそうなほど舐なめられて、もうそれだけで苦しくなる。

　そこには一度も触れられていないのに、張った性器が恥はずかしくて腰こしを引くとその場所に赤坂の手が這はう。生々しい動きに、すぐに呼吸が乱れていく。

「ここ、舐めさせて」

　耳に舌を入れられながら強請ねだられ、びくっと腰が震ふるえた。

「は、恥ずかしいから嫌いやだ」

　想像力を刺し激げきするように、赤坂が耳の外側を舌でたどる。耳朶を音を立てて吸われ、逃れるように赤坂の肩を押しやるが、びくともしない。

「ン、ぁ……やっ」

「じゃあ一いつ緒しよにすれば恥ずかしくない？」

「ふ、ぁ」

　きゅ、と胸の先を摘つままれて、勃たち上がった性器の先から半はん透とう明めいのそれがこぼれる。

　浅ましい状態になっているのを見られたくなくて、手で隠かくそうとすると「一緒にしようね」と念を押すように言われた。

　一体何を言っているのか分からずにいると、腕うでを引かれて背中を着けていたベッドから起き上がるはめになる。

「え」

　そのままぐるりと背中を向けさせられて、挙句、犬が伏ふせをするときの格好をさせられた。

「な、なっ、に」

　先ほどよりもずっと恥ずかしいそれに、さっさと体勢を立て直そうとするが、背中の手が邪じや魔まで起き上がれない。奥の方まで見られていると思うと、羞恥でどうにかなりそうだった。

「せ、誠吾」

　抗こう議ぎしようとした途と端たんに、濡ぬれた指が内側に入ってきた。

　来る途と中ちゆうに寄ったコンビニで、赤坂がゴムやジェルを買ったのは知っていた。

　今、指に纏まとっているのは恐おそらくそのジェルだろう。お蔭かげで唾だ液えきのときよりもずっとスムーズに体の中へ入ってくる。だけどその度にいやらしい水音があがった。

「っ、ふ」

　後ろをいじられると同時に、前の方も手で扱しごかれた。

　シーツに顔を擦こすりつけながら羞しゆう恥ちと快感の間で折り合いをつけようとした。そうやって、体の中に這わされた指の動きに耐たえていると、ずるりとそれが抜ぬき取られる。

　陰いん茎けいからも手が離はなれていき、ついねだるような顔で振ふり返ると、赤坂が俺の横に寝ねそべった。それから強引な手が、片方の足を摑つかむ。

「え、ぁ、な、何……」

　いきなり顔を跨またぐように大きく足を開かれて、あまりの格好に言葉をなくしていると、先ほどまで手で触れられていた性器に舌を這わされた。

「ひっ、ぁ」

　生々しい感かん触しよくに、死にたくなるほどの快感が走る。睾こう丸がんの裏を吸われた後で、音を立てて根本の部分を舐められると泣きたくなった。

「う、ぁ、っ」

　強すぎる刺激に耐える事も出来ず、自分でも驚おどろくほど早く、達してしまう。

「俺のもして」

　あまりに呆気なく爆はぜたそれに、赤坂の指が絡みつく。

　優やさしい手つきで、残ざん滓しを搾しぼり取るようにされて、まだ過か敏びんになっている先せん端たんがびくびくと震えた。促うながすように掌てのひらで陰茎をさすられて、自分の顔のすぐそばにある赤坂の物に恐る恐る触れた。

　手の中の熱い物が、一度は体の中に入ったのだと信じられなかった。

「いいよ、そのまま動かして」

　陰茎を包んだ掌を動かすと、さらに硬くなる。

　一いつ般ぱん的なものより大きいそれが、手の中でどんどん反り返っていくのを見ていたら、口の中に唾つばが溜たまった。一緒に、と言われた。

　俺もこれを舐めなきゃならないんだろうか、と口を開いて舌を伸ばす。

「っん」

　亀き頭とうに舌先が触れた瞬しゆん間かん、赤坂が喉のどの奥で声を殺す。

　色気のあるそれに、ぞくりと腰が震えた。男の物なんて、本来なら咥こう内ないに入れることなんて絶対に考えられないのに、舌を絡めて先を含ふくんだ。

　深く飲み込む事は出来なかったが、口に含んだまま舌で尿によう道どうを突つく。傘かさの部分に唇くちびるで触ふれた後で、手を動かしながら舐めてみる。

　赤坂の声が余計に艶つやを含む。それがもっと聞きたくてたどたどしく舌を動かしてると、急にそれまで放っておかれていた孔あなの中に指が入ってくる。

「あ、ふっ、ぁ」

　思わず手の中の物を強く握にぎってしまう。赤坂が呻うめくのがわかったが、俺だってきつい。

「ゆ、び、いきなり」

　咎とがめるはずの声が溶ける。孔の中の良い場所に触れられると、それだけで力が抜けそうになる。一度目に与えられた快感を体はちゃんと覚えていた。

　自分だって男のはずなのに、同じ男の赤坂にそんな場所に触れられて、それが腰を震わせるほど気持ちがいいなんて浅ましい。なのにそこは、勝手に指を誘うように締めつけた。

　先ほど達したところが、また緩ゆるく芯しんを持ちはじめる。

「ん、ぁ、っ」

　泣きそうになりながら、手の中の陰茎に再びゆっくりと唇を寄せた。

　音を立てて吸い付いていると、ずるりと指が引き抜かれる。

「美人、もう入れさせて」

　かすれた声で言われて頷うなずく。

　這うように体を動かして、ベッドの上でやっぱり犬のような格好で抱だかれた。赤坂はゴムをつけると、それにジェルをまぶしてゆっくりと中に入ってくる。

「ふ、ぅ、ぅ、ぁ……っ」

　滑ぬめりを借りて頭の部分さえ入ってしまえば、あとはずぶずぶと強引に奥まで入れられた。

　苦しいのは前と変わらないけれど、同時に受け入れている場所が切なくて、もどかしい気持ちで自ら腰こしをゆすりたくなる。まだ二度目なのに、赤坂のせいで自分がひどくいやらしくなってしまった気がした。

　赤坂は最後まで入れると、背中に唇を落とした。

　そうすると中の角度がわずかに変わって、思わず漏もれそうになった声を必死で飲み込む。

「動いて平気？」

　耳元で囁ささやかれて、途端に粘ねん膜まくが赤坂の肉を味わおうとうねる。貪むさぼるようなそれが恥ずかしい。

　二人とも裸はだかで獣けもののような体位で関かかわり合っているのに、今いま更さら恥ずかしいも何もないが、それでもはしたなく動く内側には戸と惑まどいを隠せない。

　自分の意思とは関係なく、勝手に赤坂のそれを啜すすり上げて、吸い付く。

「……動いて」

　恥はずかしいのを堪たえて要求を口にすると、胸の先をいきなり摘まれて思わず「ああ」と高い声が漏れた。痺しびれたように体が引きつって、じわりと孔の奥が緩む。

「あ、ふっぁ、あっ」

　声がシーツに擦すれてくぐもる。欲しかった物が与えられて、声が我慢できなくなった。

「美人、ほら」

　不意に両方の腕を後ろにひかれる。中ちゆう途と半はん端ぱに体を起こす羽目になって、苦しい体位に抗あらがうように身を捩よじると、耳元で赤坂が「前見て」と言った。

　言われるがままに視線を前に向けると、備え付けのドレッサーの鏡にベッドの上の自分たちが映っていた。自分を犯す男と鏡越しに目が合う。

「あ、ぁ、嫌だ」

　元の姿勢に戻もどりたくて腕を振った。見なければいいのに目が離せない。　>>>♥

「ふ、あっ」

　片かた腕うでは解放されたが、もう片腕は後ろに引かれたままだ。鏡の中にいるのは、情けない小学校の頃ころの自分ではなく、二十五歳の淫いん蕩とうな顔をした男だった。

「し、死んじゃう」

　いっそ、死にたい。

　いじわるな恋人は小さく笑って、あまり反省するそぶりもなく「ごめん」と謝あやまった。

　ようやくもう一方の腕うでを放される。二度と鏡は見ないと決めて、固く目を瞑つぶるとまざまざと肌はだを擦る感触や、赤坂の息いき遣づかいを感じて限界が近くなる。

「美人……いけそうなら、いっていいから」

「いっしょがいい」

　両りよう肩かたをシーツにつけたまま、手で下腹部を押さえると赤坂が内側でびくりと角度を変えた気がした。腹の中のそれを探るように、掌を動かす。

「そういう事言うから、苛いじめたくなるんだよ」

　荒あらい声で赤坂はそう言うと、先ほどよりも激しく腰こしを打ち付けてくる。

　しばらくすると「一いつ緒しよな」とこめかみに口付けられた。

　それから突き上げるように腰を使われて、鈴すず口ぐちの先から白はく濁だくした淫液を吐はき出すと、赤坂は二、三度内側に深く埋うずめた後で中で射精すると、ゆっくりと息を吐いた。

「俺も死ぬかも」

　快感に掠かすれた声が耳に触れた。それを聞いて、急に胸が苦しくなる。

　満たされているのだ、と気付く。体と心の中を、限界まで。

　お互たがい達したのに繫つながったままで、抱だきしめられる。何度も髪かみを撫なでられてキスをされた。

　欲情を隠かくせない乱暴なやり方も好きだが優しくされるのも好きだ。好きな相手に触れて貰もらえるなら、どんな風にされても良い。

「好き」

　ぽつりと呟つぶやくと、抱きしめる腕の力が強くなる。

　なんだかそれが、死にたいほど幸福だった。










　赤坂の部屋のベッドから抜ぬけ出して、台所で朝食を作るのが当たり前になるまで、そう時間はかからなかった。今日は冷蔵庫から卵と牛乳、バターを取り出してフレンチトーストを作る。

　俺は朝から甘い物を食べる習慣はないが、赤坂は逆に朝は甘い物と決めているらしく、生クリームを載のせたホットケーキやアップルパイを食べたがる。別々の料理を作るのは面めん倒どうなので一いつ緒しよに食べているうちに、俺も次し第だいに朝は甘い物を食べる癖くせがついてしまった。

「おはよう」

　ガウン姿で近づいてきた赤坂は返事をする代わりに俺の頭に唇くちびるを落とすと、沸わいたお湯の横で珈コー琲ヒーの準備を始める。この役割分担は付き合っているうちに自然と決まった。

　朝食が終わるとバスルームを借りる。出る頃ころには赤坂も着き替がえが終わり、二杯はい目の珈琲を淹いれてくれているので、俺はそれを飲み終え次第自分の家に帰るために靴くつを履はく。

「今日、何時に終わりそう？」

　玄げん関かんで靴を履きながら尋たずねると、赤坂は「たぶん残業だから先に入ってて」と口にする。

　合い鍵かぎは三ヶ月前に交こう換かんしているので軽く頷うなずくと、いつものようにキスをされた。

　慣れてしまったやりとりなのに、まだ少し気き恥はずかしい。今は流石さすがに赤面はしないが、ときどき赤坂に時間の余よ裕ゆうがあるときはキスだけじゃなく、他の事もされる。

　今日は幸いにも、唇だけで解放された。

「日付変わりそうだったら、連れん絡らく入れるから」

　その日の約束を交かわした後で、赤坂は思春期の異性なら一目で恋こいに落ちそうなとろけた笑顔で、俺を送り出す。

「わかった」

　俺はいつも恋こい人びとの笑顔に心臓を貫つらぬかれて、ふらふらと自宅に帰る羽目になる。

　家に戻もどると服を着替えて、今日提出の企き画かく書しよで参考にしようと思っていた資料を鞄かばんに詰つめた。

　以前俺が出した企き画かくが商品化されてまずまずの売れ行きを出したせいで、開発部も企画出しを行う事が半ば義務化されてしまった。

「まぁ、お陰かげでボーナスはわりと出たんだけど、前より忙いそがしくなった気がする」

　それ以上の愚ぐ痴ちを飲み込んで、鞄を手に部屋を出る。

　玄関ドアは少し前まで外と自分を隔かく絶ぜつするための扉とびらだったが、今では外と繫つながる為ための扉だ。

　物理的な事だけではなく、精神的にも内側に籠こもってばかりだった。赤坂と付き合う事で卑ひ屈くつな自分は徐じよ々じよに消えていき、度たび々たび鏡の中に現れた惨みじめな小学生時代の自分はいつのまにか出てこなくなった。中身がぎっしり詰まったパンドラの箱も、気が付けば消えていた。

　千葉からも明るくなったと言われたが、しかし未いまだに幼おさな馴な染じみは赤坂を毛け嫌ぎらいしている。

　一向に二人の仲が改善しない事を思い出して内心溜ため息いきを吐つき、丁度ホームに滑すべり込んできた電車に乗り込む。いつものように老人に席を譲ゆずると「ありがとう」と声を掛かけられた。

　それに会え釈しやくを返しながらも、幼馴染みと恋人の事を考える。

『好きな子苛いじめるとか、精神年ねん齢れい低すぎるんじゃないですか？』

　以前、俺の家で顔を合わせたときに千葉は赤坂を挑ちよう発はつした。

『友達が恋人といる時間を故意に邪じや魔まする奴やつの方が、精神に問題があると思うけどな』

　二人とも爽さわやかな笑顔を浮うかべていたので、余計に怖こわかった。

　尤もつとも千葉は焚たき付けた責任を感じているらしく、俺に直接赤坂の文句を言う事はない。

　赤坂も千葉が俺にとって大事な友達だと分かっているので、陰かげ口ぐちや嫌いやみを俺には言わない。二人が顔を合わせると、笑顔で毒舌の応おう酬しゆうが始まるだけだ。

　けれど端はたで見ていると、あれはあれで息が合ってそうなんだよな、と会社の更こう衣い室で着替えながら苦く笑しようする。いつものように業務をこなして、後こう輩はいと残業して企画書を上げた。

　帰宅する頃には、あの二人はこのままでも良いんじゃないかと思えるようになっていた。

「問題は赤坂と千葉より、赤坂と会社の先せん輩ぱいだよな」

　このところ嫁よめが冷たいとかで、頻ひん繁ぱんに赤坂の家に入り浸びたる先輩に、先週キスをされた。

　赤坂の家で食事を作っている最中に背後から抱だきつかれて、抵てい抗こうする前に頰ほおに唇を押し付けられたのだ。そして酩めい酊てい状態の先輩は力ずくで赤坂に引き剝はがされ、マンションの外に放り出された。数分後に鞄と靴も放り出したのは、一応赤坂なりの優やさしさだったのかもしれない。

「今日来るのかな……？」

　一応、酒の肴さかなになりそうな物を買って家路を辿たどる。一度家に戻ってシャワーを浴びてから着替えを持って、赤坂のマンションに向かう。台所には俺が持ち込んだ調理器具が随ずい分ぶん増えた。

　いつものように食事の支し度たくをしようとエプロンを首に掛けると、玄関のドアが開く音がする。

「早かったな。先輩は？」

　迎むかえに行くと、赤坂は一人だった。背後のドアは既すでにロックされている。

「あれは二度と連れて来ないから安心して。被ひ害がいが自分だけならって思って放置してたけど、美人にあんな事するなら最初の時に殴なぐり飛ばしておけば良かった」

　先輩の話を出すと、一週間前の事なのに赤坂はまだ不ふ機き嫌げんな顔をした。

「そんなに気にしてないけど。むしろ、キス魔まが本当だって分かって、少し安心した」

　赤坂がゲイだと思わなければ、千葉は青春復ふく讐しゆう作戦なんて馬ば鹿かげた事を考えなかっただろうし、電話で挑発するような真似まねもしなかっただろう。だからある意味彼には感謝をしている。

　尤も、下心がないとはいえ、自分の恋人に他人がキスをするのは気分の良いものではないが。

「俺が気にする。それに俺の恋人に無む理り矢や理りキスしたって奥さんにリークしておいたから、たぶんしばらくは家族に尽つくすのに必死で、飲み歩けないんじゃないかな」

「恋人って……会社の同どう僚りようなのにばれてもいいのかよ」

「だって本当の事だしね。大だい丈じよう夫ぶ、偏へん見けんを持たれても誰だれかがどうこうできるほど、会社で弱い立場じゃないから。いっそ先輩を飛ばせるぐらい力があったらいいんだけど」

　赤坂は本気で残念そうだ。大学も同じだったと聞いたが、長い付き合いのわりに容よう赦しやがない。

「そんなに怒おこるなよ。それに、あの人が赤坂にキスしてるところを見なかったら、今こんな風になってないと思うから、ある意味あの人のお陰でっていうか」

「先輩がいなくても、俺は美人には告白するつもりだったよ。そのために美人の正体を知らないふりで懐ふところに潜もぐり込んで、まず友達から始める作戦だったし。美人が俺の事をゲイだって勘かん違ちがいしてくれなかったら、今より時間がかかったかもしれないけどね」

　あっさりとそう言って、赤坂はいつものように俺を抱だき寄せた。

　朝出ていくときよりも、帰ってきた時のキスは長くなる。腰こしを抱かれて舌を吸われ、気付けば縋すがり付くように腕うでを赤坂の体に回していた。なんとなく、その手を伸のばして生え際ぎわに触ふれる。

　赤坂の頭に付いた小さな傷を見ながら、以前教えてくれた「願い事」の事を思い出す。

　父親の仕事で外国に行く前に、赤坂はあのチャペルの十じゆう字じ架かに祈いのったと言っていた。

　───好きな子が、これ以上誰かに苛いじめられたりしませんように。

　それを聞いて、あの十字架には本当に御ご利り益やくがあるんじゃないだろうかと思った。

「でもそんな風に時間をかけたら、噓うそでも他の男と比べられなくてすんだかも」

「……それ、いつまで言う気だよ」

　初めて抱かれたときに他の男と比べて「へた」と言った事を、赤坂は今でもたまに持ち出す。拗すねたふりなのか本気で拗ねているのかは分からないが、宥なだめるために俺からキスを再開した。

　けれど唇が離はなれても赤坂の腕は体に巻き付いて、解放して貰もらえない。週末はいつも食事の前にベッドに連れて行かれる。だから自宅に寄ってシャワーを浴びるようにしていた。最初は期待しているようで嫌だったが、そうしないと体を洗わないまま抱かれる羽目になった。

　だけど多少強引に扱あつかわれても、意地悪な事をされても嫌きらいにはなれない。それが少し困る。

「俺は噓だけど、誠吾は本当に何人も過去に相手がいただろ」

「妬やいてくれてるの？」

　以前、気持ちをすれ違ちがわせながらも付き合っていた時に同じ質問をされた。

　その時の事も思い出して「妬いてるよ」と、当時言えなかった答えを返す。赤坂は俺を寝しん室しつのベッドに押し倒たおして「心配しなくても、美人以外の人間に興味ないよ」と笑う。

　キスをされてエプロンを捲めくられる。すっかり赤坂に触れられ慣れた肌はだに指が這はった。

　だけど恥はずかしいのは今も変わらない。それでも手を伸ばして、赤坂を引き寄せる。

「俺も、誠吾以外の誰かじゃ駄だ目めだ」

　明るい色の瞳ひとみを覗のぞき込むと、赤坂が柔やわらかく微笑ほほえむ。子供時代と重なる笑顔を見つめ、赤い糸が繫がっているかもしれない恋人の小指に願い事をしながらくちづける。




　これから先も、俺がこいつの運命の相手でいられますように。







　あとがき




　こんにちは、成宮ゆりです。

　本日は『ワガママな独占欲』を手に取って頂き、ありがとうございます。




　今回、華はなやかなイラストで拙せつ作さくを彩いろどって下さったのは陵クミコ先生です。

　実は嫉しつ妬と深ぶかく、高木が絡からむと空回りがちな赤坂を大変格好良く表現して頂けて嬉うれしいです。

　千葉も脇わき役やくなのが勿もつ体たいないほど魅み力りよく的な外見です。そして肝かん心じんの主人公の高木も大変可愛かわいらしいです。ラフに描えがかれていた幼少時代がさらに愛らしく、悶もだえました。これを拝見できるのは作者特権だな、とにやにやしながら何度も見返しました。

　お忙いそがしいところを引き受けて頂き、本当にありがとうございました。




　さて本編に関してですが、今回の主人公である高木と、その相手役である赤坂は子供時代に「いじめられっ子」と「いじめっ子」の関係でした。

　復ふく讐しゆうを誓ちかいながら失敗を重ねる高木と、チャンスを活いかせない赤坂が紆う余よ曲折を経て、近づいていく様を楽しんで頂けたら幸いです。

　ところで主人公の仕事は冷れい凍とう食しよく品ひんの開発ですが、私は某ぼう食品メーカーの冷凍うどんが好きで冷蔵庫に常備しています。温かいうどんに刻んだネギと卵を落として食べると、お手軽に幸せな気持ちになれます。少し気分を変えたいときは、卵の代わりに軽く炙あぶった梅干しを入れてみたり。秋刀魚さんまの缶かん詰づめを入れてみたり。秋刀魚は鰊にしん蕎麦そばみたいで美味おいしいです。




　そんなうどん談義はともかく、今回も担当様には有益なアドバイスを賜たまわり、大変感謝しております。なのに、この度たびまた制作部の方にまでご迷めい惑わくをお掛かけして申し訳ありません。

　昨年あたりに発はつ症しようした「校正時に色々と直したくなる病」を克こく服ふくします。

　次回こそ、あとがきで謝罪を述べる事態に陥おちいらない事を約束致いたします。




　最後になりましたが読者の皆みな様さま、あとがきまで読んで下さりありがとうございます。

　子供時代をパンドラの箱に仕し舞まった高木と、幼い頃ころから高木にだけ不器用な赤坂を少しでも気に入って頂けたら嬉しいです。

　いつもご意見やご感想を有り難がたく拝読しております。心のエルピスです。

　それではまたお会い出来ることを祈いのって。




　　平成二十四年二月


成宮　ゆり　　
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